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基
礎
看
護
学

3
年
次

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

1
年
次

単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数

暮
ら
し
と
健
康

1
1
5

1
1
5

地
域
を
視
る

1
1
5

1
1
5

地
域
保
健
活
動

1
1
5

1
1
5

地
域
・
在
宅
看
護
概
論

1
3
0

1
3
0

地
域
・
在
宅
看
護
方
法
論
Ⅰ
（
在
宅
療
養
を
支
え
る
技
術
）
1
3
0

1
3
0

地
域
・
在
宅
看
護
方
法
論
Ⅱ
（
状
態
別
看
護
）

1
3
0

1
3
0

地
域
・
在
宅
看
護
論
（
６
）
6
1
3
5
1

1
5

1
1
5

2
6
0

2
4
5

0
0

0
0

成
人
看
護
学
概
論

1
3
0

1
3
0

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
（
慢
性
期
看
護
）

1
3
0

1
3
0

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅱ
（
急
性
期
看
護
）

1
3
0

1
3
0

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅲ
（
回
復
期
看
護
）

1
3
0

1
3
0

成
人
看
護
学
（
６
）
4
1
2
0
0

0
1

3
0

2
6
0

1
3
0

0
0

0
0

老
年
看
護
学
概
論

1
3
0

1
3
0

老
年
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
（
A
D
L
に
障
害
を
有
す
る
高
齢
者
の
看
護
）
1
3
0

1
3
0

老
年
看
護
学
方
法
論
Ⅱ
（
疾
病
論
　
認
知
症
を
有
す
る
高
齢
者
の
看
護
）
1
3
0

1
3
0

老
年
看
護
学

3
9
0

0
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

0
0

0
0

小
児
看
護
学
概
論

1
3
0

1
3
0

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
（
疾
病
論
）

1
3
0

1
1
5

1
5

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅱ
（
健
康
問
題
を
有
す
る
小
児
の
看
護
）
1
3
0

1
3
0

小
児
看
護
学

3
9
0

0
0

0
0

2
4
5

1
4
5

0
0

0
0

母
性
看
護
学
概
論

1
3
0

1
3
0

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
看
護
）
1
3
0

1
3
0

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅱ
（
周
産
期
の
医
療
と
看
護
）

1
3
0

1
1
5

1
5

母
性
看
護
学

3
9
0

0
0

0
0

2
4
5

1
4
5

0
0

0
0

精
神
看
護
学
概
論

1
3
0

1
3
0

精
神
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
（
疾
病
論
）

1
3
0

1
3
0

精
神
看
護
学
方
法
論
Ⅱ
（
精
神
障
害
を
有
す
る
対
象
の
看
護
）
1
3
0

1
3
0

精
神
看
護
学

3
9
0

0
0

0
0

2
6
0

1
3
0

0
0

0
0

看
護
管
理

1
1
5

1
1
5

医
療
安
全

1
3
0

1
3
0

災
害
看
護
学
・
国
際
看
護
学

1
3
0

1
3
0

統
合
看
護
技
術

1
1
5

1
7

8

看
護
の
統
合
と
実
践

4
9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
8
2

0
8

専
門
分
野
　
　
単
位
数
3
7
9
7
5
9

1
5
0

4
1
6
5
1
3
3
4
5

7
2
2
5

4
8
2

0
8

看
護
研
究

1
3
0

1
1
5

1
5

家
族
看
護

1
1
5

1
1
5

気
づ
き
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

1
3
0

1
1
5

1
5

薬
物
療
法
と
看
護

1
1
5

1
1
5

周
術
期
と
看
護

1
3
0

1
3
0

エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア

1
1
5

1
1
5

6
1
3
5
0

0
0

0
4

7
5

2
6
0

0
0

0
0

総
単
位
合
計
（
実
習
以
外
）
7
9
1
9
8
0
2
3
4
8
0
1
9
5
4
0
2
2
5
4
0

1
0
3
1
5

5
9
7

0
8

前
期

教
育
内
容

教
科
目

単 位 数
後
期

前
期

後
期

専 門 分 野

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

　
小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合

と
実
践

時 間 数

1
年
次

2
年
次

3
年
次

前
期

後
期

専
門
分
野
　
単
位
時
間
数

領 域 横 断

領
域
横
断
　
　
単
位
計

基
礎
科
目
＋
専
門
基
礎
＋
専
門
分
野
　
単
位
時
間
数
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単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

1
4
5

1
4
5

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ
(看
護
過
程
の
展
開
）

2
9
0

2
9
0

地
域
・
在
宅
看
護
論
実
習
Ⅰ
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
1
3
0

1
3
0

地
域
・
在
宅
看
護
論
実
習
Ⅱ
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
6
0

1
3
0

1
3
0

外
来
に
お
け
る
看
護
実
習
（
成
人
看
護
学
実
習
）

1
4
5

1
3
0

1
5

急
性
期
に
お
け
る
看
護
実
習
（
成
人
看
護
学
実
習
）

2
9
0

1
4
5

1
4
5

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
ケ
ア
（
老
年
看
護
学
実
習
）

2
9
0

2
9
0

回
復
期
・
慢
性
期
に
お
け
る
看
護
実
習
（
老
年
看
護
学
実
習
）
2
9
0

1
4
5

1
4
5

緩
和
ケ
ア
実
習
（
老
年
看
護
学
実
習
）

1
4
5

1
3
0

1
5

地
域
支
援

地
域
に
お
け
る
母
子
保
健
実
習

1
3
0

1
3
0

小
児
看
護
学

小
児
看
護
学
実
習

2
6
0

1
3
0

1
3
0

母
性
看
護
学
　
　
　
　
　
　
　
母
性
看
護
学
実
習

2
9
0

1
4
5

1
4
5

精
神
看
護
学

精
神
看
護
学
実
習

2
9
0

1
4
5

1
4
5

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
の
統
合
と
実
践
実
習

2
9
0

2
9
0

2
3
9
4
5
1

4
5

0
0

2
9
0

4
1
5
0

8
3
0
0

8
3
6
0

単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数
単
位

時
間
数

1
0
2
2
9
2
5
2
4
5
2
5
1
9
5
4
0
2
4
6
3
0

1
4
4
6
5
1
3
3
9
7

8
3
6
8

臨 地 実 習

基
礎
看
護
学
実
習

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学
実
習

老
年
看
護
学
実
習

後
期

前
期

後
期

前
期

教
育
内
容

教
科
目

後
期

臨
地
実
習
　
単
位
計

教
育
内
容

教
科
目

単 位 数

時 間 数

1
年
次

2
年
次

3
年
次

単 位 数

時 間 数

1
年
次

2
年
次

3
年
次

前
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期
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前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 30 末吉　康幸 30
1 15 尾堂　修司 15
1 30 白石　義郎 30
1 30 山本　耕之 30
1 30 城戸　幸一 15 15
1 30 中西　吉則 30
1 15 城戸　由香里 15
1 30 江藤　智佐子 30
1 15 古賀　幸久 15
1 15 松田　輝美 15
1 15 永山　寛 15
1 15 沈　震 15
1 15 満平　学 15
1 30 神代　良子 30
14 315 120 135 30 30

太田　啓介 4
平嶋　伸悟 4
力丸　由起子 2
能間　国光 20
嵯峨　堅 12
能間　国光 18
佐藤　秀明 8
杉島　正一 10
原田　二朗 8
塚口　舞 4
平山　貴恵 16
作間　理恵子 14

病理学 1 15 西田　直代 15
疾病論Ⅰ 呼吸器 1 15 宮川　洋介 15

川﨑　友裕 6
古賀　久士 12
折田　義也 4
古賀　清和 2

血液・造血器 末松　栄一 6
中村　弘毅 10
髙尾　貴史 4
池添　清彦 4

腎 岩谷　龍治 8
泌尿器 德田　雄治 4

川崎　英二 8
廣松　雄治 8
二之宮　謙一
佐々木　大
牟田口　滋
一ツ松　勤 4
澁谷　統壽 6
石堂　克哉 4
菅沼　明彦 6
末松　栄一 8
中尾　佳史 8
馬場　美樹 2
小野　研 4
白石　哲史 2

皮膚 山口　隆広 8
眼 小嶋　修生 8
耳鼻咽喉 御厨　剛史 6
歯・口腔 豊福　司生 8

久保　昌平 14
井上　裕貴 10
坂本　健太郎 6
原　好勇 16
野田　哲寛 14
大久保　純子 8
森　真澄 8
服部　道枝 8
樋口　美樹 6

1 30 中野　繁広 30
1 15 松尾　やす子 15
1 30 藤島　喜久子 30

平松　義博 8
加藤　光樹
林　明宏
中尾　博美 10
大坪　健一 6

1 15 服部　道枝 15
22 555 210 240 90 15

16

8

薬理学 1 30

疾病論Ⅵ

社会福祉
看護関係法令
公衆衛生

総合医療論 1 15

30

1

1 30

疾病論Ⅲ
消化器

1 30女性生殖器

放射線

30

生化学 1 30

アレルギー・
感染症

人間と生活・
社会の理解

家族と社会学
心理学

医療英語
単位・時間合計

人体の構造
と機能

解剖生理学Ⅱ（腎・泌尿器、内分泌・代謝、運動器）

栄養学

解剖生理学Ⅲ（脳・神経、感覚器、女性生殖器）

人間関係論
国際関係論
カウンセリング論
スポーツレクレーション
中国語
英会話

基
礎
分
野

科学的思考
の基盤

論理学
文化人類学
教育学
人間工学
情報科学

専
門
基
礎
分
野

健康支援と
社会保障制度

講師別カリキュラム時間表

教育内容 教科目 単位数 時間数 講師名
1年次 2年次 3年次

疾病の成り立ちと
回復の促進

疾病論Ⅱ
循環器

1 30

1 30

内分泌・代謝疾病論Ⅳ 1 15

疾病論Ⅴ

運動器

脳・神経

1 30

看護につなぐ 1 30

微生物学 1

疾病論Ⅶ 1 30

暮らしを支えるチームケア 1 15

単位・時間合計

解剖生理学Ⅰ
(総論、消化器、呼吸器、血液・造血、循環器）

1 30 木戸田　朋子 30

1 30

看護の場を知る
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前期 後期 前期 後期 前期 後期
教育内容 教科目 単位数 時間数 講師名

1年次 2年次 3年次

西　恵美子 26
池田　敦子 4

1 15 中尾　博美ほか 15
1 15 大久保　純子 15

服部　道枝 14
川原　千恵美 8

1 15 樋口　美樹 15
1 30 樋口　美樹 30
1 15 池田　敦子 15
1 30 手島　淳介 15 15

樋口　美樹 16
手島　淳介 14
中尾　博美 6
森　真澄 6
服部　道枝 6
樋口　美樹 6
手島　淳介 6
森　真澄 20
大久保　純子 10

1 15 近藤　加奈子 15
地域を視る 1 15 近藤　加奈子 15
地域保健活動 1 15 近藤　加奈子 15
地域・在宅看護概論 1 30 池田　敦子 30

1 30 池田　敦子 30
1 30 宮崎　亜矢子 30

栗原　幸子 6
津留﨑　孝義 6
長主　貴大 6
松雪　友恵 12
宮地　千加子 6
林田　晶子 6
森　さつき 8
宮崎　亜矢子 10
本川　満 6
岳　弘子 6
成冨　耕治 6
松雪　友恵 12

老年看護学概論 1 30 真田　洋子 30

深山　加寿代 20
福田　早苗 10

小児看護学概論 1 30 西　恵美子 30
武谷　茂 8
平田　宗 22

母性看護学概論 1 30 森　真澄 30

井上　充 6
山本　広子 8
愛洲　紀子 2
林　桂子 14
中尾　博美 24
丸山　千春 6

1 30 児玉　英也 30

田中　圭子 12
松家　貴美子 2
池末　直子 2
下河　昇一 20
松雪　友恵 10
服部　道枝 16
山﨑　宏美 8
伊達　卓二 4
藤田　千代子 2
森　真澄
宮崎　亜矢子

37 975 150 165 345 225 82 8
1 30 森　由紀 15 15

林　桂子 8
森　真澄 8
宮崎　亜矢子
松雪　友恵
真田　洋子
福田　早苗

1 30 岩本　雅俊 30
1 15 松延　薫 15
6 135 75 60

母性看護学
母性看護学方法論Ⅱ
（周産期の医療と看護）

1 30

老年看護学

1 30

小児看護学
小児看護学方法論Ⅱ
（健康問題を有する小児の看護）

1 30

老年看護学方法論Ⅰ
（ADLに障害を有する高齢者の看護）

8

30

周術期と看護

看護研究

看護の統合と実践

301 30

精神看護学

精神看護学概論 1 30

精神看護学方法論Ⅰ（疾病論）
精神看護学方法論Ⅱ
（精神障害を有する対象の看護）

1

1 30

成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 1 30

8

領域横断

家族看護 1

単位・時間合計
エンド・オブ・ライフ・ケア

15

15

薬物療法と看護 1

単位・時間合計

気づきのトレーニング 1

福田　早苗

老年看護学方法論Ⅱ
（疾病論 認知症を有する高齢者の看護）

川原　千恵美 30

母性看護学方法論Ⅰ
（マタニティサイクルにおける看護）

1 30 林　桂子 30

小児看護学方法論Ⅰ（疾病論） 1 30

15

15 15

近藤　加奈子

診療の補助技術 1

地域・在宅看護論

地域・在宅看護方法論Ⅱ（状態別看護）

看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術）

統合看護技術

1 30

成人看護学

基礎看護学

看護学概論 1 30

看護理論
生活援助技術Ⅰ（看護技術とは　環境）

生活援助技術Ⅱ（清潔・衣生活） 1 30

生活援助技術Ⅲ（活動・休息）
生活援助技Ⅳ（食事・排泄）
看護共通技術Ⅰ（コミュニケーション）
看護共通技術Ⅱ（ヘルスアセスメント）

看護共通技術Ⅲ（安全・安楽の技術）

暮らしと健康

地域・在宅看護方法論Ⅰ
（在宅療養を支える技術）

1 30

30

1 30

成人看護学概論

成人看護学方法論Ⅰ(慢性期看護） 1 30

成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護）

1 30 中尾　博美

災害看護学・国際看護学 1 30

30

専
門
分
野

30

1 15看護管理

医療安全

30 15

1
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前期 後期 前期 後期 前期 後期
教育内容 教科目 単位数 時間数 講師名

1年次 2年次 3年次

大久保　純子
服部　道枝
森　真澄
樋口　美樹
手島　淳介
大久保　純子
服部　道枝
森　真澄
樋口　美樹
手島　淳介
池田　敦子
近藤　加奈子
池田　敦子
近藤　加奈子
宮崎　亜矢子
松雪　友恵
宮崎　亜矢子
松雪　友恵
真田　洋子
福田　早苗
真田　洋子
福田　早苗
真田　洋子
福田　早苗
林　桂子
川原　千恵美
西　恵美子
川原　千恵美
林　桂子
森　真澄
中尾　博美
手島　淳介
大久保　純子
服部　道枝
森　真澄
樋口　美樹
手島　淳介

23 945 45 90 150 300 360

102 2925 525 540 630 465 397 368

母性看護学

地域における母子保健実習 1 30

1 45

地域・在宅看護論

地域・在宅看護論実習Ⅰ
（地域包括支援センター）

1

2 60

地域支援

小児看護学

30

精神看護学 精神看護学実習 2 90 45

急性期における看護実習
（成人看護学実習）

2

4590 45

45

地域で暮らす高齢者のケア
（老年看護学実習）

2 90 90

30

老年看護学

基礎看護学

成人看護学

外来における看護実習
（成人看護学実習）

1 45

総単位・時間合計

30

看護の統合と実践実習

45

母性看護学実習 2

単位・時間合計

90臨
地
実
習

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開） 2 90

回復期・慢性期における看護実習
（老年看護学実習）

2 90

地域・在宅看護論実習Ⅱ
（訪問看護ステーション）

90

基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション） 1 45

2 90

45

90

45

専
門
分
野

30

15

小児看護学実習 2 60 30 30

45

30

45

30 15

緩和ケア実習
（老年看護学実習）

30

前期 後期 前期 後期 前期 後期
教育内容 教科目 単位数 時間数 講師名

1年次 2年次 3年次

西　恵美子 26
池田　敦子 4

1 15 中尾　博美ほか 15
1 15 大久保　純子 15

服部　道枝 14
川原　千恵美 8

1 15 樋口　美樹 15
1 30 樋口　美樹 30
1 15 池田　敦子 15
1 30 手島　淳介 15 15

樋口　美樹 16
手島　淳介 14
中尾　博美 6
森　真澄 6
服部　道枝 6
樋口　美樹 6
手島　淳介 6
森　真澄 20
大久保　純子 10

1 15 近藤　加奈子 15
地域を視る 1 15 近藤　加奈子 15
地域保健活動 1 15 近藤　加奈子 15
地域・在宅看護概論 1 30 池田　敦子 30

1 30 池田　敦子 30
1 30 宮崎　亜矢子 30

栗原　幸子 6
津留﨑　孝義 6
長主　貴大 6
松雪　友恵 12
宮地　千加子 6
林田　晶子 6
森　さつき 8
宮崎　亜矢子 10
本川　満 6
岳　弘子 6
成冨　耕治 6
松雪　友恵 12

老年看護学概論 1 30 真田　洋子 30

深山　加寿代 20
福田　早苗 10

小児看護学概論 1 30 西　恵美子 30
武谷　茂 8
平田　宗 22

母性看護学概論 1 30 森　真澄 30

井上　充 6
山本　広子 8
愛洲　紀子 2
林　桂子 14
中尾　博美 24
丸山　千春 6

1 30 児玉　英也 30

田中　圭子 12
松家　貴美子 2
池末　直子 2
下河　昇一 20
松雪　友恵 10
服部　道枝 16
山﨑　宏美 8
伊達　卓二 4
藤田　千代子 2
森　真澄
宮崎　亜矢子

37 975 150 165 345 225 82 8
1 30 森　由紀 15 15

林　桂子 8
森　真澄 8
宮崎　亜矢子
松雪　友恵
真田　洋子
福田　早苗

1 30 岩本　雅俊 30
1 15 松延　薫 15
6 135 75 60

母性看護学
母性看護学方法論Ⅱ
（周産期の医療と看護）

1 30

老年看護学

1 30

小児看護学
小児看護学方法論Ⅱ
（健康問題を有する小児の看護）

1 30

老年看護学方法論Ⅰ
（ADLに障害を有する高齢者の看護）

8

30

周術期と看護

看護研究

看護の統合と実践

301 30

精神看護学

精神看護学概論 1 30

精神看護学方法論Ⅰ（疾病論）
精神看護学方法論Ⅱ
（精神障害を有する対象の看護）

1

1 30

成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 1 30

8

領域横断

家族看護 1

単位・時間合計
エンド・オブ・ライフ・ケア

15

15

薬物療法と看護 1

単位・時間合計

気づきのトレーニング 1

福田　早苗

老年看護学方法論Ⅱ
（疾病論 認知症を有する高齢者の看護）

川原　千恵美 30

母性看護学方法論Ⅰ
（マタニティサイクルにおける看護）

1 30 林　桂子 30

小児看護学方法論Ⅰ（疾病論） 1 30

15

15 15

近藤　加奈子

診療の補助技術 1

地域・在宅看護論

地域・在宅看護方法論Ⅱ（状態別看護）

看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術）

統合看護技術

1 30

成人看護学

基礎看護学

看護学概論 1 30

看護理論
生活援助技術Ⅰ（看護技術とは　環境）

生活援助技術Ⅱ（清潔・衣生活） 1 30

生活援助技術Ⅲ（活動・休息）
生活援助技Ⅳ（食事・排泄）
看護共通技術Ⅰ（コミュニケーション）
看護共通技術Ⅱ（ヘルスアセスメント）

看護共通技術Ⅲ（安全・安楽の技術）

暮らしと健康

地域・在宅看護方法論Ⅰ
（在宅療養を支える技術）

1 30

30

1 30

成人看護学概論

成人看護学方法論Ⅰ(慢性期看護） 1 30

成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護）

1 30 中尾　博美

災害看護学・国際看護学 1 30

30

専
門
分
野

30

1 15看護管理

医療安全

30 15

1
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科目 講師名 資格 実務経験
年数 実務経験内容

生活援助技術Ⅱ（清潔・衣生活） 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
生活援助技術Ⅱ（清潔・衣生活） 川原　千恵美 看護師 15 病院にて看護師として勤務
生活援助技術Ⅲ（活動・休息） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
生活援助技術Ⅳ（食事・排泄） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅰ（コミュニケーション） 佐藤　和美 看護師 26 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅲ（安全・安楽の技術） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅲ（安全・安楽の技術） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
診療の補助技術 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
診療の補助技術 大久保　純子 看護師 18 病院にて看護師として勤務
暮らしと健康 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域を視る 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域保健活動 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護概論 池田　敦子 看護師 16 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護方法論Ⅰ（在宅療養を支える技術） 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護方法論Ⅱ（状態別看護） 池田　敦子 看護師 16 病院にて看護師として勤務
成人看護学概論 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 津留﨑　孝義 看護師 17 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 長主　貴大 看護師 12 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 栗原　幸子 看護師 17 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 森　さつき 看護師 19 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 宮地　千加子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 林田　晶子 看護師 25 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 本川　満 看護師 19 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 岳　弘子 看護師 25 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 成冨　耕治 理学療法士 18 病院（リハビリテーション課）にて勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
老年看護学概論 真田　洋子 看護師 26 病院にて看護師として勤務
老年看護学方法論Ⅰ（ADLに障害を有する高齢者の看護） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
老年看護学方法論Ⅱ（疾病論　認知症を有する高齢者の看護） 深山　加寿代 看護師 33 病院にて看護師として勤務
老年看護学方法論Ⅱ（疾病論　認知症を有する高齢者の看護） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
小児看護学概論 西　恵美子 看護師 9 病院にて看護師として勤務
小児看護学方法論Ⅰ（疾病論） 武谷　茂 医師 49 病院（小児科）にて勤務
小児看護学方法論Ⅰ（疾病論） 平田　宗 医師 20 病院（小児外科等）にて勤務
小児看護学方法論Ⅱ（健康問題を有する小児の看護） 川原　千恵美 看護師 15 病院にて看護師として勤務
母性看護学概論 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
母性看護学方法論Ⅰ（マタニティサイクルにおける看護） 林　桂子 看護師・助産師 18 病院にて看護師として勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 井上　充 医師 43 病院（婦人科）にて勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 山本　広子 医師 13 病院（婦人科）にて勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 愛洲　紀子 医師 17 病院（婦人科）にて勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 林　桂子 看護師・助産師 18 病院にて看護師として勤務
精神看護学概論 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
精神看護学概論 丸山　千春 精神保健福祉士 8 病院にて精神保健福祉士として勤務
精神看護学方法論Ⅰ（疾病論） 児玉　英也 医師 9 病院（精神神経科）にて勤務
精神看護学方法論Ⅱ（精神障害を有する対象の看護） 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
看護管理 佐藤　和美 看護師 26 病院にて看護師として勤務
看護管理 松家　貴美子 看護師 病院にて看護師として勤務
看護管理 池末　直子 看護師 33 病院にて看護師として勤務
医療安全 下河　昇一 看護師 33 病院にて看護師として勤務
医療安全 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
災害看護学・国際看護学 山﨑　宏美 看護師 27 病院にて看護師として勤務
災害看護学・国際看護学 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
災害看護学・国際看護学 伊達　卓二 32 国際保健医療分野専門家として従事

災害看護学・国際看護学 藤田　千代子 看護師 39 国際協力に従事

実務経験のある講師の一覧

科目 講師名 資格 実務経験
年数 実務経験内容

情報科学 城戸　幸一 19 情報科学系企業にて勤務
心理学 城戸　由香里 公認心理師 25 施設にて公認心理師として勤務
解剖生理学Ⅱ（腎・泌尿器、内分泌・代謝、運動器） 平嶋　伸悟 歯科医師 12 病院（歯科口腔）にて勤務
解剖生理学Ⅱ（腎・泌尿器、内分泌・代謝、運動器） 力丸　由起子 医師 12 病院（形成外科等）にて勤務
解剖生理学Ⅱ（腎・泌尿器、内分泌・代謝、運動器） 能間　国光 看護師 6 病院(循環器内科等)にて勤務
解剖生理学Ⅲ（脳・神経、感覚器、女性生殖器） 能間　国光 看護師 6 病院(循環器内科等)にて勤務
栄養学 作間　 理恵子 管理栄養士 22 病院（栄養課）にて勤務
栄養学 平山　貴恵 管理栄養士 15 病院（栄養課）にて勤務
病理学 西田　直代 医師 25 病院（病理診断科）にて勤務
疾病論Ⅰ（呼吸器） 宮川　洋介 医師 37 病院（呼吸器内科）にて勤務
疾病論Ⅱ（循環器、血液・造血器） 川﨑　友裕 医師 34 病院（循環器内科）にて勤務
疾病論Ⅱ（循環器、血液・造血器） 古賀　久士 医師 28 病院（循環器内科）にて勤務
疾病論Ⅱ（循環器、血液・造血器） 古賀　清和 医師
疾病論Ⅱ（循環器、血液・造血器） 折田　義也 医師 18 病院（循環器内科）にて勤務
疾病論Ⅱ（循環器、血液・造血器） 末松　栄一 医師 38 病院（内科）にて勤務
疾病論Ⅲ（消化器、腎・泌尿器） 中村　弘毅 医師 25 病院（消化器内科）にて勤務
疾病論Ⅲ（消化器、腎・泌尿器） 髙尾　貴史 医師 30 病院（消化器外科）にて勤務
疾病論Ⅲ（消化器、腎・泌尿器） 池添　清彦 医師 27 病院（外科）にて勤務
疾病論Ⅲ（消化器、腎・泌尿器） 德田　雄治 医師 24 病院（泌尿器科）にて勤務
疾病論Ⅲ（消化器、腎・泌尿器） 岩谷　龍治 医師 22 病院（腎臓内科）にて勤務
疾病論Ⅳ（内分泌・代謝） 川﨑　英二 医師 35 病院（糖尿病・内分泌内科）にて勤務

疾病論Ⅳ（内分泌・代謝） 廣松　雄治 医師 44 病院（甲状腺・内分泌内科）にて勤務
疾病論Ⅴ（運動器、脳・神経） 二之宮　謙一 医師 26 病院（整形外科）にて勤務
疾病論Ⅴ（運動器、脳・神経） 牟田口　滋 医師 24 病院（整形外科）にて勤務
疾病論Ⅴ（運動器、脳・神経） 佐々木 大 医師 17 病院（整形外科）にて勤務
疾病論Ⅴ（運動器、脳・神経） 澁谷　統壽 医師 54 病院（脳神経内科）にて勤務
疾病論Ⅴ（運動器、脳・神経） 一ツ松　勤 医師 29 病院（脳神経外科）にて勤務
疾病論Ⅴ（運動器、脳・神経） 石堂　克哉 医師 31 病院（脳神経外科）にて勤務
疾病論Ⅵ（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線） 末松　栄一 医師 38 病院（内科）にて勤務
疾病論Ⅵ（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線） 菅沼　明彦 医師 30 病院（内科、感染症科）にて勤務
疾病論Ⅵ（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線） 中尾　佳史 医師 病院（産婦人科）にて勤務
疾病論Ⅵ（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線） 馬場　美樹 医師 30 病院（乳腺外科）にて勤務
疾病論Ⅵ（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線） 小野　研 医師 26 病院（放射線科）にて勤務
疾病論Ⅵ（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線） 白石　哲史 診療放射線技師 28 病院（診療放射線課）にて勤務
疾病論Ⅶ（皮膚、眼、耳鼻咽喉、歯・口腔） 山口　隆広 医師 24 病院（皮膚科）にて勤務
疾病論Ⅶ（皮膚、眼、耳鼻咽喉、歯・口腔） 小嶋　修生 医師 8 病院（眼科）にて勤務
疾病論Ⅶ（皮膚、眼、耳鼻咽喉、歯・口腔） 御厨　剛史 医師 16 病院（耳鼻咽喉科）にて勤務
疾病論Ⅶ（皮膚、眼、耳鼻咽喉、歯・口腔） 豊福　司生 歯科医師 43 病院（歯科、口腔外科）にて勤務
薬理学 久保　昌平 薬剤師 14 病院（薬剤課）にて勤務
薬理学 井上　裕貴 薬剤師 4 病院（薬剤課）にて勤務
薬理学 坂本　健太郎 薬剤師 8 病院（薬剤課）にて勤務
微生物学 野田　哲寛 臨床検査技師 32 病院（臨床検査課）にて勤務
看護につなぐ 大久保　純子 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護につなぐ 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
看護につなぐ 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
看護につなぐ 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
社会福祉 中野　繁広 社会福祉士 21 病院（地域医療連携室）にて勤務
看護関係法令 松尾　やす子 保健師・精神保健福祉士 43 保健所等にて勤務
公衆衛生 藤島　喜久子 保健師・看護師 37 保健所等にて勤務
総合医療論 林　明宏 医師 39 病院（呼吸器外科）にて勤務
総合医療論 平松　義博 医師 44 病院（内科）にて勤務
総合医療論 加藤　光樹 医師 16 病院（内科）にて勤務
暮らしを支えるチームケア 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
暮らしを支えるチームケア 大坪　健一 理学療法士 5 病院にて理学療法士として勤務
看護の場を知る 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
看護学概論 佐藤　和美 看護師 26 病院にて看護師として勤務
看護学概論 西　恵美子 看護師 9 病院にて看護師として勤務
看護理論 佐藤　和美ほか 看護師 26 病院にて看護師として勤務
生活援助技術Ⅰ（看護技術とは　環境） 大久保　純子 看護師 18 病院にて看護師として勤務
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科目 講師名 資格 実務経験
年数 実務経験内容

生活援助技術Ⅱ（清潔・衣生活） 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
生活援助技術Ⅱ（清潔・衣生活） 川原　千恵美 看護師 15 病院にて看護師として勤務
生活援助技術Ⅲ（活動・休息） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
生活援助技術Ⅳ（食事・排泄） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅰ（コミュニケーション） 佐藤　和美 看護師 26 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅲ（安全・安楽の技術） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅲ（安全・安楽の技術） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護共通技術Ⅳ（看護過程展開の技術） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
診療の補助技術 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
診療の補助技術 大久保　純子 看護師 18 病院にて看護師として勤務
暮らしと健康 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域を視る 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域保健活動 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護概論 池田　敦子 看護師 16 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護方法論Ⅰ（在宅療養を支える技術） 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護方法論Ⅱ（状態別看護） 池田　敦子 看護師 16 病院にて看護師として勤務
成人看護学概論 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 津留﨑　孝義 看護師 17 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 長主　貴大 看護師 12 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 栗原　幸子 看護師 17 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅰ（慢性期看護） 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 森　さつき 看護師 19 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 宮地　千加子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 林田　晶子 看護師 25 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅱ（急性期看護） 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 本川　満 看護師 19 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 岳　弘子 看護師 25 病院にて看護師として勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 成冨　耕治 理学療法士 18 病院（リハビリテーション課）にて勤務
成人看護学方法論Ⅲ（回復期看護） 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
老年看護学概論 真田　洋子 看護師 26 病院にて看護師として勤務
老年看護学方法論Ⅰ（ADLに障害を有する高齢者の看護） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
老年看護学方法論Ⅱ（疾病論　認知症を有する高齢者の看護） 深山　加寿代 看護師 33 病院にて看護師として勤務
老年看護学方法論Ⅱ（疾病論　認知症を有する高齢者の看護） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
小児看護学概論 西　恵美子 看護師 9 病院にて看護師として勤務
小児看護学方法論Ⅰ（疾病論） 武谷　茂 医師 49 病院（小児科）にて勤務
小児看護学方法論Ⅰ（疾病論） 平田　宗 医師 20 病院（小児外科等）にて勤務
小児看護学方法論Ⅱ（健康問題を有する小児の看護） 川原　千恵美 看護師 15 病院にて看護師として勤務
母性看護学概論 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
母性看護学方法論Ⅰ（マタニティサイクルにおける看護） 林　桂子 看護師・助産師 18 病院にて看護師として勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 井上　充 医師 43 病院（婦人科）にて勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 山本　広子 医師 13 病院（婦人科）にて勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 愛洲　紀子 医師 17 病院（婦人科）にて勤務
母性看護学方法論Ⅱ（周産期の医療と看護） 林　桂子 看護師・助産師 18 病院にて看護師として勤務
精神看護学概論 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
精神看護学概論 丸山　千春 精神保健福祉士 8 病院にて精神保健福祉士として勤務
精神看護学方法論Ⅰ（疾病論） 児玉　英也 医師 9 病院（精神神経科）にて勤務
精神看護学方法論Ⅱ（精神障害を有する対象の看護） 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
看護管理 佐藤　和美 看護師 26 病院にて看護師として勤務
看護管理 松家　貴美子 看護師 病院にて看護師として勤務
看護管理 池末　直子 看護師 33 病院にて看護師として勤務
医療安全 下河　昇一 看護師 33 病院にて看護師として勤務
医療安全 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
災害看護学・国際看護学 山﨑　宏美 看護師 27 病院にて看護師として勤務
災害看護学・国際看護学 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
災害看護学・国際看護学 伊達　卓二 32 国際保健医療分野専門家として従事

災害看護学・国際看護学 藤田　千代子 看護師 39 国際協力に従事
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科目 講師名 資格 実務経験
年数 実務経験内容

統合看護技術 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
統合看護技術 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
家族看護（領域横断） 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
家族看護（領域横断） 林　桂子 看護師・助産師 18 病院にて看護師として勤務
気づきのトレーニング（領域横断） 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
気づきのトレーニング（領域横断） 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
薬物療法と看護（領域横断） 真田　洋子 看護師 26 病院にて看護師として勤務
薬物療法と看護（領域横断） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
周術期と看護（領域横断） 岩本　雅俊 看護師 25 病院にて看護師として勤務
エンド・オブ・ライフ・ケア 松延　薫 看護師 37 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション） 大久保　純子 看護師 18 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション） 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション） 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開） 大久保　純子 看護師 18 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開） 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開） 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開） 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開） 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護論実習Ⅰ（地域包括支援センター） 池田　敦子 看護師 16 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護論実習Ⅰ（地域包括支援センター） 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護論実習Ⅱ（訪問看護ステーション） 池田　敦子 看護師 16 病院にて看護師として勤務
地域・在宅看護論実習Ⅱ（訪問看護ステーション） 近藤　加奈子 看護師 23 病院にて看護師として勤務
外来における看護実習（成人看護学実習） 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
外来における看護実習（成人看護学実習） 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
急性期における看護実習（成人看護学実習） 宮崎　亜矢子 看護師 12 病院にて看護師として勤務
急性期における看護実習（成人看護学実習） 松雪　友恵 看護師 20 病院にて看護師として勤務
地域で暮らす高齢者のケア（老年看護学実習） 真田　洋子 看護師 26 病院にて看護師として勤務
地域で暮らす高齢者のケア（老年看護学実習） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
回復期・慢性期における看護実習（老年看護学実習） 真田　洋子 看護師 26 病院にて看護師として勤務
回復期・慢性期における看護実習（老年看護学実習） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
緩和ケア実習（老年看護学実習） 真田　洋子 看護師 26 病院にて看護師として勤務
緩和ケア実習（老年看護学実習） 福田　早苗 看護師 25 病院にて看護師として勤務
地域における母子保健実習 林　桂子 看護師・助産師 18 病院にて看護師として勤務
地域における母子保健実習 川原　千恵美 看護師 15 病院にて看護師として勤務
小児看護学実習 西　恵美子 看護師 9 病院にて看護師として勤務
小児看護学実習 川原　千恵美 看護師 15 病院にて看護師として勤務
母性看護学実習 林　桂子 看護師・助産師 18 病院にて看護師として勤務
母性看護学実習 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
精神看護学実習 中尾　博美 看護師 28 病院にて看護師として勤務
精神看護学実習 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務
看護の統合と実践実習 大久保　純子 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護の統合と実践実習 服部　道枝 看護師 12 病院にて看護師として勤務
看護の統合と実践実習 樋口　美樹 看護師 18 病院にて看護師として勤務
看護の統合と実践実習 森　真澄 看護師 16 病院にて看護師として勤務
看護の統合と実践実習 手島　淳介 看護師 14 病院にて看護師として勤務



 
 

基礎分野 
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【   １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

末吉

ディベート②

末吉

末吉

末吉

末吉

末吉

末吉

末吉

末吉

担当

末吉

末吉

末吉

末吉

筆記試験

規則を学ぶには、何が間違いであるかを自覚することが必要です
したがって、練習問題等の課題には積極的に取り組んで、自分の間違いを自覚するようにし
てください

分章構成の方法③
　論理的な読点の使い方

分章構成の方法④
　論文に使う用語の諸定義

分章構成の方法⑤
　推敲の仕方

まとめ

テキストは使用しない。プリントを配布する。

末吉

看護学生のためのレポート・文章の書き方【金芳堂】

末吉

分野：基礎分野　　科目：論理学

論文を書く
　文章の書き方　リテラシー

分章構成の方法①
　レポート・論文を書く基本

論理とはなにか①

論理とはなにか②

接続の論理

論証

演繹

末吉康幸

合理的な思考の規則を学び、他者の考えを理解し、自分の考えを論理的に組み立て自己表
現できるように論理の力を身につける。

１．論文・レポートを書く基礎的法則を知り文書構成ができる。
２．他者の考えを聞き、自分の考えを表現し議論することができる。

授業計画

授業内容

議論を作る
　クリティカルシンキング

ディベート①

分章構成の方法②
　書くまでの3段階と書くことの意義
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分野：基礎分野 科目：文化人類学 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
テキスト1章の
予習

2 講義
テキスト2章の
予習

3 講義
テキスト3章の
予習

4 講義
テキスト4章の
予習

5 講義
テキスト5章の
予習

6 講義
テキスト8章の
予習

7 講義
テキスト9章の
予習

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

授業内容

文化人類学とは
　比較文化とシンクレティズムについて

東アジアのシンクレティズム
　主要な宗教・思想の概観

身体観と死生観の比較文化
　儒教と仏教

儒教道徳における孝と家族・祖先観念

担当

尾堂

尾堂

尾堂

尾堂　修司　　　　　　　

衣食住の生活様式・儀礼・人間関係、宗教、生活形態を通して、世界の人々が培ってきた
それぞれの生活の伝承文化を学び、より深い人間理解に繋がる気づきを得る。

東アジアの文化を理解するために不可欠な儒教・仏教・道教の関係と歴史を概観し、そ
れぞれの身体観、死生観や生活倫理などの異同を再確認する。

尾堂

尾堂

尾堂

菊池　章太　儒教・仏教・道教　東アジアの思想空間　【講談社】

終講試験（毎回の小レポート、受講態度） 

道教
　現世利益を願う福禄寿や呪術信仰

仏教・神道の死生観・死後の世界観

東アジアのシンクレティズム
　儒教・仏教・道教の三つ巴

まとめ

尾堂

尾堂
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分野：基礎分野 科目：教育学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
GW

「看護学概論」

2
講義
GW

1
講義
GW

4
講義
GW

5
講義
GW

6
講義
GW

7
講義
GW

8
講義
GW

9
講義
GW

10
講義
GW

11
講義
GW

12
講義
GW

13
講義
GW

14
講義
GW

15
講義
GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

授業内容

看護と教育の基礎（1）：看護専門教育

看護と教育の基礎（2）：患者の権利と教育ケア
　『看護の基礎となるもの』

学習方法（2）：疫学のケーススタディ
　『新型コロナ』

学習方法（3）：医療統計学の数理モデル
　『ＰＩＳＡの問題解けるかな』

学習方法（4）：診断の協同学修
　『ドクターG』

看護実習のアクティブラーニング：アクティブラーニングと
ルーブリック
　『アクティブラーニング』

幼い子供の成長と看護ケア：基本的信頼
　『児童心理学』

老年期の看護ケア：マズローの「自己実現」
　『老年看護実践』

学齢期の成長と看護ケア：特別ニーズ教育
　『子どもの権利条約』

青年期の成長と看護ケア（1）：アイデンティティの形成
　『ドラえもんだけでは大人になれない』

青年期の成長と看護ケア（2）：ジェンダーとセクシュアリティ
  『家族と社会学』

  １.　看護における教育とケアの意義を理解する。
  ２.　教育の理論と方法を学び、看護に応用できる指導・教育の基礎を学ぶ。
　３.　患者理解に基づく適切な指導・教育ができる。
　４.　社会の要請に対応し、自己啓発と、生涯にわたって学び続ける姿勢を持つ。

学習力を高めるために、短い文を書いてもらいます

看護師へのロマンの結晶化：ナイチンゲールの誓い
　『看護学概論』

ナーシン・ググラフィカ　　　18巻看護学概論　【メディカ出版】　、　プリント配布

白石

白石

担当

白石

白石

白石

白石

幼年期の成長と看護ケア：ピアジェの発達段階
　『児童心理学』

思春期の成長と看護ケア：アニミズムと愛着
　『千と千尋』

学習方法（1）：疾病論の講義ノート
　『ドラゴン桜』

講義のなかで紹介します

授業への積極的な参加　３０％　　小テスト　３０％　　レポート　４０％

白石

白石

白石

白石

白石

白石

白石

白石

白石

白石　義郎

社会生活を行う上での価値観、習慣、看護と教育について考え、教育の理論、教育方法を学ぶ。

分野：基礎分野 科目：文化人類学 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
テキスト1章の
予習

2 講義
テキスト2章の
予習

3 講義
テキスト3章の
予習

4 講義
テキスト4章の
予習

5 講義
テキスト5章の
予習

6 講義
テキスト8章の
予習

7 講義
テキスト9章の
予習

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

授業内容

文化人類学とは
　比較文化とシンクレティズムについて

東アジアのシンクレティズム
　主要な宗教・思想の概観

身体観と死生観の比較文化
　儒教と仏教

儒教道徳における孝と家族・祖先観念

担当

尾堂

尾堂

尾堂

尾堂　修司　　　　　　　

衣食住の生活様式・儀礼・人間関係、宗教、生活形態を通して、世界の人々が培ってきた
それぞれの生活の伝承文化を学び、より深い人間理解に繋がる気づきを得る。

東アジアの文化を理解するために不可欠な儒教・仏教・道教の関係と歴史を概観し、そ
れぞれの身体観、死生観や生活倫理などの異同を再確認する。

尾堂

尾堂

尾堂

菊池　章太　儒教・仏教・道教　東アジアの思想空間　【講談社】

終講試験（毎回の小レポート、受講態度） 

道教
　現世利益を願う福禄寿や呪術信仰

仏教・神道の死生観・死後の世界観

東アジアのシンクレティズム
　儒教・仏教・道教の三つ巴

まとめ

尾堂

尾堂
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分野：基礎分野 科目：人間工学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

制御工学

2
講義
演習

3
講義
演習

4
講義
演習

5
講義
演習

6
講義
演習

中学理科

7
講義
演習

高校物理

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義
演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

山本耕之

現場で起こる事故の捉え方、研究から人間工学が始まり、その改善法を導き出すことになった。医療現場での看護
動作は、ヒトの運動特性を、人間工学的に解釈することで可能となることを学ぶ。それは体内の「テコ」の応用で、力
点には筋肉の力が働き、支点は関節である。この原理を看護師自身の動き、患者さんの最善な運動に大いに生か
せることを学ぶ。

１．人間工学の基礎的概念と看護学との関係性について説明できる。
２．看護動作はヒトの筋肉と骨格関節のテコの作用で起こること、動物のしなやかな動きの特性である事を理解でき
る。
３．しなやかな運動でなければ、患者さんと看護師に安全・安楽な介助法でないこと見出す基礎力を備えられる。

授業計画

授業内容 担当

人間工学のあらまし：歴史･源流
   ハード・ソフトウエアとは

山本

看護における創意と工夫とアイデアの創出
   報告、研究、改善の手法、KJ法の応用
　 医療制度、行政の方向と症例の乖離

山本

観察とフィードバック
   制御、をすると、うまくゆくの、システムという　考え方
   フィードバック、ヒトの反応の遅れ、フィードフォワード、習熟と
　 いうこと

負担軽減のための基礎力学②
   モーメント、テコ、滑車、野球バットのねじり合い
   八重さんの体位交換もモーメントの考えで楽に

負担軽減のための基礎力学④
   図式力学：連力図(ヒモの多角形)、非平衡多力の合成
   棚上のボタモチの支持力学

山本

看護に関わる五感とセンサーについて
　 センサーの種類、変換内容、圧力変換、血圧測定原理

山本

山本

ヒトの体の構造・特徴、看護動作・姿勢
   ヒトの運動と物体の静止、回転、直線運動
   筋骨格・筋骨密着が動物のしなやか運動特徴、テコの原理で
　 運動する

山本

看護動作理解のための物理、力学
   圧力、血圧測定原理、力学の基礎

山本

負担軽減のための基礎力学①
   図式力学の基礎、力はベクトル量、静止は力のバランス
   力の均(つ)り合い、３力のベクトル閉合、均り合い

山本

山本

負担軽減のための基礎力学③
   図式力学：平衡２力の合力、合成、分解均り合い関係
   テコ支点の支持力、３力、４力合成、平行多力の合力、重心

山本

ボディメカニクスとはなにか
   力=質量 x 加速度：静力学
   重心と支持基底面

山本

ボディメカニクスを理解するための実験
   質量 x 加速度-慣性力＝ゼロ：動力学
   運動と床反力、姿勢の力学、生体材料特性

山本

人-物-人の安全を考える
   支持基底面、看護の安全、事故・障害の防止　過誤、錯視、
   フールプルーフ、フェイルセーフ、リスク　　ハインリッヒの法則

山本

終講試験（筆記試験・演習状況・レポート）

中学理科「テコ」、高校物理の「力学」を読み直すこと

医療用電子機器のフィードバック　　ME 機器の安全の見方
バリヤフリー、ユニバーサルデザイン、社会的フィードバック、
ノーマライゼーション

山本

まとめ：人間工学の要点・復習、
   現場KJ法、制御、五感、ヒト筋骨格、力学（図式、静力学・動力
　 学）

山本

看護の環境と人間工学【サイオ出版】
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【  １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

2
講義
演習

3
講義
演習

4
講義
演習

5
講義
演習

6
講義
演習

7
講義
演習

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義
演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：基礎分野　　科目：情報科学

城戸

城戸幸一

情報化社会の進歩に伴い情報処理の基本的な考え方、情報処理システムの医療機関への
応用、医療、看護データ・ＩＣＴの処理について学ぶ。

１．医療従事者として情報科学やコンピューターに関する基礎知識を身につける。
２．情報処理の方法と結果を解釈する力をつけ、パソコンの活用、レポート作成に活かす。
３．ＩＣＴ活用における情報リテラシーを身につける。

授業計画

城戸

城戸

城戸

授業内容

Googleの活用
 アカウントの登録と設定についての学習
 ＩＣＴ活用における情報リテラシー

Exｃel③

Exｃel④

Power　point 基礎①

Power　point 基礎②

情報科学概論

Word　まとめ

城戸

城戸

城戸

Eｘｃｅｌ①

Exｃel②

　

終講試験（筆記試験・レポート）

情報の価値を理解し、適正かつ的確に利用する重要性について学びます。また、最低限の
情報処理として自ら考え実践できる、Word、Excelの使い方の基礎を学習します

Exｃel　まとめ

医療従事者のための情報リテラシー　【日経ＢＰ社】

城戸

担当

城戸

城戸

城戸

城戸

城戸

城戸

城戸

情報リテラシー
　コンピューター概論

Word①

word②

Word③

Word④

分野：基礎分野 科目：人間工学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

制御工学

2
講義
演習

3
講義
演習

4
講義
演習

5
講義
演習

6
講義
演習

中学理科

7
講義
演習

高校物理

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義
演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

山本耕之

現場で起こる事故の捉え方、研究から人間工学が始まり、その改善法を導き出すことになった。医療現場での看護
動作は、ヒトの運動特性を、人間工学的に解釈することで可能となることを学ぶ。それは体内の「テコ」の応用で、力
点には筋肉の力が働き、支点は関節である。この原理を看護師自身の動き、患者さんの最善な運動に大いに生か
せることを学ぶ。

１．人間工学の基礎的概念と看護学との関係性について説明できる。
２．看護動作はヒトの筋肉と骨格関節のテコの作用で起こること、動物のしなやかな動きの特性である事を理解でき
る。
３．しなやかな運動でなければ、患者さんと看護師に安全・安楽な介助法でないこと見出す基礎力を備えられる。

授業計画

授業内容 担当

人間工学のあらまし：歴史･源流
   ハード・ソフトウエアとは

山本

看護における創意と工夫とアイデアの創出
   報告、研究、改善の手法、KJ法の応用
　 医療制度、行政の方向と症例の乖離

山本

観察とフィードバック
   制御、をすると、うまくゆくの、システムという　考え方
   フィードバック、ヒトの反応の遅れ、フィードフォワード、習熟と
　 いうこと

負担軽減のための基礎力学②
   モーメント、テコ、滑車、野球バットのねじり合い
   八重さんの体位交換もモーメントの考えで楽に

負担軽減のための基礎力学④
   図式力学：連力図(ヒモの多角形)、非平衡多力の合成
   棚上のボタモチの支持力学

山本

看護に関わる五感とセンサーについて
　 センサーの種類、変換内容、圧力変換、血圧測定原理

山本

山本

ヒトの体の構造・特徴、看護動作・姿勢
   ヒトの運動と物体の静止、回転、直線運動
   筋骨格・筋骨密着が動物のしなやか運動特徴、テコの原理で
　 運動する

山本

看護動作理解のための物理、力学
   圧力、血圧測定原理、力学の基礎

山本

負担軽減のための基礎力学①
   図式力学の基礎、力はベクトル量、静止は力のバランス
   力の均(つ)り合い、３力のベクトル閉合、均り合い

山本

山本

負担軽減のための基礎力学③
   図式力学：平衡２力の合力、合成、分解均り合い関係
   テコ支点の支持力、３力、４力合成、平行多力の合力、重心

山本

ボディメカニクスとはなにか
   力=質量 x 加速度：静力学
   重心と支持基底面

山本

ボディメカニクスを理解するための実験
   質量 x 加速度-慣性力＝ゼロ：動力学
   運動と床反力、姿勢の力学、生体材料特性

山本

人-物-人の安全を考える
   支持基底面、看護の安全、事故・障害の防止　過誤、錯視、
   フールプルーフ、フェイルセーフ、リスク　　ハインリッヒの法則

山本

終講試験（筆記試験・演習状況・レポート）

中学理科「テコ」、高校物理の「力学」を読み直すこと

医療用電子機器のフィードバック　　ME 機器の安全の見方
バリヤフリー、ユニバーサルデザイン、社会的フィードバック、
ノーマライゼーション

山本

まとめ：人間工学の要点・復習、
   現場KJ法、制御、五感、ヒト筋骨格、力学（図式、静力学・動力
　 学）

山本

看護の環境と人間工学【サイオ出版】
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分野：基礎分野 科目：家族と社会学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義 人間って何だろう？

11 講義
子育ての問題点
とは何か？

12 講義 男と女とは？

13 講義 高齢化社会とは？

14 講義
私たちに何がで
きるのか？

15 講義 配布プリント再読

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

中西　吉則　

人間の社会的側面の基本的な概念を学修し、看護社会学的なものの見方・考え方を学ぶ。人間生
活の基礎的単位である家族が果たす社会における役割や機能について理解する。

１．社会学の基礎概念を理解する。
２．健康・病気と社会がどのようにかかわっているか理解する。
３．人間生活の基盤としての現代の家族および家族の人々の関係を理解する 。
４．社会の中で、家族を単位として援助することの意義を理解する。

授業計画

授業内容

社会学の基本①
　社会学的見方：社会が健康に及ぼす影響
　健康格差（所得・地域・雇用形態・家族構成）

社会学の基本③
　医療の歴史と生命科学

社会学の基本④
　患者と医療者との関係、その変化

担当

中西

中西

中西

中西

中西

中西

親と子と孫の絆（親子関係論）②
　子育て：母性と父性　親とこどもの社会病理
　【ドイツのクリスマス】

系統看護講座　基礎分野　家族論・家族関係論　【医学書院】
参考資料は開講時に随時紹介する

筆記試験・受講態度・レポートなどで総合的に評価する

幅広いものの見方を身につけてほしい

社会学の基本②
　医療社会学：健康と病気
　ストレスとチャレンジ：失敗学のすすめ

家族と社会①
　ジェンダー：労働と女性　　離婚と再婚

家族と社会②
 高齢者を取り巻く家族と社会　　死生学

家族支援のアプローチ

まとめ

資料を配布

社会学の基本⑤
　医療制度と医療職の変化と問題点

家族とは①
　住まいから見た家族：身近な家族の変容

家族とは②
　家族の基礎知識

夫と妻パートナーシップ（夫婦関係論）①
　配偶者選択　結婚の意味と変化

夫と妻パートナーシップ（夫婦関係論）②
　夫婦関係の現状と問題点

親と子と孫の絆（親子関係論）①
　親と子：出産、未開社会の生と死、赤ちゃん
  ポスト

中西

中西

中西

中西

中西

中西

中西

どんな家庭が幸
せですか？

中西

社会と健康・病気
とは、どのように
関係している
か？

医療職とそれを
取り巻く社会につ
いて考えてみる

あなたにとっての
の家族とは何
か？

中西
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分野：基礎分野 科目：心理学 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・
開講時期 1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

城戸　由香里

人間の心理に関する基礎的知識と人間尊重の基盤を学ぶ。また、その学修をもとに自己理解や
看護専門職への適応を促す内容とする。

１．人間の心理に関する基礎知識を修得する。
２．人間心理の諸側面について学修し、自己理解・他者理解を深める。

授業計画

授業内容

学習・記憶の心理学

発達の心理

社会・集団の心理

健康の心理と人間理解

臨床心理学の基礎と心理アセスメント

カウンセリングと心理療法

行動する人間理解

まとめ

担当

城戸

城戸

終講試験（筆記試験・レポート）

看護学生のための心理学　【医学書院】

城戸

城戸

城戸

城戸

城戸

城戸

ＤＶＤ　ビデオ　ＣＤは開講時に随時紹介する

分野：基礎分野 科目：家族と社会学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義 人間って何だろう？

11 講義
子育ての問題点
とは何か？

12 講義 男と女とは？

13 講義 高齢化社会とは？

14 講義
私たちに何がで
きるのか？

15 講義 配布プリント再読

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

中西　吉則　

人間の社会的側面の基本的な概念を学修し、看護社会学的なものの見方・考え方を学ぶ。人間生
活の基礎的単位である家族が果たす社会における役割や機能について理解する。

１．社会学の基礎概念を理解する。
２．健康・病気と社会がどのようにかかわっているか理解する。
３．人間生活の基盤としての現代の家族および家族の人々の関係を理解する 。
４．社会の中で、家族を単位として援助することの意義を理解する。

授業計画

授業内容

社会学の基本①
　社会学的見方：社会が健康に及ぼす影響
　健康格差（所得・地域・雇用形態・家族構成）

社会学の基本③
　医療の歴史と生命科学

社会学の基本④
　患者と医療者との関係、その変化

担当

中西

中西

中西

中西

中西

中西

親と子と孫の絆（親子関係論）②
　子育て：母性と父性　親とこどもの社会病理
　【ドイツのクリスマス】

系統看護講座　基礎分野　家族論・家族関係論　【医学書院】
参考資料は開講時に随時紹介する

筆記試験・受講態度・レポートなどで総合的に評価する

幅広いものの見方を身につけてほしい

社会学の基本②
　医療社会学：健康と病気
　ストレスとチャレンジ：失敗学のすすめ

家族と社会①
　ジェンダー：労働と女性　　離婚と再婚

家族と社会②
 高齢者を取り巻く家族と社会　　死生学

家族支援のアプローチ

まとめ

資料を配布

社会学の基本⑤
　医療制度と医療職の変化と問題点

家族とは①
　住まいから見た家族：身近な家族の変容

家族とは②
　家族の基礎知識

夫と妻パートナーシップ（夫婦関係論）①
　配偶者選択　結婚の意味と変化

夫と妻パートナーシップ（夫婦関係論）②
　夫婦関係の現状と問題点

親と子と孫の絆（親子関係論）①
　親と子：出産、未開社会の生と死、赤ちゃん
  ポスト

中西

中西

中西

中西

中西

中西

中西

どんな家庭が幸
せですか？

中西

社会と健康・病気
とは、どのように
関係している
か？

医療職とそれを
取り巻く社会につ
いて考えてみる

あなたにとっての
の家族とは何
か？

中西
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【   １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
年次・

開講時期
１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義・演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：基礎分野　　科目：人間関係論

授業計画

担当

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

看護における人間関係

保健医療チームの人間関係と多職種連携

患者を支える人間関係

地域をつくる人間関係

看護師を取り巻く人間関係

まとめ

対人援助技術を向上させるためには、知識の獲得だけでなく、ＩＣＴ活用も含めた実践練習も必要です
相手の状況に応じた適切な対人コミュニケーション能力を身につけるために、講義もアクティブラーニン
グ形式で実施します
授業で学んだことは日常生活においても実践し、対人能力を高める努力をしてください

終講試験（筆記試験（４０％）・課題レポート（６０％））

授業内で適宜紹介する

江藤

長谷川浩編『系統看護学講座　基礎分野　人間関係論　第３版』 【医学書院】
小栗かよ子・藤田覚『医療安全のための接遇・クレーム対応実践マニュアル』　【一般社団法人　日本看
護学校協議会 共済会】

人間関係を形成するコミュニケーション②

人間関係を形成するコミュニケーション③ 江藤

看護を含めた保健医療や社会福祉などの援助は、援助を必要とする人たちと、その任にあたる専門職
との間の密接な人間関係のうえに成り立っている。仕事を円滑に実践するために必要な対人能力向上
のための知識とスキルを身につける。

江藤　智佐子

江藤

１．看護実践において必要となる人間関係を理解する。
２．他者との円滑な人間関係形成方法を理解する。
３．人間関係とは何かを知り、適切な対人コミュニケーションの取り方について理解する。

授業内容

江藤

江藤

江藤

江藤

対人関係と役割

態度と対人行動

集団と個人

人間関係を形成するコミュニケーション①

コーチング①

コーチング②

アサーティブ‐コミュニケーション
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分野：基礎分野 科目：国際関係論 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
アンダーライン
の語句を調べ
ておくこと

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

古賀

資料配布

国際関係の理想
　勢力均衡というバランス

国際関係の現実
　政治的力と国際法の関係

授業内容

古賀

国際関係の軍事的展開
　国際的な経済原則に基づく国際社会と
　のかかわり

古賀

古賀

古賀

古賀

終講試験（筆記試験）

授業計画

テレビや新聞、ネットなどを通じて世界情勢に敏感になろう。

１．混沌とした国際社会にも一定の秩序と原則があることを理解する。
２．国際社会の現象と個人の利害がつながっていることを理解する。
３．私たちの国際社会の中で生きることの意味について理解する。

現在、国際社会のありのままの姿をみる。
国際社会を構成している国家や民族の姿をながめる。
日本と日本人の姿を国際社会の中で捉える。
私たちの進む方向性について考える。

古賀　幸久

国際関係論を学ぶ目的
　世界の無政府状態の中での安定性と不
　安定性について

 国際関係論　佐渡友 哲、信夫 隆司編　　【弘文堂】

国際関係における課題
　安全保障と戦争

国際関係における個人的取組と生き方
　地域の危機への国家と国際社会の関わり

国際関係と経済的展開
　民主主義と政治と経済

国際関係における国家的取組
　国際社会の多様性と共存

担当

古賀

古賀

【   １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
年次・

開講時期
１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義・演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：基礎分野　　科目：人間関係論

授業計画

担当

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

江藤

看護における人間関係

保健医療チームの人間関係と多職種連携

患者を支える人間関係

地域をつくる人間関係

看護師を取り巻く人間関係

まとめ

対人援助技術を向上させるためには、知識の獲得だけでなく、ＩＣＴ活用も含めた実践練習も必要です
相手の状況に応じた適切な対人コミュニケーション能力を身につけるために、講義もアクティブラーニン
グ形式で実施します
授業で学んだことは日常生活においても実践し、対人能力を高める努力をしてください

終講試験（筆記試験（４０％）・課題レポート（６０％））

授業内で適宜紹介する

江藤

長谷川浩編『系統看護学講座　基礎分野　人間関係論　第３版』 【医学書院】
小栗かよ子・藤田覚『医療安全のための接遇・クレーム対応実践マニュアル』　【一般社団法人　日本看
護学校協議会 共済会】

人間関係を形成するコミュニケーション②

人間関係を形成するコミュニケーション③ 江藤

看護を含めた保健医療や社会福祉などの援助は、援助を必要とする人たちと、その任にあたる専門職
との間の密接な人間関係のうえに成り立っている。仕事を円滑に実践するために必要な対人能力向上
のための知識とスキルを身につける。

江藤　智佐子

江藤

１．看護実践において必要となる人間関係を理解する。
２．他者との円滑な人間関係形成方法を理解する。
３．人間関係とは何かを知り、適切な対人コミュニケーションの取り方について理解する。

授業内容

江藤

江藤

江藤

江藤

対人関係と役割

態度と対人行動

集団と個人

人間関係を形成するコミュニケーション①

コーチング①

コーチング②

アサーティブ‐コミュニケーション
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【   １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

2
講義
演習

3
講義
演習

4
講義
演習

5
講義
演習

6
講義
演習

7
講義
演習

8
講義
演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

カウンセリングの方法③
　実存主義的カウンセリング
　折衷的カウンセリング

カウンセリングの方法④
　行動主義的カウンセリング
　認知論的カウンセリング

カウンセリングの方法⑥
　家族療法

まとめ　　

悩みを相談
する相手に
一番求めるこ
とを考えてく
る

分野：基礎分野　　科目：カウンセリング論

授業で学んだことについての理解度を見るために各授業の最後に小テストを実施する

話し方・話の聴き方、患者に接するときの表情や態度が、患者の気持ちに影響することを理
解する。
カウンセリングについての知見や理論、技法を学ぶ。

１．カウンセリングに関する理論と実践について理解する。
２．コミュニケーションやカウンセリングに関するスキルを身につける。

松田　輝美

カウンセリングの意義
 看護職に求められるカウンセリング

山蔦圭輔　『基礎から学ぶカウンセリングの理論』　　【産業能率大学出版部】
系統看護学講座　基礎分野　人間関係論　【医学書院】
小林司・桜井俊子　『看護・介護のための心をかよわせる技術』　【新曜社】
伊藤まゆみ　『看護に活かすカウンセリングⅠ』　【ナカニシヤ出版】

カウンセリングの方法⑤
　グループカウンセリング グループカウ

ンセリングの
利点を考えて
くる

授業計画

プリント配布

終講試験（小テスト50％、レポート50％）

カウンセリングの方法①
　危機介入・臨床的カウンセリング

カウンセリングの方法②
　精神分析的カウンセリング

授業内容

松田

松田

松田

松田

担当

松田

松田

松田

松田
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【   １単位 ： 15時間 授業回数 ： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 場所

1 講義 教室

2 実技 体育館

3 実技 体育館

4 実技 教室

5 実技 河川敷公園

6 実技 体育館

7 実技 教室

8 講義・試験 体育館

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

永山

技術的な優劣よりも運動への積極的な態度や他者への協力姿勢など総合的に評価する

授業態度について：
　積極的に活動する（準備　片付けも含めて）　スマホなどは必要時以外触らない
服装について：
　特に指定はしないが、運動のできるものを着用する（ジャージやスウェットなど）
　ズボンの裾は長すぎないように注意する（見た目の問題だけでなく、安全上の理由から）
　体育館利用時は、室内用シューズを準備する
　必要に応じて防寒用のウェアや各種ウォーマーを準備する
　　※屋外で活動する際には別途指示します
安全管理について：
　金属系の指輪、ピアスは外し、バックの中にしまう（ポケットには入れない）
　ネックレス等は服の中に隠れるものは可、それ以外は外す
　髪が長く、運動の妨げになる場合は結ぶ
　人と接触したりボールや道具を使用したりする場合があるので、爪は伸ばしすぎない
　ポケットに手を入れたまま動かない
　自己の体調管理に努める
　必要に応じて水分補給用の飲み物や着替え・タオルを準備する
　貴重品の管理の徹底（紛失に際して責任を負いません）

ＤＶＤ　ビデオ　ＣＤ　　は開講時に随時紹介する　　

体力測定

レクリエーション（体験）

健康づくりのためのジョギング指導

レクリエーション（グループワーク）

ニュースポーツ（ペタンク・キンボール等）

ニュースポーツ（グランドゴルフ）

永山

永山

分野：基礎分野 　　科目：スポーツレクレーション

永山

永山

永山

技術的な向上よりも、生涯スポーツへと結びつけ自主的に運動することを心がけてもらえるような種目
のスポーツを行う。疾病予防や介護予防に活かすことのできるスポーツレクレーションの実技を体験す
る。

１．最低限必要な体力を養うことや、運動習慣を身につけることの重要性を理解する。
２．スポーツを通して交友関係を深め、心身ともに健康な学生生活を送る。

担当

永山

永山

永山　寛

レクリエーション

授業計画

授業内容

ガイダンス

【   １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

2
講義
演習

3
講義
演習

4
講義
演習

5
講義
演習

6
講義
演習

7
講義
演習

8
講義
演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

カウンセリングの方法③
　実存主義的カウンセリング
　折衷的カウンセリング

カウンセリングの方法④
　行動主義的カウンセリング
　認知論的カウンセリング

カウンセリングの方法⑥
　家族療法

まとめ　　

悩みを相談
する相手に
一番求めるこ
とを考えてく
る

分野：基礎分野　　科目：カウンセリング論

授業で学んだことについての理解度を見るために各授業の最後に小テストを実施する

話し方・話の聴き方、患者に接するときの表情や態度が、患者の気持ちに影響することを理
解する。
カウンセリングについての知見や理論、技法を学ぶ。

１．カウンセリングに関する理論と実践について理解する。
２．コミュニケーションやカウンセリングに関するスキルを身につける。

松田　輝美

カウンセリングの意義
 看護職に求められるカウンセリング

山蔦圭輔　『基礎から学ぶカウンセリングの理論』　　【産業能率大学出版部】
系統看護学講座　基礎分野　人間関係論　【医学書院】
小林司・桜井俊子　『看護・介護のための心をかよわせる技術』　【新曜社】
伊藤まゆみ　『看護に活かすカウンセリングⅠ』　【ナカニシヤ出版】

カウンセリングの方法⑤
　グループカウンセリング グループカウ

ンセリングの
利点を考えて
くる

授業計画

プリント配布

終講試験（小テスト50％、レポート50％）

カウンセリングの方法①
　危機介入・臨床的カウンセリング

カウンセリングの方法②
　精神分析的カウンセリング

授業内容

松田

松田

松田

松田

担当

松田

松田

松田

松田
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分野：基礎分野 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義 単語の予習

3
講義
演習

単語の予習

4
講義
演習

単語の予習

5
講義
演習

6
講義
演習

7
講義
演習

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

沈　震

沈　震

初級中国語教室　　詳解文法と作文のクラス　　【白帝社】
初級テキスト　中国語の教室　　　【白帝社】
語順から学ぶ　中国語　　【白帝社】
他    ＣＤ　　参考書は開講時に随時紹介する

終講試験（筆記試験・ レポート）

初級テキスト　日中いぶこみ広場　【朝日出版社】

テキストを読
み、挨拶の
練習をしてく

る

沈　震

沈　震

科目：中国語

沈　震

沈　震

沈　震

沈　震

沈　震

中国の社会・文化・医療を知るとともに、初歩的な読解力と簡単な会話が理解できる能力を身
につける。

１．中国語で意志伝達をする際に最低限必要な文法を修得する。
２．臨床場面で有用な語彙を学び、同時に意志疎通に本当に必要なことは何かを考える。

担当

授業計画

授業内容

中国文化の理解
 オリエンテーション
 中国文化と学習の動機について考える

発音紹介　母音・子音について
声調の発音方法について

日常の会話①
 挨拶　数字の読み方

日常の会話②　　挨拶
読解の初歩①　動詞・名前の言い方
 単語、ポイントの学習
 朗読練習　　ドリル

読解の初歩②　助詞・疑問詞
時間の言い方
 単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
 朗読練習　　ドリル

読解の初歩③　副詞
単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
朗読練習　　ドリル

読解の初歩④（第５課）
 単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
 朗読練習　　ドリル

読解の初歩⑤
 単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
 朗読練習　　ドリル
 まとめ
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【   １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

2
講義
演習

1回目の講義
内容

3
講義
演習

2回目の講義
内容

4
講義
演習

3回目の講義
内容

5
講義
演習

4回目の講義
内容

6
講義
演習

5回目の講義
内容

7
講義
演習

6回目の講義
内容

8
講義
演習

全ての講義
内容

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

2回目～7回目のミニテスト（平常点）および終講試験

看護師としての英会話を学修しスキルアップを目指しましょう

資料配布（紙のフォーマットはB4もしくはB5サイズ）

満平　学

看護に必要な英語の基礎を修得し、国際人として対応できる素地を養う。

１．日本語を介さず英単語をイメージして修得し、多くの単語を定着する。
２．スピーキング能力、リスニング能力、患者の方々に適切に対応できるようにする。
３．英語学習は実は楽しいと認識し、全ての講義の終了後でも個々で自主学修をする。

満平

満平

満平

満平

満平

授業内容

看護英会話の必要性について

表現法①　基本的な挨拶

英単語①　体の部位（頭～上半身)

表現法②　相手の会話が分からない場合や
　　　　　　　困難な時の表現

英単語②　体の部位（下半身）並びに臓器

表現法③　英会話を通しお互いの事を知り
　　　　　　  合う会話表現

担当

満平

満平

満平

分野：基礎分野　　科目：英会話

授業計画

英単語③　専門医や担当医、風邪の症状

表現法④　初診の患者に対応するするため
               の表現

英単語④　内科、外科の問診のための基本

表現法⑤　患者とのコミュニケーションを円
               滑にするための表現

英単語⑤　専門的な病名並びに医療検査

表現法⑥　患者との日常会話で使用する
               表現

英単語⑥　薬の名称や種類

表現法⑦　薬の飲み方の説明

まとめ

分野：基礎分野 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義 単語の予習

3
講義
演習

単語の予習

4
講義
演習

単語の予習

5
講義
演習

6
講義
演習

7
講義
演習

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

沈　震

沈　震

初級中国語教室　　詳解文法と作文のクラス　　【白帝社】
初級テキスト　中国語の教室　　　【白帝社】
語順から学ぶ　中国語　　【白帝社】
他    ＣＤ　　参考書は開講時に随時紹介する

終講試験（筆記試験・ レポート）

初級テキスト　日中いぶこみ広場　【朝日出版社】

テキストを読
み、挨拶の
練習をしてく

る

沈　震

沈　震

科目：中国語

沈　震

沈　震

沈　震

沈　震

沈　震

中国の社会・文化・医療を知るとともに、初歩的な読解力と簡単な会話が理解できる能力を身
につける。

１．中国語で意志伝達をする際に最低限必要な文法を修得する。
２．臨床場面で有用な語彙を学び、同時に意志疎通に本当に必要なことは何かを考える。

担当

授業計画

授業内容

中国文化の理解
 オリエンテーション
 中国文化と学習の動機について考える

発音紹介　母音・子音について
声調の発音方法について

日常の会話①
 挨拶　数字の読み方

日常の会話②　　挨拶
読解の初歩①　動詞・名前の言い方
 単語、ポイントの学習
 朗読練習　　ドリル

読解の初歩②　助詞・疑問詞
時間の言い方
 単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
 朗読練習　　ドリル

読解の初歩③　副詞
単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
朗読練習　　ドリル

読解の初歩④（第５課）
 単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
 朗読練習　　ドリル

読解の初歩⑤
 単語、ポイントの学習　　　医療用語学習
 朗読練習　　ドリル
 まとめ
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【   １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

単語の予習

2
講義
演習

単語の予習

3
講義
演習

単語の予習

4
講義
演習

単語の予習

5
講義
演習

単語の予習

6
講義
演習

単語の予習

7
講義
演習

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

入院に関するコミュニケーション②
　病院の中の備品を英語で表す

神代　良子

現代社会のグローバル化した国際感覚を身に付け、職業の中で活用できる能力を修得す
る。

1．医療・看護に関する英語の知識を修得する。
2．医療・看護を実施するうえでの実践的な英会話を修得する。

授業計画

授業内容

ナースの仕事を英語で表現
体の名称

看護場面での基本的なコミュニケーション①
　患者の名前、電話番号を聞き取る
　聞き返し、尋ねるときの英語表現

看護場面での基本的なコミュニケーション②
　スタッフの紹介、自己紹介

看護場面での基本的なコミュニケーション③
　診療科をPuzzleを使って英語にする
  患者の基本情報を聞き取り、カードに記入

外来場面でのコミュニケーション①
　診療手続き、症状を尋ねる　測定単位

外来場面でのコミュニケーション②
　診療手続き、症状
　症状の表し方
　ナースと患者の会話並べ替え

外来場面でのコミュニケーション③
　看護師と患者の会話を聞き取る
　診療申込書に英語で書かれた患者の情報を
  聞きこむ

入院に関するコミュニケーション①
　場所、時間、備品の説明

神代

神代

英語文献　　ＣＤ　　参考書は開講時に随時紹介する

終講試験（筆記試験・課題プリント）

医療・看護の分野において英語の必要性は高まっています
積極的に興味をもって取り組んでいきましょう

入院に関するコミュニケーション③
　Bingo Game　病院の備品を英語で表現
　病名リスト作成

入院に関するコミュニケーション⑤
　病歴の聴取
　これまでの経験を英語で尋ねる
入院に関するコミュニケーション⑥
　検査の指示、表現：検査に用いる用語
　体内器官
入院に関するコミュニケーション⑦
　体内器官をVisualでとらえ、英語表現
　患者の心配事への対応

まとめ
　各国の文化や宗教
　医療行為とイラスト

クリスティーンのレベルアップ看護英会話　　　【医学書院】

入院に関するコミュニケーション④
　病名の英語クロスワードパズル
　病歴の聴取、英語の情報を用紙に書き込む

神代

神代

神代

神代

神代

場面に合わ
せた例文を
考えてくる

担当

神代

神代

神代

分野：基礎分野 　　科目：医療英語

神代

神代

神代

神代

神代



 
 

専門基礎分野 

【   １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

単語の予習

2
講義
演習

単語の予習

3
講義
演習

単語の予習

4
講義
演習

単語の予習

5
講義
演習

単語の予習

6
講義
演習

単語の予習

7
講義
演習

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

入院に関するコミュニケーション②
　病院の中の備品を英語で表す

神代　良子

現代社会のグローバル化した国際感覚を身に付け、職業の中で活用できる能力を修得す
る。

1．医療・看護に関する英語の知識を修得する。
2．医療・看護を実施するうえでの実践的な英会話を修得する。

授業計画

授業内容

ナースの仕事を英語で表現
体の名称

看護場面での基本的なコミュニケーション①
　患者の名前、電話番号を聞き取る
　聞き返し、尋ねるときの英語表現

看護場面での基本的なコミュニケーション②
　スタッフの紹介、自己紹介

看護場面での基本的なコミュニケーション③
　診療科をPuzzleを使って英語にする
  患者の基本情報を聞き取り、カードに記入

外来場面でのコミュニケーション①
　診療手続き、症状を尋ねる　測定単位

外来場面でのコミュニケーション②
　診療手続き、症状
　症状の表し方
　ナースと患者の会話並べ替え

外来場面でのコミュニケーション③
　看護師と患者の会話を聞き取る
　診療申込書に英語で書かれた患者の情報を
  聞きこむ

入院に関するコミュニケーション①
　場所、時間、備品の説明

神代

神代

英語文献　　ＣＤ　　参考書は開講時に随時紹介する

終講試験（筆記試験・課題プリント）

医療・看護の分野において英語の必要性は高まっています
積極的に興味をもって取り組んでいきましょう

入院に関するコミュニケーション③
　Bingo Game　病院の備品を英語で表現
　病名リスト作成

入院に関するコミュニケーション⑤
　病歴の聴取
　これまでの経験を英語で尋ねる
入院に関するコミュニケーション⑥
　検査の指示、表現：検査に用いる用語
　体内器官
入院に関するコミュニケーション⑦
　体内器官をVisualでとらえ、英語表現
　患者の心配事への対応

まとめ
　各国の文化や宗教
　医療行為とイラスト

クリスティーンのレベルアップ看護英会話　　　【医学書院】

入院に関するコミュニケーション④
　病名の英語クロスワードパズル
　病歴の聴取、英語の情報を用紙に書き込む

神代

神代

神代

神代

神代

場面に合わ
せた例文を
考えてくる

担当

神代

神代

神代

分野：基礎分野 　　科目：医療英語

神代

神代

神代

神代

神代
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担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4
講義

5 呼吸器系 講義

6 循環器系１ 講義

7 循環器系２ 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ
解剖生理学は全ての科目の基礎となる重要な科目である
自ら興味を持って積極的に学ぶ姿勢を身につけてほしい

ナーシング・グラフィカ　人体の構造と機能①  解剖生理学　　　   【メディカ出版】

系統看護学講座　　解剖生理学　人体の構造と機能①　　　　　　　【医学書院】

終講試験（筆記試験）

消化器系２

感覚系
　感覚の特徴
　視覚　聴覚と平衡覚　科学的感覚

神経系２
　末梢神経系
　生体のリズム

内分泌系
　ホルモン　甲状腺　上皮小体

木戸田

木戸田

木戸田

木戸田

木戸田

木戸田

泌尿器系

生殖器系

担当

木戸田

木戸田

】  【１単位： 30時間  授業回数： 15回

木戸田

木戸田

木戸田

木戸田

木戸田

木戸田

木戸田

分野：専門基礎分野 科目：解剖生理学Ⅰ

授業計画

授業内容

解剖生理学のための基礎知識１

解剖生理学のための基礎知識２
　皮膚

身体の支持と運動（骨学）

身体の支持と運動（筋学）

消化器系１

木戸田　朋子

人体の正常な構造を正確に理解する。
人体の構造を学び、看護に必要な健康や疾病、障害に関する観察力、洞察力を養う。

１．人体の構造について学ぶ。
２．各器官の名称、構造、しくみ等について理解する。

教科書対応
部分を読ん
でおく

神経系１
　神経系の分類　神経組織の構造と機能
　中枢神経

（総論、消化器、呼吸器、血液・造血、循環器）
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担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13
生殖器①
　男性生殖器

講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

系統看護学講座　専門基礎分野　解剖生理学　　　　　 　　　　　　　【医学書院】

免疫系①
　免疫系のおおまかなしくみ
　獲得免疫系のしくみ①

終講試験（筆記試験）

】       【   １単位： 30時間 授業回数：

消化器系②
　排泄
　消化器系の成長と老化

人体の正常な構造とはたらきを正確に理解することで疾病・障害の成り立ちが理解できる。
解剖生理学Ⅰに引き続き、より発展的、生理学的知識を深める。

能間

担当

神経系①
　神経組織の構造と機能

消化器系①
　吸収

15回

まとめ

解剖生理学は全ての科目の基礎となる重要な科目である
自ら興味をもって積極的に学ぶ姿勢を身につけてほしい

免疫系②
　獲得免疫系のしくみ②

ナーシング・グラフィカ　　人体の構造と機能　①解剖生理学　　　   【MCメディカ出版】

能間

能間

能間

能間

能間

能間

教科書対応部
分を読んでおく

能間

太田

太田

平嶋

平嶋

神経系②
　中枢神経系　　末梢神経系

能間

科目：解剖生理学Ⅱ
(腎・泌尿器、内分泌・代謝、運動器）

分野：専門基礎分野

能間

太田　啓介        平嶋　伸悟
力丸　由起子　　能間　国光

授業計画

免疫系③
　自然免疫系のしくみと獲得免疫系との関連

感覚系
　感覚の特徴　　体性感覚　　内蔵感覚
　感覚系の成長と老化

１．人体構造の基本をより発展的に学ぶ
２．身体表面、皮膚、血管、筋、骨について詳しく学ぶ
３．血液成分、呼吸、循環、消化、吸収、排泄のメカニズムを理解する

授業内容

看護の土台となる解剖生理学
　ホメオスタシス
　フィードバック機構

血液②
　血液型と輸血　　血液の発生

皮膚と膜
　体熱産生と体温
血液①
　血液の機能と成分　　血球とその機能

免疫系④
　免疫系と感染症
　アレルギーと自己免疫疾患

生殖器②
　女性生殖器

力丸
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担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10
内分泌系②
　甲状腺　上皮小体
　膵臓

講義

11
内分泌系③
　副腎　性腺

講義

12 講義

13 講義

14
運動器系②
　骨格系各論

講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

系統看護学講座　　解剖生理学　人体の構造と機能①　　　　　　　【医学書院】

授業計画

循環器系①
　心臓　　血管と循環

泌尿器系②
　排尿の生理
　泌尿器系の成長と老化

担当

嵯峨

嵯峨

嵯峨

嵯峨

嵯峨

嵯峨

能間

授業内容

循環器系③
　リンパ系

１～６
まとめ

泌尿器系①
　腎臓　尿管　膀胱　尿道

呼吸器系①
　呼吸器系の構造と機能
　呼吸のプロセス

循環器系②
　血管と循環　血管の成長と老化

呼吸器系②
　呼吸の調節
　呼吸器系の成長と老化

嵯峨　堅　　　能間　国光

人体の正常な構造とはたらきを正確に理解することで疾病•障害の成り立ちが理解できる。
呼吸器系、循環器系、泌尿器系、内分泌系、運動器系の構造とはたらきを専門的に学び、看護に
必要な健康や疾病•障害に関する観察力、洞察力を養う。

１．呼吸器、循環器、泌尿器、内分泌の構造と機能を学びヒトの恒常性の維持について理解する。
２．運動器の仕組みを理解する。
３．解剖生理全般を統合的に理解する。

教科書対応部
分を読んでおく内分泌系①

　内分泌系とホルモン
　脳にあるホルモン分泌器官

       【   １単位：30時間 授業回数： 15回 】分野：専門基礎分野 科目：解剖生理学Ⅲ
(脳・神経、感覚器、女性生殖器）

能間

能間

解剖生理学は全ての科目の基礎となる重要な科目である
自ら興味をもって積極的に学ぶ姿勢を身につけてほしい

ナーシング・グラフィカ　　人体の構造と機能①    解剖生理学　　　   【メディカ出版】

能間

能間

能間

能間

能間

能間

運動器系③
　筋系
まとめ

運動器系①
　骨格系総論

内分泌系④
　古典的内分泌器官以外のホルモン分泌器
官
　内分泌系の成長と老化

終講試験（筆記試験、小テスト）

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13
生殖器①
　男性生殖器

講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

系統看護学講座　専門基礎分野　解剖生理学　　　　　 　　　　　　　【医学書院】

免疫系①
　免疫系のおおまかなしくみ
　獲得免疫系のしくみ①

終講試験（筆記試験）

】       【   １単位： 30時間 授業回数：

消化器系②
　排泄
　消化器系の成長と老化

人体の正常な構造とはたらきを正確に理解することで疾病・障害の成り立ちが理解できる。
解剖生理学Ⅰに引き続き、より発展的、生理学的知識を深める。

能間

担当

神経系①
　神経組織の構造と機能

消化器系①
　吸収

15回

まとめ

解剖生理学は全ての科目の基礎となる重要な科目である
自ら興味をもって積極的に学ぶ姿勢を身につけてほしい

免疫系②
　獲得免疫系のしくみ②

ナーシング・グラフィカ　　人体の構造と機能　①解剖生理学　　　   【MCメディカ出版】

能間

能間

能間

能間

能間

能間

教科書対応部
分を読んでおく

能間

太田

太田

平嶋

平嶋

神経系②
　中枢神経系　　末梢神経系

能間

科目：解剖生理学Ⅱ
(腎・泌尿器、内分泌・代謝、運動器）

分野：専門基礎分野

能間

太田　啓介        平嶋　伸悟
力丸　由起子　　能間　国光

授業計画

免疫系③
　自然免疫系のしくみと獲得免疫系との関連

感覚系
　感覚の特徴　　体性感覚　　内蔵感覚
　感覚系の成長と老化

１．人体構造の基本をより発展的に学ぶ
２．身体表面、皮膚、血管、筋、骨について詳しく学ぶ
３．血液成分、呼吸、循環、消化、吸収、排泄のメカニズムを理解する

授業内容

看護の土台となる解剖生理学
　ホメオスタシス
　フィードバック機構

血液②
　血液型と輸血　　血液の発生

皮膚と膜
　体熱産生と体温
血液①
　血液の機能と成分　　血球とその機能

免疫系④
　免疫系と感染症
　アレルギーと自己免疫疾患

生殖器②
　女性生殖器

力丸
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　　　科目：生化学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
　杉島　正一
　塚口　舞

年次・
開講時期

1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
教科書2章1,2
を音読

2 講義
教科書2章3,4
を音読

3 講義
教科書2章4,5
を音読

4 講義
教科書2章6を
音読

5 講義
教科書3章を
音読

6 講義
教科書1章を
音読

7 講義
教科書4-1章1
～4を音読

8 講義
教科書4-1章
5,6と4-2章1～
3を音読

9 講義
教科書4-2章4
～10を音読

10 講義
教科書4-3章
を音読

11 講義
教科書4-4章
を音読

12 講義
教科書5章を
音読

13 講義
教科書7章を
音読

14 講義
教科書6章1～
3を音読

15 講義
教科書6章4～
6を音読

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門基礎分野

佐藤　秀明
原田　二朗

化学の基礎知識をもとに生体の恒常性を保ち、生命が成り立っている仕組みを理解し、健
康や疾病に関する観察力を養う。

１．化学の基礎を理解し、生体の生命維持、活動に必要な生体物質の構造と機能を
　　説明できる。
２．栄養素の消化・吸収と代謝について説明できる。
３．代謝異常による疾病について説明できる。
４．遺伝情報とその発現、遺伝子異常による疾病について説明できる。

授業計画

授業内容

細胞
生体物質の構造と性質（1）：糖質

生体物質の構造と性質（2）：
　　　脂質、アミノ酸

生体物質の構造と性質（3）：
　　　タンパク質、核酸とヌクレオチド

生体物質の構造と性質（4）：ビタミン

酵素

糖質代謝（2）
脂質代謝（1）

脂質代謝（2）

代謝総論

担当

杉島

杉島

終講試験（筆記試験・小テスト・演習問題・レポート）

講義には筆記用具を持参すること

エネルギー代謝の統合と制御

先天性代謝異常

遺伝情報（1）

遺伝情報（2）

ナーシング・グラフィカ　臨床生化学【メディカ出版】

塚口

杉島

杉島

原田

塚口

杉島

佐藤

原田

原田

核酸・ヌクレオチドの代謝

佐藤

佐藤

佐藤

タンパク質とアミノ酸の代謝

糖質代謝（1）

原田
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科目：栄養学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ライフステージ別栄養②
成人期・妊娠期・授乳期

ライフステージ別栄養③
高齢期

担当

平山

臨床栄養学の基礎②
その他の栄養素

栄養アセスメント

エネルギー代謝

食品成分と食事摂取基準

ライフステージ別栄養①
乳児期～青年期

ナーシング・グラフィカ　疾病の成り立ちと回復の促進④　臨床栄養学　【メディカ出版】
糖尿病食事療法のための食品交換表【日本糖尿病協会・文光堂】

系統看護学講座　別巻　栄養食事療法【医学書院】
系統看護学講座　専門基礎分野　栄養学【医学書院】

終講試験（筆記試験、演習レポート）

予習・復習をしっかり行いましょう

疾患別栄養食事療法①
消化器疾患

疾患別栄養食事療法②
内分泌・代謝疾患

疾患別栄養食事療法③
循環器疾患
腎疾患

場面別栄養管理
嚥下障害・周術期・がん

栄養食事指導の実際

まとめ

作間

作間

作間

平山

平山

平山

分野：専門基礎分野

作間

作間

平山

平山

平山

平山

作間

作間

療養生活と栄養

　平山　貴恵　　　 作間　理恵子

人間にとっての栄養について理解し、健康を維持できない状態の対象に生活全般からの保
健指導、栄養指導の必要性を考えることができる。

１．適切な栄養摂取、栄養素のバランス、栄養素の過不足などによる身体変化について
　　アセスメントできる。
２．病院食の特徴について説明できる。
３．ライフステージにおける栄養と栄養食事療法について学ぶ。
４．栄養食事療法におけるチーム医療の実際が理解できる。

授業計画

授業内容

臨床栄養学の基礎①
3大栄養素

　　　科目：生化学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
　杉島　正一
　塚口　舞

年次・
開講時期

1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
教科書2章1,2
を音読

2 講義
教科書2章3,4
を音読

3 講義
教科書2章4,5
を音読

4 講義
教科書2章6を
音読

5 講義
教科書3章を
音読

6 講義
教科書1章を
音読

7 講義
教科書4-1章1
～4を音読

8 講義
教科書4-1章
5,6と4-2章1～
3を音読

9 講義
教科書4-2章4
～10を音読

10 講義
教科書4-3章
を音読

11 講義
教科書4-4章
を音読

12 講義
教科書5章を
音読

13 講義
教科書7章を
音読

14 講義
教科書6章1～
3を音読

15 講義
教科書6章4～
6を音読

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門基礎分野

佐藤　秀明
原田　二朗

化学の基礎知識をもとに生体の恒常性を保ち、生命が成り立っている仕組みを理解し、健
康や疾病に関する観察力を養う。

１．化学の基礎を理解し、生体の生命維持、活動に必要な生体物質の構造と機能を
　　説明できる。
２．栄養素の消化・吸収と代謝について説明できる。
３．代謝異常による疾病について説明できる。
４．遺伝情報とその発現、遺伝子異常による疾病について説明できる。

授業計画

授業内容

細胞
生体物質の構造と性質（1）：糖質

生体物質の構造と性質（2）：
　　　脂質、アミノ酸

生体物質の構造と性質（3）：
　　　タンパク質、核酸とヌクレオチド

生体物質の構造と性質（4）：ビタミン

酵素

糖質代謝（2）
脂質代謝（1）

脂質代謝（2）

代謝総論

担当

杉島

杉島

終講試験（筆記試験・小テスト・演習問題・レポート）

講義には筆記用具を持参すること

エネルギー代謝の統合と制御

先天性代謝異常

遺伝情報（1）

遺伝情報（2）

ナーシング・グラフィカ　臨床生化学【メディカ出版】

塚口

杉島

杉島

原田

塚口

杉島

佐藤

原田

原田

核酸・ヌクレオチドの代謝

佐藤

佐藤

佐藤

タンパク質とアミノ酸の代謝

糖質代謝（1）

原田
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         【  １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

西田

西田

西田

西田

授業計画

西田

西田

西田

担当

西田

代謝異常

分野：専門基礎分野　　科目：病理学

ナーシング・グラフィカ　疾病の成り立ちと回復の促進①　病態生理学【メディカ出版】
ナーシング・サプリ　改訂2版　イメージできる病態生理学【メディカ出版】

系統看護学講座　専門基礎分野　解剖生理学【医学書院】
系統看護学講座　専門基礎分野　病理学【医学書院】

終講試験（筆記試験、レポート）

西田 直代

健康から疾病に至る生体に共通する病理的変化や発生機序、プロセスについて学ぶ。

１．生体のシステムと病気、生命現象を理解する。

授業内容

体液の異常

血行障害

炎症と修復

免疫および免疫疾患
感染

変性・壊死・萎縮・老化

腫瘍と過形成

先天異常
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分野：専門基礎分野  【  1単位： 15時間 授業回数： 8回 　】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ナーシング・グラフィカ　 　　 健康の回復と看護①呼吸機能障害/循環機能障害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX　　疾患と看護　①呼吸器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【MCメディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　　人体の構造と機能　①解剖生理学
                                    疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学
                                                                                        【MCメディカ出版】

終講試験(筆記試験）

担当

宮川

宮川

宮川

宮川

宮川

宮川

授業計画

授業内容

 科目　：　疾病論Ⅰ
　　　　　 （呼吸器)

呼吸・循環のしくみ
酸素を取り込む機能とその障害①
　酸素を取り込む機能とその障害
　換気障害

酸素を取り込む機能とその障害②
　拡散障害
　肺循環障害

酸素を取り込む機能とその障害③
　呼吸器系におけるその他の障害
　　胸部外傷
　　呼吸器感染症
　　睡眠時無呼吸症候群

看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与え
る苦痛・障害とその回復過程について学ぶ。
呼吸器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解し看護過程の展開
に役立てる。

１．呼吸器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。

酸塩基平衡を保つ機能とその障害①

酸塩基平衡を保つ機能とその障害②

症候と疾患の関係
　咳嗽・喀痰・喀血
　呼吸困難・胸痛

特別な配慮を要する呼吸機能の検査
　気管支鏡検査、胸腔穿刺検査、肺生
検

まとめ

宮川

宮川

　宮川　洋介
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分野：専門基礎分野  【  １単位： 30時間 授業回数： 15回 　】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ナーシング・グラフィカ　　　健康の回復と看護①呼吸機能障害/循環機能障害
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康の回復と看護③造血機能障害/免疫機能障害
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護　①呼吸器
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾患と看護　②循環器
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾患と看護　④血液/アレルギー・膠原病/感染症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【MCメディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　　　人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学

終講試験(筆記試験）

血液細胞のもつ諸機能の障害②

末松血液細胞のもつ諸機能の障害③

古賀（久）

古賀（久）

折田

折田

古賀（久）

古賀（久）

古賀（久）授業計画

授業内容

刺激伝導系の障害①

刺激伝導系の障害②
　循環機能障害の治療

血液細胞のもつ諸機能の障害①

症候と疾患の関係
　胸痛、チアノーゼ、ショック

冠血流障害（虚血性心疾患）

ポンプ機能障害①
　心筋障害

ポンプ機能障害②
　弁機能障害

ポンプ機能障害③
　心臓の形態異常

肺動脈圧の上昇
末梢性の循環障害
　血管の障害（血管障害）

末梢性の循環障害
　ショック

心臓の異常
　心膜炎

末松

末松

特別な配慮を要する循環機能の検査
　心臓カテーテル
　心血管造影
循環機能障害の治療

古賀（久）

 科目：疾病論Ⅱ
 （循環器、血液・造血器）

看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与える
苦痛・障害とその回復過程について学ぶ。
循環器疾患、血液・造血器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解し
看護過程の展開に役立てる。

１．循環器疾患、血液・造血器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理
解する。

川﨑

酸素を送り出す機能とその障害
　循環機能とその障害

川﨑　友裕　　　 　古賀　久士
折田　義也　　　　 古賀　清和
末松　栄一

担当

川﨑

古賀（清）

川﨑
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分野：専門基礎分野 【  １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法
学生へのメッセージ

中村　弘毅　　　髙尾　貴史
池添　清彦 　　　岩谷　龍治
德田　雄治

岩谷

腎臓の疾患と看護②
　原発性糸球体腎炎
　高血圧および腎血管障害

岩谷

泌尿器疾患と看護②
　尿路・男性生殖器の腫瘍性疾患
　男性生殖器疾患
　その他の尿路疾患

ナーシング・グラフィカ
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑥内部環境調節機能障害/性・生殖機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護③消化器
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾患と看護⑧腎/泌尿器/内分泌・代謝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【MCメディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　　　人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学

終講試験(筆記試験）

德田

德田

担当

消化器の疾患と看護①
　食道の疾患

消化器の疾患と看護⑤
　胆道系の疾患

中村

中村

科目：疾病論Ⅲ
 （消化器、腎・泌尿器）

授業計画

授業内容

消化器疾患の主な治療・処置と看護

消化器の検査と看護

腎臓の疾患と看護①
　腎不全

腎機能の障害と治療
腎機能障害の検査

消化器の疾患と看護②
　胃・十二指腸疾患

消化器の疾患と看護③
　小腸・大腸・肛門疾患

消化器の構造と機能
　肝臓の構造と機能
　胆道系の構造と機能
消化器の疾患と看護④
　肝臓の疾患①

腎臓の疾患と看護③
　尿細管・間質性疾患
　全身性疾患に伴う腎障害
　嚢胞性腎疾患

消化器の疾患と看護⑤
　肝臓の疾患②
消化器の検査と看護
　肝生検

看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与える苦
痛・障害、とその回復過程について学ぶ。
消化器疾患、腎・泌尿器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解し看
護過程の展開に役立てる。

１．消化器疾患、腎・泌尿器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解す
　　る。

泌尿器疾患と看護①
　尿路・男性生殖器の感染症
　下部尿路機能障害

岩谷

中村

中村

岩谷

消化器の疾患と看護⑦
　腹膜・腹壁・横隔膜の疾患

中村

池添

池添

高尾

高尾

分野：専門基礎分野  【  １単位： 30時間 授業回数： 15回 　】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ナーシング・グラフィカ　　　健康の回復と看護①呼吸機能障害/循環機能障害
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康の回復と看護③造血機能障害/免疫機能障害
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護　①呼吸器
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾患と看護　②循環器
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾患と看護　④血液/アレルギー・膠原病/感染症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【MCメディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　　　人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学

終講試験(筆記試験）

血液細胞のもつ諸機能の障害②

末松血液細胞のもつ諸機能の障害③

古賀（久）

古賀（久）

折田

折田

古賀（久）

古賀（久）

古賀（久）授業計画

授業内容

刺激伝導系の障害①

刺激伝導系の障害②
　循環機能障害の治療

血液細胞のもつ諸機能の障害①

症候と疾患の関係
　胸痛、チアノーゼ、ショック

冠血流障害（虚血性心疾患）

ポンプ機能障害①
　心筋障害

ポンプ機能障害②
　弁機能障害

ポンプ機能障害③
　心臓の形態異常

肺動脈圧の上昇
末梢性の循環障害
　血管の障害（血管障害）

末梢性の循環障害
　ショック

心臓の異常
　心膜炎

末松

末松

特別な配慮を要する循環機能の検査
　心臓カテーテル
　心血管造影
循環機能障害の治療

古賀（久）

 科目：疾病論Ⅱ
 （循環器、血液・造血器）

看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与える
苦痛・障害とその回復過程について学ぶ。
循環器疾患、血液・造血器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解し
看護過程の展開に役立てる。

１．循環器疾患、血液・造血器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理
解する。

川﨑

酸素を送り出す機能とその障害
　循環機能とその障害

川﨑　友裕　　　 　古賀　久士
折田　義也　　　　 古賀　清和
末松　栄一

担当

川﨑

古賀（清）

川﨑
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分野：専門基礎分野 【  １単位： 15時間 授業回数： 8回   】

担当教員 廣松　雄治
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法
事前学習

等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

科目：疾病論Ⅳ（内分泌・代謝）

授業計画

授業内容

内分泌・代謝疾患と看護⑥
　その他の代謝・栄養疾患

川﨑　英二

看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与え
る苦痛・障害、とその回復過程について学ぶ。
内分泌・代謝疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解し看護過程
の展開に役立てる。

１．内分泌・代謝疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。

川﨑

内分泌・代謝疾患と看護③
　　副甲状腺疾患
　　副腎皮質・髄質疾患
　　その他の内分泌疾患

担当

廣松

廣松

代謝疾患の理解

内分泌・代謝疾患と看護④
　糖代謝異常（糖尿病）

内分泌・代謝疾患と看護⑤
　糖代謝異常（糖尿病）

川﨑

内分泌機能の障害
内分泌機能障害の診察・検査

ナーシング・グラフィカ
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑥内部環境調節機能障害/性・生殖機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX
　　　　　　　　　疾患と看護⑧腎/泌尿器/内分泌・代謝　　　　　【MCメディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　　　人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康の回復と看護②栄養代謝機能障害

終講試験(筆記試験）

廣松

廣松
内分泌・代謝疾患と看護①
　視床下部・下垂体疾患

内分泌・代謝疾患と看護②
　甲状腺疾患

川﨑

川﨑
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分野：専門基礎分野 【  １単位： 30時間 授業回数：15回  】

担当教員
  一ツ松　勤
　澁谷　統壽
　石堂　克哉

年次・
開講時期

1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

　　科目：疾病論Ⅴ
　　　　　(運動器、脳・神経）

授業計画

授業内容

運動器の異常でみられる症候
整形外科で行われる検査と看護

運動器疾患の主な治療・処置と看護

運動機能障害①
　骨格系の運動機能とその障害

脳・神経系の主な疾患②
　頭部外傷
　水頭症
　

脳・神経系の主な疾患④
　　　免疫性神経疾患
　　　認知症
　　　てんかん

脳・神経系の主な疾患③
　　中枢神経系感染症
　　脊椎・脊髄疾患
　　神経系変性疾患

脳・神経系の主な疾患④
　　小脳の疾患
　　末梢神経障害を起こす疾患
　　二次的に意識障害をきたす疾患

運動機能障害③
　関節の運動機能とその障害

脳・神経疾患の検査と看護
脳・神経疾患の主な治療と看護

脳・神経系の主な疾患①
　脳血管障害
　脳腫瘍

運動機能障害②
　脊椎の運動機能とその障害

運動機能障害④
　筋肉の腫瘍・変性や神経に由来する運動機能
障害

運動機能障害のまとめ

牟田口

二之宮

二之宮

二之宮

　二之宮　謙一
　佐々木　大
　牟田口　滋

運動機能障害⑤
　その他の骨・軟部組織の運動機能障害

二之宮

二之宮

　看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与える苦痛・
障害とその回復過程について学ぶ。
 運動器、脳・神経系に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解し、看護過程の展開
に役立てる。

１．運動器疾患、脳・神経疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。

担当

二之宮

ナーシング・グラフィカ
　　　　　　　　　健康の回復と看護④脳・神経機能障害/感覚機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑤運動機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護⑤脳・神経
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾患と看護⑦運動器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【MCメディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　　　人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学

終講試験(筆記試験）

佐々木

一ツ松　

石堂

石堂

 澁谷　

 澁谷　

脳・神経系の構造・機能とその障害

 澁谷　

一ツ松　

分野：専門基礎分野 【  １単位： 15時間 授業回数： 8回   】

担当教員 廣松　雄治
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法
事前学習

等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

科目：疾病論Ⅳ（内分泌・代謝）

授業計画

授業内容

内分泌・代謝疾患と看護⑥
　その他の代謝・栄養疾患

川﨑　英二

看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与え
る苦痛・障害、とその回復過程について学ぶ。
内分泌・代謝疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解し看護過程
の展開に役立てる。

１．内分泌・代謝疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。

川﨑

内分泌・代謝疾患と看護③
　　副甲状腺疾患
　　副腎皮質・髄質疾患
　　その他の内分泌疾患

担当

廣松

廣松

代謝疾患の理解

内分泌・代謝疾患と看護④
　糖代謝異常（糖尿病）

内分泌・代謝疾患と看護⑤
　糖代謝異常（糖尿病）

川﨑

内分泌機能の障害
内分泌機能障害の診察・検査

ナーシング・グラフィカ
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑥内部環境調節機能障害/性・生殖機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX
　　　　　　　　　疾患と看護⑧腎/泌尿器/内分泌・代謝　　　　　【MCメディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　　　人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康の回復と看護②栄養代謝機能障害

終講試験(筆記試験）

廣松

廣松
内分泌・代謝疾患と看護①
　視床下部・下垂体疾患

内分泌・代謝疾患と看護②
　甲状腺疾患

川﨑

川﨑
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分野：専門基礎分野 【  １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
末松　栄一
馬場　美樹
白石　哲史

年次・
開講時期

1年後期 授業形態 講義
演
習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

科目：疾病論Ⅵ

感染症①
　感染症を学ぶための基礎知識

感染症②
　感染症と看護

感染症③
　感染症と看護

ナーシング・グラフィカ
　　　　　　　　　健康の回復と看護③造血機能障害/免疫機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑥内部環境調節機能障害/性・生殖機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX
　　　　　　　　　疾患と看護④血液/アレルギー・膠原病/感染症
　　　　　　　　　疾患と看護⑨女性生殖器　　　　　　　　　　　　　　　　　【メディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　  人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学

終講試験（筆記試験）

菅沼

菅沼

菅沼

中尾

中尾

馬場

小野

小野

白石

授業計画

授業内容

アレルギー・膠原病①
　免疫機能障害を学ぶための基礎知識

免疫機能の障害②
　　アレルギー性疾患
　　アナフィラキシーショック・食物アレルギー・薬物アレルギー
　　免疫不全

アレルギー・膠原病②
　免疫機能の異常でみられる症候と看護

免疫機能の障害①
　　自己免疫疾患（膠原病を含む）

性・生殖機能の障害
女性生殖器疾患を学ぶための基礎知識①

女性生殖器疾患を学ぶための基礎知識②

放射線医学
　画像診断

　放射線治療

　放射線防護

女性生殖器疾患を学ぶための基礎知識③
　乳腺科で行われる診察・検査と看護
　乳腺科で行われる主な治療・処置と看護
女性生殖器の疾患と看護
　乳房の疾患

女性生殖器の疾患と看護②

女性生殖器の疾患と看護①

末松

中尾

　看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与える苦痛・障害とその
回復過程について学ぶ。
　アレルギー疾患、膠原病、感染症の主な症状、病態生理、検査、治療について理解し、観察力・判断力を
養う。

中尾

１．アレルギー、膠原病、感染症に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。
２．女性生殖器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。
３．放射線治療の概要と画像診断の種類、放射線の人体への影響と防護について理解する。

菅沼　明彦
中尾　佳史
小野　研

担当

末松

末松

末松

（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線）



− 35 −

【  １単位： 30時間 授業回数： 15回  】

担当教員
小嶋　修生
豊福　司生

年次・
開講時期

1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

耳鼻咽喉の疾患と看護②

耳鼻咽喉の疾患を学ぶための基礎知識
　耳鼻咽喉の構造と機能
　耳鼻咽喉の異常でみられる症候
　耳鼻咽喉科で行われる検査

担当

ナーシング・グラフィカ　　 健康の回復と看護④脳・神経機能障害/感覚機能障害
                                    健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護⑥眼/耳鼻咽喉/歯・口腔/皮膚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【MCメディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　　　人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【MCメディカ出版】

終講試験(筆記試験）

豊福

豊福歯・口腔の疾患②

御厨

御厨

豊福

豊福

歯・口腔の疾患を学ぶための基礎知識①
　歯・口腔の構造と機能
　歯・口腔の異常でみられる症候

歯・口腔の疾患を学ぶための基礎知識②
　歯科で行われる検査
　歯・口腔疾患の主な治療・処置

小嶋

小嶋

小嶋

耳鼻咽喉の疾患と看護①

皮膚の疾患と看護②

皮膚の疾患と看護③

眼の疾患と看護②

山口

小嶋

御厨

分野：専門基礎分野

　山口　隆広
　御厨　剛史

授業計画

授業内容

皮膚の疾患を学ぶための基礎知識①
　皮膚の構造と機能
　皮膚の異常でみられる症候
　皮膚科で行われる検査
　皮膚疾患の主な治療・処置

皮膚の疾患を学ぶための基礎知識②
　皮膚疾患の主な治療・処置
皮膚の疾患と看護①

歯・口腔の疾患①

科目：疾病論Ⅶ
（皮膚、眼、耳鼻咽喉、歯・口腔）

看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与える苦
痛・障害とその回復過程について学ぶ。
皮膚疾患、眼疾患、耳鼻咽喉疾患、歯・口腔疾患の主な症状、病態生理、検査、治療につい
て理解し、観察力・判断力を養う。

１．皮膚疾患、眼疾患、耳鼻咽喉疾患、歯・口腔疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、
　　治療について理解する。

眼の疾患を学ぶための基礎知識①
　眼の構造と機能
　眼の異常でみられる症候

眼の疾患を学ぶための基礎知識②
　眼科で行われる検査
　眼疾患の主な治療・処置

眼の疾患と看護①

山口

山口

山口

分野：専門基礎分野 【  １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
末松　栄一
馬場　美樹
白石　哲史

年次・
開講時期

1年後期 授業形態 講義
演
習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

科目：疾病論Ⅵ

感染症①
　感染症を学ぶための基礎知識

感染症②
　感染症と看護

感染症③
　感染症と看護

ナーシング・グラフィカ
　　　　　　　　　健康の回復と看護③造血機能障害/免疫機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑥内部環境調節機能障害/性・生殖機能障害
　　　　　　　　　健康の回復と看護⑦疾病と治療
ナーシング・グラフィカEX
　　　　　　　　　疾患と看護④血液/アレルギー・膠原病/感染症
　　　　　　　　　疾患と看護⑨女性生殖器　　　　　　　　　　　　　　　　　【メディカ出版】

ナーシング・グラフィカ　  人体の構造と機能①解剖生理学
　　　　　　　　　　　　　　　疾病の成り立ちと回復の促進①病態生理学

終講試験（筆記試験）

菅沼

菅沼

菅沼

中尾

中尾

馬場

小野

小野

白石

授業計画

授業内容

アレルギー・膠原病①
　免疫機能障害を学ぶための基礎知識

免疫機能の障害②
　　アレルギー性疾患
　　アナフィラキシーショック・食物アレルギー・薬物アレルギー
　　免疫不全

アレルギー・膠原病②
　免疫機能の異常でみられる症候と看護

免疫機能の障害①
　　自己免疫疾患（膠原病を含む）

性・生殖機能の障害
女性生殖器疾患を学ぶための基礎知識①

女性生殖器疾患を学ぶための基礎知識②

放射線医学
　画像診断

　放射線治療

　放射線防護

女性生殖器疾患を学ぶための基礎知識③
　乳腺科で行われる診察・検査と看護
　乳腺科で行われる主な治療・処置と看護
女性生殖器の疾患と看護
　乳房の疾患

女性生殖器の疾患と看護②

女性生殖器の疾患と看護①

末松

中尾

　看護を行うための基礎知識として、病気が引き起こす異常やその異常が患者に与える苦痛・障害とその
回復過程について学ぶ。
　アレルギー疾患、膠原病、感染症の主な症状、病態生理、検査、治療について理解し、観察力・判断力を
養う。

中尾

１．アレルギー、膠原病、感染症に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。
２．女性生殖器疾患に伴う主な症状と病態生理、検査、治療について理解する。
３．放射線治療の概要と画像診断の種類、放射線の人体への影響と防護について理解する。

菅沼　明彦
中尾　佳史
小野　研

担当

末松

末松

末松

（女性生殖器、アレルギー・感染症、放射線）
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分野：専門基礎分野 科目：薬理学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義

演
習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

久保昌平　井上裕貴
坂本健太郎

薬物の種類、作用機序、保管方法を理解し、治療に使用される薬物が人体に及ぼす影響を理
解するための基礎知識を学ぶ。

１．薬物療法のしくみを理解する
２．薬剤の安全な使用（効果的な活用と薬害の防止）について理解する

授業計画

授業内容 担当

医薬品総論 久保

生活習慣病に使用する薬
（生活習慣病～心不全）

久保

生活習慣病に使用する薬（脂質異常症～脳血管
障害）

久保

がん・痛みに使用する薬 坂本

脳・中枢神経系疾患で使用する薬① 久保

脳・中枢神経系疾患で使用する薬② 久保

感染症に使用する薬 久保

救命救急時に使用する薬 井上

アレルギー・免疫不全状態の患者に使用する薬
（喘息、呼吸器）

坂本

アレルギー・免疫不全状態の患者に使用する薬
（リウマチ、SLE）

坂本

消化器系疾患に使用する薬 井上

その他の症状に使用する薬（代謝障害、内分泌、
腎機能障害）

井上

その他の症状に使用する薬（血液・造血器障害、
輸液）

井上

その他の症状に使用する薬（運動機能障害、性
ホルモン、皮膚障害、視覚障害、痛み）

井上

まとめ 久保

ナーシング・グラフィカ　疾病の成り立ち②　臨床薬理学【メディカ出版】
ナーシングサプリ　イメージできる臨床薬理学　【メディカ出版】

わかりやすい薬理学　第２版   【ヌーヴェルヒロカワ】

終講試験（筆記試験、受講状況、レポート）
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分野：専門基礎分野　　　科目：微生物学 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

 イラストでわかる微生物学入門　病原微生物の感染のしくみ　 【南山堂】

系統看護学講座　専門基礎分野 微生物学 【医学書院】

終講試験(筆記試験、受講状況、レポートなど）

ウイルスの病原性①

ウイルスの病原性②

ウイルスの病原性③

滅菌と消毒、院内感染対策

感染症の予防・治療法

原

原

原

野田

原

原　好勇　　  野田　哲寛

微生物の特徴と生体に及ぼす影響および感染に対する生体の防御反応を理解する。

１．ヒトに重要な影響を与える微生物の特徴を理解する。
２．感染症について学び、関連する疾病の理解と感染予防の知識を深める。

担当

原

教科書の
該当項目を
予習しておく

野田

野田

原

原

原

野田

野田

野田

ウイルス学総論

野田

真菌・寄生虫感染症

授業計画

授業内容

微生物学とは（序論）

感染と発症

感染と免疫

細菌の病原性①

細菌の病原性②

細菌の病原性③

細菌の病原性④

細菌学総論

分野：専門基礎分野 科目：薬理学 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義

演
習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

久保昌平　井上裕貴
坂本健太郎

薬物の種類、作用機序、保管方法を理解し、治療に使用される薬物が人体に及ぼす影響を理
解するための基礎知識を学ぶ。

１．薬物療法のしくみを理解する
２．薬剤の安全な使用（効果的な活用と薬害の防止）について理解する

授業計画

授業内容 担当

医薬品総論 久保

生活習慣病に使用する薬
（生活習慣病～心不全）

久保

生活習慣病に使用する薬（脂質異常症～脳血管
障害）

久保

がん・痛みに使用する薬 坂本

脳・中枢神経系疾患で使用する薬① 久保

脳・中枢神経系疾患で使用する薬② 久保

感染症に使用する薬 久保

救命救急時に使用する薬 井上

アレルギー・免疫不全状態の患者に使用する薬
（喘息、呼吸器）

坂本

アレルギー・免疫不全状態の患者に使用する薬
（リウマチ、SLE）

坂本

消化器系疾患に使用する薬 井上

その他の症状に使用する薬（代謝障害、内分泌、
腎機能障害）

井上

その他の症状に使用する薬（血液・造血器障害、
輸液）

井上

その他の症状に使用する薬（運動機能障害、性
ホルモン、皮膚障害、視覚障害、痛み）

井上

まとめ 久保

ナーシング・グラフィカ　疾病の成り立ち②　臨床薬理学【メディカ出版】
ナーシングサプリ　イメージできる臨床薬理学　【メディカ出版】

わかりやすい薬理学　第２版   【ヌーヴェルヒロカワ】

終講試験（筆記試験、受講状況、レポート）
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担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

学生の到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
ＧＷ

3
講義
ＧＷ

4
講義
ＧＷ

5
講義
ＧＷ

6
講義
ＧＷ

7
講義
ＧＷ

8
講義
ＧＷ

9
講義
ＧＷ

10
講義
ＧＷ

11
講義
ＧＷ

12
講義
ＧＷ

13
講義
ＧＷ

14
講義
ＧＷ

15
講義
ＧＷ

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

森

人が動くということ

次世代へ生命をつなぐということ

GW発表　まとめ②

森

服部

服部

樋口

樋口

大久保

１．生活行動から身体機能を見ることができる。
２．事例を通して疾患を理解し、必要な看護につなぐことができる。

筆記試験、事前学修、レポート、ＧＷ参加状況などで総合的に評価する

看護の視点から解剖生理と病理の知識を整理し、生活行動に結びつけることで、疾病の理
解と看護実践の根拠を学ぶ。

　大久保　純子　　森　真澄
　服部　道枝　　樋口　美樹

何のための生活行動か

系統看護学講座　専門分野Ⅰ看護学概論【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　解剖生理学【医学書院】
楽しく学ぶ！看護につながる解剖生理【照林社】

担当

大久保

大久保

大久保

森

森

服部

樋口

服部

【　1単位:　30 時間　　授業回数:　15回　】

授業計画

看護形態機能学　日本看護協会出版会

ホメオスターシス維持のための物質の流通

授業内容

ホメオスターシス維持のための調節機構

人が息をするということ

GW発表　まとめ④

人が話し、聞くということ

GW発表　まとめ①

人が排泄するということ

専門基礎分野：看護につなぐ

GW発表　まとめ③

人が食べるということ

人が眠るということ

人が身体を清潔にするということ
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3-2)-(2)-③-A

分野：専門基礎分野     科目：社会福祉 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
社会保障に関連する
法律を調べる

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義
介護保険制度に関す
る新聞記事の内容を
要約する

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

中野生活保護②

生活保護に関する新
聞記事の内容を要約
する

中野

中野

授業計画

授業内容

現代社会と社会福祉・社会保障
暮らしと社会福祉・社会保障①

暮らしと社会福祉・社会保障②

暮らしと社会福祉・社会保障③

社会福祉のまとめ・試験対策

生活保護①

福祉の実践・資源の活用

ライフサイクルと社会福祉①

ライフサイクルと社会福祉②

ライフサイクルと社会福祉③

今の自分と、両親世
代とのライフスタイル
の変化について考え
てくる

中野

中野

中野　繁広

国民の最低生活を保障する社会保障制度と、健康で自立した生活を支援するための社会福祉の制度につ
いて学ぶ。
少子、超高齢者社会を迎える我が国の今後の課題と展望を学ぶ。

１．社会保障や社会福祉の各制度と、相互連携の重要性を理解する。
２．対象を総合的に支えるための方法を理解する。
３．社会福祉における看護師の役割と専門職種との連携を理解する。

中野

中野

担当

中野

中野

終講試験(筆記試験）

地域福祉

社会保障（社会保険）制度①

社会保障（社会保険）制度②

社会保障（社会保険）制度③

生活と福祉

ナーシング・グラフィカ　健康支援と社会保障③　健康支援と社会保障　【メディカ出版】
国民衛生の動向　　　国民衛生の動向    【 厚生統計協会】

中野

中野

中野

中野

中野

中野

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

学生の到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
ＧＷ

3
講義
ＧＷ

4
講義
ＧＷ

5
講義
ＧＷ

6
講義
ＧＷ

7
講義
ＧＷ

8
講義
ＧＷ

9
講義
ＧＷ

10
講義
ＧＷ

11
講義
ＧＷ

12
講義
ＧＷ

13
講義
ＧＷ

14
講義
ＧＷ

15
講義
ＧＷ

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

森

人が動くということ

次世代へ生命をつなぐということ

GW発表　まとめ②

森

服部

服部

樋口

樋口

大久保

１．生活行動から身体機能を見ることができる。
２．事例を通して疾患を理解し、必要な看護につなぐことができる。

筆記試験、事前学修、レポート、ＧＷ参加状況などで総合的に評価する

看護の視点から解剖生理と病理の知識を整理し、生活行動に結びつけることで、疾病の理
解と看護実践の根拠を学ぶ。

　大久保　純子　　森　真澄
　服部　道枝　　樋口　美樹

何のための生活行動か

系統看護学講座　専門分野Ⅰ看護学概論【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　解剖生理学【医学書院】
楽しく学ぶ！看護につながる解剖生理【照林社】

担当

大久保

大久保

大久保

森

森

服部

樋口

服部

【　1単位:　30 時間　　授業回数:　15回　】

授業計画

看護形態機能学　日本看護協会出版会

ホメオスターシス維持のための物質の流通

授業内容

ホメオスターシス維持のための調節機構

人が息をするということ

GW発表　まとめ④

人が話し、聞くということ

GW発表　まとめ①

人が排泄するということ

専門基礎分野：看護につなぐ

GW発表　まとめ③

人が食べるということ

人が眠るということ

人が身体を清潔にするということ
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分野：専門基礎分野       科目：看護関係法令 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年後期 授業形態 講義

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
事前予習
P33～P55

2 講義
事前予習
P58～P91

3
講義

事前予習
P91～P181

4 講義
事前予習
P182～P240

5 講義
事前予習
P241～P271

6 講義
事前予習
P272～P319

7 講義
事前予習
P320～P388

8 講義
事前予習
P390～P427

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ナーシング・グラフィカ　健康支援と社会保障④　看護をめぐる法と制度　【メディカ出版】

看護六法　国民衛生の動向

終講試験(筆記試験）、授業態度

　講義前にテキストの該当部分を読み予習をすること。

「看護をめぐる法」　⑤
　特別な配慮を必要とする人に関する法律
（生活保護法、母子保健法、精神保健福祉法、精
神･身体･知的障害者福祉法、児童虐待防止法な
ど）

松尾

「看護をめぐる法」　⑥
1　医療政策・福祉政策・災害政策･労働政策･環境
政策等に関する法律）

松尾

「法律を取り巻く考えかた」
１　インフォームドコンセント
２　看護過誤（医療過誤）
３　法と生命倫理

松尾

松尾　やす子

国民の健康を守り、生命に直接関係する医療人として、与えられた責務を正しく遂行するための保健
医療福祉制度に関する法律及び看護師に必要な法令を学ぶ。

１．看護活動に関連する法規を学習し、看護業務の範囲や法的内容を理解する。
２．より良い看護実践のために、保健・医療・福祉に関する各種制度や法令を理解する。
３．看護関係法令を通して、看護職もチームの一員であることを自覚する。

授業計画

授業内容 担当

「保健医療福祉と法の関わりかた」
1　チーム医療と法の構造
２　医療提供の理念と医療安全:医療法での扱い

松尾

「看護をめぐる法」　①
　看護職の基本となる法律（保健師助産師看護師
法、看護師等人材確保に関する法律）

松尾

「看護をめぐる法」　②
　医療･福祉専門職等に関する法（医師法、社会福
祉及び介護福祉法、栄養士法など）

松尾

「看護をめぐる法」　③
1　物に関する法律（医薬品・医療機器等法、麻薬
及
　び向精神薬取締法など）
２　場所に関する法律（医療法、感染症法、予防接
種

松尾

「看護をめぐる法」　④
　お金によって支えるシステムに関する法律
（社会保険法、高齢者医療確保法、介護保険法な
ど）

松尾
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分野：専門基礎分野     科目：公衆衛生 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

難病対策

藤島

藤島

藤島

藤島

藤島

藤島

藤島

終講試験(筆記試験）

健康危機管理と災害

感染症対策

学校保健

産業保健

環境保健

国際保健

藤島

藤島

藤島

藤島

藤島

藤島

ナーシング・グラフィカ　健康支援と社会保障②　公衆衛生　【メディカ出版】
国民衛生の動向　【厚生統計協会】

シンプル衛生公衆衛生学【南江堂】など

藤島　喜久子

公衆衛生の幅広い学問体系および、個人や家族から地域・国レベルまでのさまざまな健康支
援のあり方を学ぶ。

１.　ヘルスプロモーションに基づくさまざまな公衆衛生活動を理解する。
２.  学生自身の健康とともに、総合的な健康づくりを考える。

授業計画

授業内容

公衆衛生の歴史、公衆衛生システムと政策

公衆衛生の理念・概念

公衆衛生のものさし

公衆衛生活動のプロセス

日本人の健康と課題

親子保健

高齢者保健医療福祉、歯科保健

精神保健福祉

担当

藤島

藤島

分野：専門基礎分野       科目：看護関係法令 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年後期 授業形態 講義

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
事前予習
P33～P55

2 講義
事前予習
P58～P91

3
講義

事前予習
P91～P181

4 講義
事前予習
P182～P240

5 講義
事前予習
P241～P271

6 講義
事前予習
P272～P319

7 講義
事前予習
P320～P388

8 講義
事前予習
P390～P427

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ナーシング・グラフィカ　健康支援と社会保障④　看護をめぐる法と制度　【メディカ出版】

看護六法　国民衛生の動向

終講試験(筆記試験）、授業態度

　講義前にテキストの該当部分を読み予習をすること。

「看護をめぐる法」　⑤
　特別な配慮を必要とする人に関する法律
（生活保護法、母子保健法、精神保健福祉法、精
神･身体･知的障害者福祉法、児童虐待防止法な
ど）

松尾

「看護をめぐる法」　⑥
1　医療政策・福祉政策・災害政策･労働政策･環境
政策等に関する法律）

松尾

「法律を取り巻く考えかた」
１　インフォームドコンセント
２　看護過誤（医療過誤）
３　法と生命倫理

松尾

松尾　やす子

国民の健康を守り、生命に直接関係する医療人として、与えられた責務を正しく遂行するための保健
医療福祉制度に関する法律及び看護師に必要な法令を学ぶ。

１．看護活動に関連する法規を学習し、看護業務の範囲や法的内容を理解する。
２．より良い看護実践のために、保健・医療・福祉に関する各種制度や法令を理解する。
３．看護関係法令を通して、看護職もチームの一員であることを自覚する。

授業計画

授業内容 担当

「保健医療福祉と法の関わりかた」
1　チーム医療と法の構造
２　医療提供の理念と医療安全:医療法での扱い

松尾

「看護をめぐる法」　①
　看護職の基本となる法律（保健師助産師看護師
法、看護師等人材確保に関する法律）

松尾

「看護をめぐる法」　②
　医療･福祉専門職等に関する法（医師法、社会福
祉及び介護福祉法、栄養士法など）

松尾

「看護をめぐる法」　③
1　物に関する法律（医薬品・医療機器等法、麻薬
及
　び向精神薬取締法など）
２　場所に関する法律（医療法、感染症法、予防接
種

松尾

「看護をめぐる法」　④
　お金によって支えるシステムに関する法律
（社会保険法、高齢者医療確保法、介護保険法な
ど）

松尾
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分野：専門基礎分野   科目：総合医療論 【1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・
開講時期

1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

平松　義博　　　林　明宏
加藤　光樹

医療の歴史と現代の医療、我々の日常生活と密着した医療のあり方について学び、医療全般
の概要をとらえる。

１．いのちと健康に向き合う医療の原点について理解する。
２．わが国の医療業界におけるさまざまな課題を考えることができる。

担当

平松
自分や家族・知人
の病気体験から
感じたことを想起
してくる

平松

授業計画

授業内容

医療コミュニケーションの原点にさかのぼる

医療と看護の原点

私たちの生活と健康
科学技術の進歩と現代医療の最前線

現在医療の新たな課題①

現在医療の新たな課題②

医療を見つめ直す新しい視点
保健・医療・介護・福祉の近未来像①

保健・医療・介護・福祉の近未来像②

医療のあゆみと医療観の変遷 「国民の健康の増
進の総合的な推
進を図るための
基本的な方針」の
具体的内容を調
べてくる

教科書を読み考
えをまとめる

新聞の医療に関
する記事を要約し
てくる

系統看護学講座　専門基礎分野　総合医療論　【医学書院】

終講試験(筆記試験）

林

加藤

平松

平松

林

林
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担当教員
年次・

開講時期
3年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 GW

3
ＧＷ

（協同学修）

4 ＧＷ 事前学修

5 ＧＷ
（協同学修）

6 ＧＷ
（協同学修）

7 ＧＷ
（協同学修）

8
講義
ＧＷ

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ 久留米リハビリテーション学院の学生の皆さんとの協同学修を楽しみましょう

１．看護師の役割と責務、多職種の役割と責務およびお互いの専門性を共有する。
２．多職種間のコミュニケーション能力を身につける。
３．それぞれの専門性を活かし、対象の暮らしに沿った退院支援を共に考える。
４．対象にとっての多職種連携・協働の意義を考える。

終講試験（グループワーク内容・レポート）

　
系統看護学講座　専門分野　基礎看護学①　看護学概論　【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　看護の統合と実践①　看護管理　【医学書院】
ナーシンググラフィカ　看護の統合と実践①　看護管理　【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　基礎看護学①　看護学概論　【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　基礎看護学⑤　臨床看護総論　【メディカ出版】
細田満知子著「チーム医療とは何か」日本看護協会出版社

担当

中尾

中尾

中尾　大坪

中尾　大坪

中尾　大坪

中尾　大坪

中尾　大坪

中尾　大坪

【　1単位:　15時間　　授業回数:　8回　】

授業計画

配布資料

多職種連携・協働とチームケア②
　看護師の役割と責務
　他職種の役割と責務

授業内容

多職種連携・協働とチームケア③
　 お互いの職種についての理解
 　お互いの職種に関連する多職種とは
　 多職種間のコミュニケーションの実際

事例検討
  看護の視点での情報分析

多職種連携・協働②
　事例検討・支援の展開　GWまとめ

  分野：専門基礎分野　　科目：暮らしを支えるチームケア

多職種連携・協働①
　事例検討・支援の展開

多職種連携・協働③
　発表　　ディスカッション

　多職種連携・協働学修のまとめ

他職種の学生と共に学び合う授業を通して、対象の健康と生活（暮らし）を支えるために多職種
と連携・協働できる能力を養うとともに、保健・医療・介護・福祉チームにおける看護師の役割・
責務・専門性を学ぶ。

中尾　博美　　大坪　健一

多職種連携・協働とチームケア①
　多職種連携・協働の必要性
　協同学修の概要

分野：専門基礎分野   科目：総合医療論 【1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・
開講時期

1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

平松　義博　　　林　明宏
加藤　光樹

医療の歴史と現代の医療、我々の日常生活と密着した医療のあり方について学び、医療全般
の概要をとらえる。

１．いのちと健康に向き合う医療の原点について理解する。
２．わが国の医療業界におけるさまざまな課題を考えることができる。

担当

平松
自分や家族・知人
の病気体験から
感じたことを想起
してくる

平松

授業計画

授業内容

医療コミュニケーションの原点にさかのぼる

医療と看護の原点

私たちの生活と健康
科学技術の進歩と現代医療の最前線

現在医療の新たな課題①

現在医療の新たな課題②

医療を見つめ直す新しい視点
保健・医療・介護・福祉の近未来像①

保健・医療・介護・福祉の近未来像②

医療のあゆみと医療観の変遷 「国民の健康の増
進の総合的な推
進を図るための
基本的な方針」の
具体的内容を調
べてくる

教科書を読み考
えをまとめる

新聞の医療に関
する記事を要約し
てくる

系統看護学講座　専門基礎分野　総合医療論　【医学書院】

終講試験(筆記試験）

林

加藤

平松

平松

林

林
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担当教員
年次・

開講時期
１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

学生の到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
ＧＷ

3 施設見学

4 施設見学

5 施設見学

6 ＧＷ

7 発表

8 発表

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ 事前学修が必要

１．看護の対象を理解する。
２．看護活動の場を体験し、看護の見方・考え方を学ぶ。

事前学修、レポート、ＧＷ参加状況などで総合的に評価する

看護の対象、看護活動の場を知ることで看護の役割について理解する。

服部　道枝

看護の対象とは
看護活動の場とは

系統看護学講座　専門分野Ⅰ看護学概論【医学書院】
看護の仕事が分かる   菱沼 典子　著【日本実業出版社】

担当

服部

服部

服部

服部

服部

服部

服部

服部

【　1単位:　15 時間　　授業回数:　8回　】

授業計画

資料配布

看護活動の場の見学について学修

授業内容

施設見学①
看護活動の場の見学

施設見学②
看護活動の場の見学

看護の対象、看護活動の場のまとめ③

看護の対象、看護活動の場のまとめ①

看護の対象、看護活動の場のまとめ②

施設見学③
看護活動の場の見学

分野：専門分野：看護の場を知る



 
 

専門分野 

担当教員
年次・

開講時期
１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

学生の到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
ＧＷ

3 施設見学

4 施設見学

5 施設見学

6 ＧＷ

7 発表

8 発表

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ 事前学修が必要

１．看護の対象を理解する。
２．看護活動の場を体験し、看護の見方・考え方を学ぶ。

事前学修、レポート、ＧＷ参加状況などで総合的に評価する

看護の対象、看護活動の場を知ることで看護の役割について理解する。

服部　道枝

看護の対象とは
看護活動の場とは

系統看護学講座　専門分野Ⅰ看護学概論【医学書院】
看護の仕事が分かる   菱沼 典子　著【日本実業出版社】

担当

服部

服部

服部

服部

服部

服部

服部

服部

【　1単位:　15 時間　　授業回数:　8回　】

授業計画

資料配布

看護活動の場の見学について学修

授業内容

施設見学①
看護活動の場の見学

施設見学②
看護活動の場の見学

看護の対象、看護活動の場のまとめ③

看護の対象、看護活動の場のまとめ①

看護の対象、看護活動の場のまとめ②

施設見学③
看護活動の場の見学

分野：専門分野：看護の場を知る
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【  １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
GW

テキストを読
んで学習に
臨む

2 講義

3
講義
GW

4 講義

5 講義

6
講義

7 講義

8
講義
GW

9 講義

10
講義

11 講義

12 講義

13 講義

14
講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

１．看護の概念・役割・機能、看護活動の場をについて理解する。
２．看護の歴史的変遷を理解する。
３．看護の対象である人間を理解する。
４．保健医療福祉チームにおける看護の機能と役割を理解する。
５．医療の場におけるの倫理的配慮の必要性を知り、行動できる。
６．看護の国際化を学び、今後の看護のあり方について考えることができる。

看護の歴史的変遷と理論家や看護職能集団による看護の定義を学び、看護の本質とは何かを考える。
さらに看護の対象や看護の場、看護倫理、看護システム、看護の国際化を学び、実際の看護活動や今後の看護のあり
方について考える。

第9章　看護における法的側面
　法の概念
　看護実践の職業的及び法的規制
　医療事故における法的責任
　看護実践に影響を及ぼす法律

第12章　看護の統合
　看護管理　　医療安全
　災害看護　　国際看護

第13章　これからの看護の展望と課題
　看護教育
　専門職としての看護組織　　まとめ

  看護の変遷
  現代社会における看護のあり方

第6章　看護における倫理と価値
　倫理と法律　　看護倫理とは
　歴史に見る人権の変遷
　道徳的ジレンマと倫理的課題

第4章　ライフサイクルと健康
　成長・発達の概念
　小児期、思春期・青年期、成人期、老年期の概念

第3章　健康と病気におけるウェルネスの促進　　健康・病気のとらえ方
健康の諸相　　人々の生活と健康　　　健康に影響する要因

 　西　恵美子　　  池田　敦子

厚生白書　厚生労働省編　平成30年版　厚生労働省
日本看護協会　看護者の基本的責務　【日本看護協会出版社】
吉田みつ子  看護倫理　【医学書院】
国民衛生の動向　【厚生統計協会】

ナーシング・グラフィカ　専門分野　看護学概論　【MCメディカ出版】
看護覚え書き【現代社】
看護の基本となるもの　【日本看護協会】

終講試験（筆記試験・小レポート）

授業内容 担当

西

西

第10章　保険・医療・福祉システム　　保険・医療・福祉の概念
　保険・医療・福祉サービスの場
　保険・医療・福祉のチーム
　多職種で取り組む地域包括ケアシステム　　サービスと評価

第11章　看護の展開と継続性
　看護の継続性と継続看護
　退院支援・退院調整
　多職種連携・協働における看護

看護学概論で何を学ぶか
第１章 看護への導入
　看護とは、看護の役割
　看護実践のための教育

第2章　看護の対象とその理解
  統合体、社会的・文化的存在としての人間
  健康障害を持つケアの対象の理解
  ストレスとコーピング

第5章　看護実践のための理論的根拠　　看護理論の分類、
  看護理論の変遷　　様々な看護理論

西

第8章　看護過程　　看護過程とは　　看護実践における看護過程の展開

分野：専門分野　　科目：看護学概論

授業計画

西

西

西

池田

西

池田

西

西

西

西

西

西
  看護倫理と価値　　倫理的課題への対応
  倫理的看護実践を行うために必要なこと
  看護研究における倫理

第7章　看護ケア（看護援助）の基本的役割
  コミュニケーター、
  支援者・代弁者、ケア提供者としての役割
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担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

学生の到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
DVD

3 講義

4 講義

5
講義
DVD

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

【　1単位:　15 時間　　授業回数:　8回　】

授業計画

資料配布

F.ナイチンゲール「看護覚え書」の特徴、
ナイチンゲール以降の社会情勢と理論の出現
過程

授業内容

V.ヘンダーソン「看護の基本となるもの」
　ニード論

ジョイス・トラベルビー
　人間対人間関係モデル

まとめ

D.E.オレム　看護のセルフケア不足理論

C.ロイ　　　　適応看護モデル

H.E.ペプロウ　　人間関係論

分野：専門分野　　　科目：看護理論

事前学修が必要

１．看護理論を学ぶ目的・意義が理解できる。
２．看護理論を実践へ活用する方法について理解する。
３．看護理論を学習することにより、看護の見方・考え方の基礎を習得する。

終講試験(筆記試験、レポート）

看護の見方、考え方の基盤として看護理論全般について学修し、代表的な理論家の理論内
容を看護実践へ活用する方法について学修する。
看護理論とは何か、理論構築の過程など理論学習に必要な概念や、それぞれの理論家の
看護のメタパラダイムや理論内容について講義や発表を組み合わせて行う。

中尾　博美　他

理論とは
1.理論の定義　2.用語の定義　3.理論の種類
4.理論の説明 5.理論の評価  6.看護理論の歴
史と動向

看護理論　看護理論２０の理解と実践への応用　【南江堂】
看護理論家とその業績　【医学書院】
看護覚え書　【現代社】
看護の基本となるもの　【日本看護協会】
ぺプロウ人間関係の看護論　【医学書院】
人間対人間の看護　【医学書院】
オレムのセルフケア不足理論　【照林社】
ロイの適応モデル　【医学書院】

担当

中尾

池田

宮崎

中尾

中尾

松雪

森

中尾
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分野：専門分野 　　【1単位：15時間 　授業回数： 8回 】

担当教員
年次・
開講時期

１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3
講義
ＧＷ

4
講義
ＧＷ

5 演習 レポート

6 演習 レポート

7 演習

8 演習 レポート

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

科目：生活援助技術Ⅰ
　　　（看護技術とは　環境）

授業計画

授業内容

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。

基本的な援助技術を科学的根拠に基づき、安全・安楽かつ効果的に実践できるように学修す
る。

大久保　純子

看護技術とは何か

担当

大久保

快適な環境をつくる技術
環境の意義

環境を整える技術①
快適さを保つ構造

環境を整える技術②
病室の環境と病床の整備

大久保

テキストを読
んでおく

基礎看護技術を学習していきますので、予習、復習を行ってください
また、演習前には課題の提示をします

終講試験（筆記試験・小レポート）

大久保

大久保

大久保

大久保

大久保

大久保

新体系看護学全書　基礎看護【メヂカルフレンド社】
系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅱ　【医学書院】

ナーシンググラフィカ基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　【メディカ出版】
看護技術プラクティス　　竹尾恵子　【学研】

病床を整える援助③
リネン交換
（臥床患者のリネン交換）

病床を整える援助②
ベッドメーキング
(安全な療養環境の整備ー転倒・転落・外傷予防ー）

療養環境のアセスメント
傷害の種類（看護診断）

病床を整える援助①
ベッドメーキング

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

学生の到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
DVD

3 講義

4 講義

5
講義
DVD

6 講義

7 講義

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

【　1単位:　15 時間　　授業回数:　8回　】

授業計画

資料配布

F.ナイチンゲール「看護覚え書」の特徴、
ナイチンゲール以降の社会情勢と理論の出現
過程

授業内容

V.ヘンダーソン「看護の基本となるもの」
　ニード論

ジョイス・トラベルビー
　人間対人間関係モデル

まとめ

D.E.オレム　看護のセルフケア不足理論

C.ロイ　　　　適応看護モデル

H.E.ペプロウ　　人間関係論

分野：専門分野　　　科目：看護理論

事前学修が必要

１．看護理論を学ぶ目的・意義が理解できる。
２．看護理論を実践へ活用する方法について理解する。
３．看護理論を学習することにより、看護の見方・考え方の基礎を習得する。

終講試験(筆記試験、レポート）

看護の見方、考え方の基盤として看護理論全般について学修し、代表的な理論家の理論内
容を看護実践へ活用する方法について学修する。
看護理論とは何か、理論構築の過程など理論学習に必要な概念や、それぞれの理論家の
看護のメタパラダイムや理論内容について講義や発表を組み合わせて行う。

中尾　博美　他

理論とは
1.理論の定義　2.用語の定義　3.理論の種類
4.理論の説明 5.理論の評価  6.看護理論の歴
史と動向

看護理論　看護理論２０の理解と実践への応用　【南江堂】
看護理論家とその業績　【医学書院】
看護覚え書　【現代社】
看護の基本となるもの　【日本看護協会】
ぺプロウ人間関係の看護論　【医学書院】
人間対人間の看護　【医学書院】
オレムのセルフケア不足理論　【照林社】
ロイの適応モデル　【医学書院】

担当

中尾

池田

宮崎

中尾

中尾

松雪

森

中尾
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【 1単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
GW

2
講義
GW

3
講義
GW

4
講義
演習

5

6

7

8

9 演習

10 演習

11
講義
演習

12 演習

13
講義
演習

14

15

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　科目：生活援助技術 Ⅱ
                                     (清潔・衣生活）

授業計画

授業内容

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。

基本的な援助技術を科学的根拠に基づき、安全・安楽かつ効果的に実践できるように学修する。

服部　道枝　　　川原　千恵美

清潔援助の基礎知識
　皮膚・粘膜の構造と機能
　清潔援助の効果
　患者の状態に応じた援助の決定と留意点

担当

服部

服部

整容・口腔ケア(口腔ケア）（整容）

洗面・耳・鼻の清潔の基礎知識

清潔援助の実際②　（洗髪）（手浴・足浴）
　洗髪、手浴・足浴

基礎看護技術を学習していきますので、予習、復習を行ってください
また、演習前には課題の提示をします

技術試験、終講試験（筆記試験・小レポート）

衣生活の実際

病衣・寝衣交換
　（点滴・ドレーン等を留置していない患者の寝衣
交換）　（点滴・ドレーン等を留置している患者の
寝衣交換）

演習

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学［3］　基礎看護技術Ⅱ【医学書院】
新体系看護学全書　基礎看護【メヂカルフレンド社】

ナーシンググラフィカ基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ【メディカ出版】
竹尾恵子　『看護技術プラクティス』　　　【学研】

川原

川原

清潔援助の実際③
　陰部洗浄（陰部の保清）

川原

演習前に
看護技術を
まとめておく

洗髪（洗髪車・ケリーパット）

全身清拭（清拭）

講義前に
教科書を
読んでくる

清潔援助の実際①
　入浴・シャワー浴（入浴・シャワー浴の介助）
　全身清拭

演習 服部手浴・足浴とフットケア

服部

服部

服部

川原

演習

服部
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【 1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
１年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 演習

6 演習

7

8

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野  科目：生活援助技術 Ⅲ
                                      (活動・休息）

授業計画

授業内容

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。

基本的な援助技術を科学的根拠に基づき、安全・安楽かつ効果的に実践できるように学修す
る。

樋口　美樹

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

活動・運動を支援する技術①
　意義
　生理学的メカニズム
　ニーズのアセスメント
　障害

担当

安楽かつ快適さを確保する技術
　安楽な体位とは
　同一体位の弊害
　安楽な姿勢
　体位の保持（ポジショニング）

演習前に
看護技術を
まとめておく

基礎看護技術を学習していきますので、予習、復習を行ってください
また、演習前には課題の提示をします

技術試験、終講試験（技術試験・小レポート）

系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ　【医学書院】
新体系看護学全書　基礎看護　【メヂカルフレンド社】

講義前に
教科書を
読んでくる

体位変換・移乗・移送の援助③
　体位変換～車椅子への移動・移送～
　ベッドへの移動～体位変換

演習

活動・運動を支援する技術②
　援助の実際
　（体位変換・保持）
　（床上運動）
　（歩行・移動介助）
　（移乗介助）

ナーシング・グラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　【メディカ出版】
竹尾恵子　『看護技術プラクティス』　【学研】

体位変換・移乗・移送の援助①
　さまざまな場面における体位変換
　（ストレッチャー移送）

体位変換・移乗・移送の援助②
　（車椅子での移送）

睡眠・休息を促す技術
　意義
　生理学的メカニズム
　ニーズのアセスメント
　障害
　援助の実際
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【 1単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 演習

6 演習

7 講義

8 講義

9 講義

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　科目：生活援助技術Ⅳ(食事・排泄）

授業内容 担当

　　　　　　　　樋口　美樹

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

授業計画

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。

基本的な援助技術を科学的根拠に基づき、安全・安楽かつ効果的に実践できるように学修
する。

食事・栄養を促す技術①
　食事と栄養に関する基礎知識
　医療施設で提供される食事

食事・栄養を促す技術⑥
　経管栄養（経鼻胃チューブの挿入）

食事・栄養を促す技術②
　栄養状態のアセスメント

食事・栄養を促す技術③
　経口摂取の援助

ナーシング・グラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　【メディカ出版】
竹尾恵子  『看護技術プラクティス』　【学研】

排泄を促す援助⑨
　（浣腸）

講義前に
教科書を
読んでくる

演習前に
看護技術を
まとめておく

基礎看護技術を学習していきますので、予習、復習を行ってください

終講試験（筆記試験・小レポート）

排泄を促す援助⑦
　（導尿又は膀胱留置カテーテルの挿入）

排泄を促す援助⑧
　（摘便）

排泄を促す援助⑥
　排泄援助（床上、ポータブルトイレ、オムツ等）

排泄を促す援助②
　排尿・排便のニーズのアセスメント

排泄を促す援助③
　排尿・排便障害の種類

排泄を促す援助④
　排泄援助（床上、ポータブルトイレ、オムツ等）

排泄を促す援助⑤
　排泄援助（床上、ポータブルトイレ、オムツ等）

系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅱ　【医学書院】
新体系看護学全書　基礎看護技術Ⅰ　【メヂカルフレンド社】

排泄を促す援助①
　排尿・排便の基礎知識

食事・栄養を促す技術④
　非経口的栄養摂取の援助

食事・栄養を促す技術⑤
　食事介助（嚥下障害のある患者を除く）
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【 １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

授業方法 事前学習等

1 講義
テキストを読ん
でおくこと

2 演習

3
ＧＷ
発表

4 演習

5
演習
講義

6
講義
演習

7
ＧＷ
発表

8 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　　科目：看護共通技術Ⅰ
                                (コミュ二ケーション）

授業計画

授業内容

終講試験（筆記試験・小レポート）

　  　ナーシング・グラフィカ　　基礎看護技術Ⅰ　【メディカ出版】

池田

池田

池田

池田

第4章　看護と人権尊重
　看護と人権
　インフォームドコンセントと看護者の役割

第3章　対人関係の振り返り
  プロセスレコードとは
　プロセスレコードの意義

　プロセスレコードの作成と分析

池田　敦子　他

看護実践の基盤となる対象の理解、共通する基本技術を科学的根拠に基づき学修する。

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。
３．人間関係を成立・発展させるために、コミュニケーション能力を身につける。

池田

担当

池田

池田

池田

第2章　看護場面での効果的なコミュニケー
　　　　　ション技術
 関係構築のためのコミュニケーションの基本
 効果的なコミュニケーションの実際

コミュニケーションの促進因子、抑制因子
　効果的なコミュニケーションの条件
　アサ―ティブネス

集団の合意（コンセンサス)①
　グループダイナミックス
　合意することの難しさと大切さ

集団の合意（コンセンサス)②
　演習の振り返りと発表

第1章　コミュニケーション技術
 　コミュニケーションを学ぶ意義と目的
　 コミュニケーションの構成要素と成立過程

【 1単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 演習

6 演習

7 講義

8 講義

9 講義

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　科目：生活援助技術Ⅳ(食事・排泄）

授業内容 担当

　　　　　　　　樋口　美樹

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

授業計画

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。

基本的な援助技術を科学的根拠に基づき、安全・安楽かつ効果的に実践できるように学修
する。

食事・栄養を促す技術①
　食事と栄養に関する基礎知識
　医療施設で提供される食事

食事・栄養を促す技術⑥
　経管栄養（経鼻胃チューブの挿入）

食事・栄養を促す技術②
　栄養状態のアセスメント

食事・栄養を促す技術③
　経口摂取の援助

ナーシング・グラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　【メディカ出版】
竹尾恵子  『看護技術プラクティス』　【学研】

排泄を促す援助⑨
　（浣腸）

講義前に
教科書を
読んでくる

演習前に
看護技術を
まとめておく

基礎看護技術を学習していきますので、予習、復習を行ってください

終講試験（筆記試験・小レポート）

排泄を促す援助⑦
　（導尿又は膀胱留置カテーテルの挿入）

排泄を促す援助⑧
　（摘便）

排泄を促す援助⑥
　排泄援助（床上、ポータブルトイレ、オムツ等）

排泄を促す援助②
　排尿・排便のニーズのアセスメント

排泄を促す援助③
　排尿・排便障害の種類

排泄を促す援助④
　排泄援助（床上、ポータブルトイレ、オムツ等）

排泄を促す援助⑤
　排泄援助（床上、ポータブルトイレ、オムツ等）

系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅱ　【医学書院】
新体系看護学全書　基礎看護技術Ⅰ　【メヂカルフレンド社】

排泄を促す援助①
　排尿・排便の基礎知識

食事・栄養を促す技術④
　非経口的栄養摂取の援助

食事・栄養を促す技術⑤
　食事介助（嚥下障害のある患者を除く）
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【   １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
年次・

開講時期
１年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 バイタルサイン測定①(バイタルサインの測定) 講義・演習

6 バイタルサイン測定② 講義・演習

7 バイタルサイン測定③ 講義・演習

8 バイタルサイン測定④ 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15
教育・指導
まとめ

講義・演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　科目：看護共通技術Ⅱ
                                       (ヘルスアセスメント）

授業計画

担当

手島

手島

手島

手島

手島

手島

手島

手島

ヘルスアセスメント①
フェイスシート（基礎情報）

系統別アセスメント③　 (　フィジカルアセスメント)
消化器

系統別アセスメント④　 (　フィジカルアセスメント)
運動器

系統別アセスメント⑤ (　フィジカルアセスメント)
感覚器・神経系

ヘルスアセスメント
社会・心理状態　スピリチュアル

終講試験（筆記試験・小レポート）、受講状況など総合的に評価する

手島

ナーシング・グラフィカ 基礎看護学②　基礎看護技術Ⅰ　 【メディカ出版】
フィジカルアセスメントがみえる【メディックメディア】

手島

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学［２］　基礎看護学Ⅰ【医学書院】
竹尾恵子　『看護技術プラクティス』　【学研】

看護実践の基盤となる対象の理解、共通する基本技術を科学的根拠に基づき学修する。

手島　淳介

手島

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。

授業内容

手島

手島

手島

手島

ヘルスアセスメント②
問診、視診、触診、打診、聴診

ヘルスアセスメント③　(身体計測)
身体計測、視診、触診、打診、聴診

看護記録
　看護記録とは
　記載・管理における留意点
　看護記録の構成

系統別アセスメント① (　フィジカルアセスメント)
呼吸器

系統別アセスメント②  (　フィジカルアセスメント)
循環器
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【  １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
年次・

開講時期
1年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6

7

8 演習

9
講義
GW

10
講義
GW

11
講義
GW

12 講義

13 演習

14 演習

15 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　科目：看護共通技術Ⅲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(安全・安楽の技術）

基礎看護技術を学習していきますので、予習、復習を行ってください

終講試験(筆記試験・小レポート）

授業計画

無菌操作①
　（スタンダード・プリコーション（標準予防策）に
　基づく手洗い）（必要な防具用具（手袋、ゴー
　グル、ガウン等）の選択・着脱）
　ガウンテクニック

演習

安楽確保の技術②（体温調節の援助）
 温罨法

安楽確保の技術④（安楽な体位の調整）（安楽の
促進・苦痛緩和のためのケア）（精神的安寧を保
つためのケア）
リラクセーション

感染防止の技術
　感染防止の基礎知識

標準予防対策の基礎知識と対策の実際
　手洗い・手指消毒・防護用具の着用

手島

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

　樋口　美樹　　　手島　淳介

樋口

樋口

系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅱ　【医学書院】
新体系看護学全書　基礎看護技術Ⅰ　【メヂカルフレンド社】

安楽確保の技術③（体温調節の援助）
 冷罨法

ナーシング・グラフィカ 基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　【メディカ出版】
医療安全ワークブック　　【医学書院】
竹尾恵子  『看護技術プラクティス』　【学研】

組織としての事故防止対策（インシデント・アクシ
デント発生時の速やかな報告）

患者誤認防止（患者の誤認防止策の実際）
誤薬防止　転倒・転落防止（安全な療養環境の整
備（転倒・転落・外傷予防））
薬剤・放射線暴露の防止　（放射能被ばく防止策
の実施）

手島

手島

手島

安楽確保の技術①
 罨法・リラクセーション

手島

手島

１．医療安全の重要性を理解し、安全確保の技術としての予防策ができる。
２．苦痛の緩和、安楽の確保技術を修得する。
３．感染の発生の要因を理解し、その防御のための知識と技術を修得する。

看護実践の基盤となる対象の理解、共通する基本技術を科学的根拠に基づき学修する。

安全確保の基礎知識

授業内容

感染経路別予防策の基礎知識と対策
　接触予防策、飛沫予防策、空気予防策

洗浄・消毒・滅菌の基礎知識と対策の実際
無菌操作の基礎知識と対策の実際

感染廃棄物の取扱いの基礎知識と対策の実際
カテーテル関連血流感染対策
針刺し防止の基礎知識と対策の実際

無菌操作②
　滅菌物の取扱い（無菌操作）（使用した器具
　の感染防止の取り扱い）（感染性廃棄物の取
　扱い）（針刺し事故の防止・事故後の対応）

担当

手島

【   １単位： 30時間 授業回数： 15回   】

担当教員
年次・

開講時期
１年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 バイタルサイン測定①(バイタルサインの測定) 講義・演習

6 バイタルサイン測定② 講義・演習

7 バイタルサイン測定③ 講義・演習

8 バイタルサイン測定④ 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15
教育・指導
まとめ

講義・演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　科目：看護共通技術Ⅱ
                                       (ヘルスアセスメント）

授業計画

担当

手島

手島

手島

手島

手島

手島

手島

手島

ヘルスアセスメント①
フェイスシート（基礎情報）

系統別アセスメント③　 (　フィジカルアセスメント)
消化器

系統別アセスメント④　 (　フィジカルアセスメント)
運動器

系統別アセスメント⑤ (　フィジカルアセスメント)
感覚器・神経系

ヘルスアセスメント
社会・心理状態　スピリチュアル

終講試験（筆記試験・小レポート）、受講状況など総合的に評価する

手島

ナーシング・グラフィカ 基礎看護学②　基礎看護技術Ⅰ　 【メディカ出版】
フィジカルアセスメントがみえる【メディックメディア】

手島

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学［２］　基礎看護学Ⅰ【医学書院】
竹尾恵子　『看護技術プラクティス』　【学研】

看護実践の基盤となる対象の理解、共通する基本技術を科学的根拠に基づき学修する。

手島　淳介

手島

１．対象の生活援助のための基本的知識を理解し、基礎技術を修得する。
２．演習を通して、看護者としての態度を身につける。

授業内容

手島

手島

手島

手島

ヘルスアセスメント②
問診、視診、触診、打診、聴診

ヘルスアセスメント③　(身体計測)
身体計測、視診、触診、打診、聴診

看護記録
　看護記録とは
　記載・管理における留意点
　看護記録の構成

系統別アセスメント① (　フィジカルアセスメント)
呼吸器

系統別アセスメント②  (　フィジカルアセスメント)
循環器
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分野：専門分野 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
テキストを
読んでおく
ように

2 講義

3 講義・GW
疾患学修
検査の基準値

4 講義・GW

5 講義・GW

6 講義

7 講義

8 講義

9
講義
ＧＷ

10
講義
ＧＷ

11
講義
ＧＷ

12
講義
ＧＷ

13
講義
ＧＷ

14
講義
ＧＷ

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ 自主的にかかわり、自分の考えをまとめ意見が言えるようにしましょう

１．看護過程の意義と目的が理解できる。
２．看護過程の構成要素と思考プロセスについて理解できる。
３．事例をもとに看護過程の展開をすることができる。

看護過程の概念を学び、看護課題を解決するための展開の方法を理解する。

服部

森

服部

アセスメント　情報の整理・分類③
正常・平常と異常の区別　解釈・判断・推論

関連図・全体像

手島

森

看護計画作成①
看護目標の設定

樋口

樋口

樋口

中尾　博美　服部　道枝
森　真澄　樋口　美樹　手島　淳介

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断　　【ヌーベールヒロカワ】

ＮＡＮＤＡ-I13領域

系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅰ　【医学書院】
看護がみえるvol.4　看護過程の展開　【メディックメディア】

終講試験(筆記試験・レポート）

看護過程展開の基盤となる考え方
　問題解決過程
　クリティカルシンキング

手島

中尾

担当

中尾

中尾

服部

森

手島

毎回、事前課
題を提示

レポートを提出

レポート提出

科目：看護共通技術Ⅳ
　　　(看護過程展開の技術）

授業計画

アセスメント　情報の整理・分類①
主観的情報と客観的情報の区別

アセスメント　情報の整理・分類②
正常・平常と異常の区別　解釈・判断・推論

GW発表・まとめ②

看護過程とは
　５つの構成要素
　５つの構成要素の関係性
　看護過程を用いることの利点

ゴードンの機能的健康パターン　事例紹介

実施・評価①
経過記録の書き方

実施・評価②
GW発表の準備

GW発表・まとめ①

看護問題の明確化

看護計画作成②
看護計画の立案

授業内容
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【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9
講義
演習

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義
演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　　科目：診療の補助技術

技術試験、終講試験(筆記試験・小レポート）

基礎看護技術を学習していきますので、予習、復習を行ってください
また、演習前には課題の提示をします

担当

呼吸・循環を整える技術①
　（口腔内・鼻腔内吸引）
　（ネブライザーを用いた気道内加湿）
　酸素吸入療法の基礎知識と実際
　吸引の基礎知識と実際

森

森

森

森

森

大久保

大久保

ナーシング・グラフィカ基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　【メディカ出版】
竹尾恵子　『看護技術プラクティス』　　【学研】

森

大久保　純子      森　真澄

診察や検査、治療、処置の基本的知識と援助技術について、科学的根拠に基づいて学修す
る。
看護師の役割を理解し援助技術を修得する。

１．診察や検査、治療、処置に必要な基礎的知識が理解でき、安全・安楽かつ正確に実施でき
る。
２．検査・治療の意義および検査・治療における看護者の役割を述べることができる。

筋肉注射（筋肉注射）(使用した器具の感染防止
の取扱い)(感染性廃棄物の取扱い)(無菌操作)(針
刺し事故の防止・事故後の対応)

系統別看護学講座　医療安全　【医学書院】
系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅱ　【医学書院】

テキストを読
んで事前学
習をして望む
こと

大久保

大久保

森

森

森

皮膚・創傷を管理する技術
　（創洗浄、創保護）
　創傷管理の基礎知識 、創傷処置、　褥瘡予防

森

大久保

授業計画

授業内容

検査・治療を安全かつ正確に行う技術
検査とは

与薬の基礎知識①
　経口与薬・吸入の基礎知識と実際

与薬の基礎知識②
点眼・点鼻の基礎知識と実際

与薬の基礎知識③
注射の実施法
皮下注射　　皮内注射  筋肉注射

救命救急処置技術②（緊急時の応援要請）（一次
救命処置BLS)（止血法の実施、包帯法）

呼吸・循環を整える技術②
　（酸素吸入療法の実施）（体位ドレナージ）

救命救急処置技術①　（緊急時の応援要請）
　　　　　　　　　　　 　　　（一次救命処置BLS)

採血（静脈血採血）(使用した器具の感染防止の
取扱い)(感染性廃棄物の取扱い)(無菌操作)(針刺
し事故の防止・事故後の対応)

診察・検査・処置の介助技術（検査の介助）（検
体ー尿、血液等ー）の取り扱い
　診察の介助
　生体検査

穿刺・洗浄の介助の基礎知識・実際①

穿刺・洗浄の介助の基礎知識・実際②

与薬の基礎知識④
静脈注射　輸血管理

分野：専門分野 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
テキストを
読んでおく
ように

2 講義

3 講義・GW
疾患学修
検査の基準値

4 講義・GW

5 講義・GW

6 講義

7 講義

8 講義

9
講義
ＧＷ

10
講義
ＧＷ

11
講義
ＧＷ

12
講義
ＧＷ

13
講義
ＧＷ

14
講義
ＧＷ

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ 自主的にかかわり、自分の考えをまとめ意見が言えるようにしましょう

１．看護過程の意義と目的が理解できる。
２．看護過程の構成要素と思考プロセスについて理解できる。
３．事例をもとに看護過程の展開をすることができる。

看護過程の概念を学び、看護課題を解決するための展開の方法を理解する。

服部

森

服部

アセスメント　情報の整理・分類③
正常・平常と異常の区別　解釈・判断・推論

関連図・全体像

手島

森

看護計画作成①
看護目標の設定

樋口

樋口

樋口

中尾　博美　服部　道枝
森　真澄　樋口　美樹　手島　淳介

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断　　【ヌーベールヒロカワ】

ＮＡＮＤＡ-I13領域

系統別看護学講座　基礎看護技術Ⅰ　【医学書院】
看護がみえるvol.4　看護過程の展開　【メディックメディア】

終講試験(筆記試験・レポート）

看護過程展開の基盤となる考え方
　問題解決過程
　クリティカルシンキング

手島

中尾

担当

中尾

中尾

服部

森

手島

毎回、事前課
題を提示

レポートを提出

レポート提出

科目：看護共通技術Ⅳ
　　　(看護過程展開の技術）

授業計画

アセスメント　情報の整理・分類①
主観的情報と客観的情報の区別

アセスメント　情報の整理・分類②
正常・平常と異常の区別　解釈・判断・推論

GW発表・まとめ②

看護過程とは
　５つの構成要素
　５つの構成要素の関係性
　看護過程を用いることの利点

ゴードンの機能的健康パターン　事例紹介

実施・評価①
経過記録の書き方

実施・評価②
GW発表の準備

GW発表・まとめ①

看護問題の明確化

看護計画作成②
看護計画の立案

授業内容
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分野：専門分野 科目：暮らしと健康 【1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

2
講義
演習

3
講義
演習

4 講義

5
講義
演習

6
講義
演習

7 発表

8 発表

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

地域・在宅看護の基盤　地域・在宅看護論①　【医学書院】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】
国民衛生の動向　【厚生統計協会】
看護師教育のための地域看護概説　【ヌーヴェルヒロカワ】

終講試験（筆記試験・レポート）

近藤

近藤

近藤　加奈子

人の生活を中心とした環境の変化を捉え、環境と生活との相互作用から、環境が生活や健
康に与える影響とそれを支える人々と社会資源について学ぶ。

１． 暮らしを理解するとともに、暮らしが健康に与える影響を理解する。
２． 地域・在宅看護論の対象と活動の基盤となる概念を理解する。
３． 人々の暮らしを支える社会資源について理解する。

授業計画

授業内容

地域・在宅看護論の対象

暮らすということ①

暮らすということ②

地域の生活環境が健康に与える影響

支え合って生きるとは

人々と社会資源の関わり②

人々と社会資源の関わり③

担当

人々と社会資源の関わり① 近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤
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【1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
「暮らしと健康」で
学んだことを復習
してくる

2
講義
演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 ＧＷ

7 ＧＷ

8 発表

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】
看護師教育のための地域看護概説   【 ヌーヴェルヒロカワ】
国民衛生の動向　 財団法人 厚生統計協会

終講試験（発表・レポート）

近藤

近藤
健康な環境のアセスメント⑦
　グループ発表
　まとめ

発達段階レベル、疾患や障害を持って地域で暮らす人の視点から特定の地域をアセスメント
する。公衆衛生学的視点から地域特性と人々の生活及び健康について探求する。

１． 人と生活にかかわる環境の変化について説明できる。
２． 生活環境が人の健康に与える影響と対策について具体的な例を用いて説明できる。
３． 特定の地域を地区踏査し、公衆衛生学的視点から地域特性と人々の健康について
考察できる。

授業内容

健康な暮らしと環境

担当

近藤

地域・在宅看護の基盤　地域・在宅看護論①　【医学書院】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】

分野：専門分野　　　科目：地域を視る

近藤

近藤

近藤

近藤
授業計画

近藤

健康な環境のアセスメント①
　地区踏査の演習の説明・準備

健康な環境のアセスメント②
　準備・地区踏査

健康と環境のアセスメント③
　地区踏査

健康な環境のアセスメント④
　地区踏査

健康な環境のアセスメント⑥
　分析

健康な環境のアセスメント⑤
　分析

近藤　加奈子

分野：専門分野 科目：暮らしと健康 【1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

2
講義
演習

3
講義
演習

4 講義

5
講義
演習

6
講義
演習

7 発表

8 発表

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

地域・在宅看護の基盤　地域・在宅看護論①　【医学書院】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】
国民衛生の動向　【厚生統計協会】
看護師教育のための地域看護概説　【ヌーヴェルヒロカワ】

終講試験（筆記試験・レポート）

近藤

近藤

近藤　加奈子

人の生活を中心とした環境の変化を捉え、環境と生活との相互作用から、環境が生活や健
康に与える影響とそれを支える人々と社会資源について学ぶ。

１． 暮らしを理解するとともに、暮らしが健康に与える影響を理解する。
２． 地域・在宅看護論の対象と活動の基盤となる概念を理解する。
３． 人々の暮らしを支える社会資源について理解する。

授業計画

授業内容

地域・在宅看護論の対象

暮らすということ①

暮らすということ②

地域の生活環境が健康に与える影響

支え合って生きるとは

人々と社会資源の関わり②

人々と社会資源の関わり③

担当

人々と社会資源の関わり① 近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤
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分野：専門分野 科目：地域保健活動 【1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
GW

「地域を視る」で
得た各領域別の
強み・弱みの視
点を振り返る

3
講義
演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤　加奈子

地域包括ケアシステムにおける自助・互助の促進に向けて地域で生活する人々の健康の保
持増進・疾病予防に必要な保健活動を学ぶ。

１． 健康寿命延伸に向けて地域で生活する人々の健康課題を理解する。
２． 健康保持増進・疾病予防の保健活動の具体的な方法を理解する。

授業計画

授業内容

地域保健活動とは①

地域保健活動とは②

健康講座①
　演習の説明・準備

健康講座②
　情報収集・媒体作成

健康講座③
　情報収集・媒体作成

健康講座⑤
　各グループ発表

健康講座⑥
　各グループ発表
　まとめ

担当

健康講座④
　発表準備

近藤

地域・在宅看護の基盤　地域・在宅看護論①　【医学書院】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】
看護師教育のための地域看護概説　【ヌーヴェルヒロカワ】
国民衛生の動向　【厚生統計協会】

終講試験（発表・レポート）

近藤

近藤
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分野：専門分野　　科目：地域・在宅看護概論 【１単位： 30時間 授業回数：　　15回 】

担当教員
年次・
開講時期

２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
演習

2
講義
演習

3 講義

4 講義

5 講義

6
講義
演習

7 講義

8 演習

9 講義

10 講義

11 講義

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義
演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

ナーシンググラフィカ　在宅看護論①　在宅療養を支えるケア【メディカ出版】
地域・在宅看護の基盤　地域・在宅看護論①　【医学書院】

在宅療養を支える訪問看護②
　訪問看護サービスの展開

授業計画

授業内容

在宅看護の概念①
　在宅看護の背景　　　在宅看護の基盤
　在宅療養を支える在宅看護の役割・機能

在宅看護の概念②
　在宅看護を展開するための基本理念
　在宅看護における倫理

地域療養を支える制度②
　介護保険サービスの種類と特徴

在宅療養を支える訪問看護③
　訪問看護の記録

在宅看護における安全と健康危機管理①
　在宅看護における危機管理
　日常生活における安全管理

地域包括ケアシステムにおける在宅看護③
　在宅看護におけるケースマネジメント／ケアマネジメント

地域療養を支える制度③
　生活保護制度　障害者に関連する法律　　難病法
　子どもの在宅療養を支える制度と社会資源

在宅療養者と家族の支援

地域包括ケアシステムにおける在宅看護②
　地域包括ケアシステムにおける多職種・多機関連携

在宅看護における安全と健康危機管理②
　災害時における在宅療養者と家族の健康危機管理

池田　敦子

地域・在宅看護論の対象及び家族の特徴を知り、療養を支える制度及び社会資源について学ぶ。
地域包括ケアシステム等の構築の推進における地域・在宅看護の役割を学ぶ。

１．地域・在宅看護論の対象及びその家族の特徴から在宅看護の目的を理解する。
２．在宅療養を支える制度・社会資源を理解する。
３．地域包括ケアシステム等の推進における多職種との連携・協働について理解する。
４．在宅療養を支える訪問看護の役割と機能について理解する。

地域包括ケアシステムにおける在宅看護①
　地域包括ケアシステム
　療養の場の移行に伴う看護

在宅療養を支える訪問看護①
　訪問看護の特徴
　在宅ケアを支える訪問看護ステーション

池田

地域療養を支える制度④
　在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源
　高齢者施策

池田

池田

地域療養を支える制度①
　社会資源の活用
　医療保険制度　　後期高齢者医療制度
　介護保険制度

終講試験(筆記試験）

担当

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

国民衛生の動向　最新版　財団法人　【厚生統計協会】
事例で考える　訪問看護の倫理【日本看護協会出版会】

池田

池田

分野：専門分野 科目：地域保健活動 【1単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
GW

「地域を視る」で
得た各領域別の
強み・弱みの視
点を振り返る

3
講義
演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤　加奈子

地域包括ケアシステムにおける自助・互助の促進に向けて地域で生活する人々の健康の保
持増進・疾病予防に必要な保健活動を学ぶ。

１． 健康寿命延伸に向けて地域で生活する人々の健康課題を理解する。
２． 健康保持増進・疾病予防の保健活動の具体的な方法を理解する。

授業計画

授業内容

地域保健活動とは①

地域保健活動とは②

健康講座①
　演習の説明・準備

健康講座②
　情報収集・媒体作成

健康講座③
　情報収集・媒体作成

健康講座⑤
　各グループ発表

健康講座⑥
　各グループ発表
　まとめ

担当

健康講座④
　発表準備

近藤

地域・在宅看護の基盤　地域・在宅看護論①　【医学書院】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】
看護師教育のための地域看護概説　【ヌーヴェルヒロカワ】
国民衛生の動向　【厚生統計協会】

終講試験（発表・レポート）

近藤

近藤



− 60 −

分野：専門分野 科目：
地域・在宅看護方法論Ⅰ
（在宅療養を支える技術）

【1単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・
開講時期

２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 演習

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7
講義
演習

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

近藤

初回訪問の面接技術

基礎看護学の学
修内容を援助項
目ごとにまとめて
復習しておく

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤　加奈子

療養者と家族の生活を支える日常生活援助の特徴とその方法を学ぶ。

１．在宅看護活動における好ましいコミュニケーション方法を修得する。
２．対象者の障害に応じた援助方法を修得する。
３．在宅ケアにおける安全を理解する。

授業計画

授業内容

在宅で求められる看護技術援助①
　呼吸に関する在宅看護技術

在宅で求められる看護技術援助②
　食生活・嚥下に関する在宅看護技術

在宅で求められる看護技術援助③
　排泄・移動に関する在宅看護技術

在宅で求められる看護技術援助④
　清潔に関する在宅看護技術

在宅で看護を展開するにあたって

継続訪問の在宅看護演習②
　ロールプレイ（日常生活援助）

担当

近藤

継続訪問の在宅看護演習①
　演習；計画作成・準備

近藤

継続訪問の在宅看護演習③
　ロールプレイ（日常生活援助）

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】

国民衛生の動向　最新版　財団法人　【厚生統計協会】

終講試験（筆記試験・課題レポート）

在宅医療を支える医療機器

在宅における医療管理を要する人の看護②
　経管栄養法、在宅中心静脈栄養法

在宅における医療管理を要する人の看護③
　非侵襲的陽圧換気療法、在宅酸素療法(HOT)

在宅における医療管理を要する人の看護④
　在宅人工呼吸療法と排痰法、

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

在宅における医療管理を要する人の看護⑤
　外来がん治療の支援、疼痛緩和

在宅における医療管理を要する人の看護①
　褥瘡、膀胱留置カテーテル、ストーマ
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分野：専門分野　科目：
地域・在宅看護方法論Ⅱ
（状態別看護）

【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・
開講時期

２年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
DVD

2
講義
DVD

3
講義
DVD

4 講義

5 講義

6
講義
DVD

7 講義

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15
演習
講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

在宅看護の事例展開③
　追加情報の整理

池田　敦子

在宅看護介入時期別及び状態別の看護の特徴を知り、訪問看護の実践に向けた看護展開方法を学
ぶ。

１．在宅看護介入時期別の在宅看護の特徴が理解できる。
２．疾病や障害を持つ療養者と家族の生活を踏まえたニーズを理解し、看護実践方法を学ぶ。

授業計画

授業内容

在宅療養者の看護①
　在宅看護介入時期別の特徴

在宅療養者の看護②
　難病療養者の看護

在宅療養者の看護③
　小児の看護

在宅療養者の看護④
　精神疾患の看護

在宅療養者の看護⑤
　認知症高齢者の看護

在宅療養者の看護⑥
　終末期の看護

在宅看護の事例展開①
　演習内容、事例概要説明

在宅看護の事例展開②
　情報収集
　疾患理解

担当

池田

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】

終講試験(筆記試験・レポート）

在宅看護の事例展開④
　生活上の課題整理

在宅看護の事例展開⑤
　全体像、目標設定

在宅看護の事例展開⑥
　看護計画、訪問時の援助計画

在宅看護の事例展開⑦
　訪問場面の実践

在宅看護の事例展開⑧
　訪問場面の実践

在宅看護の事例展開⑨
　実践の振り返り及びまとめ

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

池田

分野：専門分野 科目：
地域・在宅看護方法論Ⅰ
（在宅療養を支える技術）

【1単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・
開講時期

２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 演習

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7
講義
演習

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

近藤

初回訪問の面接技術

基礎看護学の学
修内容を援助項
目ごとにまとめて
復習しておく

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤　加奈子

療養者と家族の生活を支える日常生活援助の特徴とその方法を学ぶ。

１．在宅看護活動における好ましいコミュニケーション方法を修得する。
２．対象者の障害に応じた援助方法を修得する。
３．在宅ケアにおける安全を理解する。

授業計画

授業内容

在宅で求められる看護技術援助①
　呼吸に関する在宅看護技術

在宅で求められる看護技術援助②
　食生活・嚥下に関する在宅看護技術

在宅で求められる看護技術援助③
　排泄・移動に関する在宅看護技術

在宅で求められる看護技術援助④
　清潔に関する在宅看護技術

在宅で看護を展開するにあたって

継続訪問の在宅看護演習②
　ロールプレイ（日常生活援助）

担当

近藤

継続訪問の在宅看護演習①
　演習；計画作成・準備

近藤

継続訪問の在宅看護演習③
　ロールプレイ（日常生活援助）

ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術【メディカ出版】

国民衛生の動向　最新版　財団法人　【厚生統計協会】

終講試験（筆記試験・課題レポート）

在宅医療を支える医療機器

在宅における医療管理を要する人の看護②
　経管栄養法、在宅中心静脈栄養法

在宅における医療管理を要する人の看護③
　非侵襲的陽圧換気療法、在宅酸素療法(HOT)

在宅における医療管理を要する人の看護④
　在宅人工呼吸療法と排痰法、

近藤

近藤

近藤

近藤

近藤

在宅における医療管理を要する人の看護⑤
　外来がん治療の支援、疼痛緩和

在宅における医療管理を要する人の看護①
　褥瘡、膀胱留置カテーテル、ストーマ
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分野：専門分野 科目：成人看護学概論 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
ＧＷ

3 講義

4
講義
GW

5
講義
GW

6
講義
GW

7
講義
GW

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15
講義
ＧＷ

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎　亜矢子

現代社会を生きる成人期の特徴と健康問題を理解し、健康生活をはぐくむ看護援助を学ぶ。
成人期にある人とその家族を看護するうえで、必要な概念、理論を学修する。

１．成人期にある対象の特徴を理解できる。
２．成人期にある対象の健康レベルに応じた看護がわかる。
３．成人期にある対象に有用な理論や概念が理解できる。
４．成人期における現代社会の背景と生活状況から健康問題を理解し、健康の保持・増進の
    ために必要な知識を理解する。

担当

宮崎

授業計画

授業内容

成人期の対象の理解①

成人期の対象の理解②

成人の生活を理解する視点と方法②

成人への看護アプローチへの基本②

成人期にみられる健康障害③

成人期にみられる健康障害①

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴⑤
　終末期

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴③
　慢性期

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴④
　回復期

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴②
　急性期

成人期にみられる健康障害②

成人の生活を理解する視点と方法①

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴①
　ヘルスプロモーション

成人への看護アプローチへの基本①

宮崎

予習、復習をして講義に臨みましょう

ナーシング・グラフィカ　成人看護学①　成人看護学概論　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康危機状態/セルフケアの再獲得　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学③　セルフマネジメント　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学⑤　臨床看護総論

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

系統看護学講座　専門分野　　成人看護学総論　　【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　　臨床看護総論　　　【医学書院】
国民衛生の動向　厚生統計協会

終講試験（筆記試験、レポート）

健康観の多様性と看護
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分野：専門分野 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・
開講時期

２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
GW

13
講義
GW

14
講義
GW

15
講義
GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

栗原

津留﨑

津留﨑

終講試験（筆記試験、レポート）

予習、復習をして講義に臨みましょう

津留﨑

長主

松雪

松雪

長主

松雪

松雪

松雪

ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護⑥　内部環境調整機能障害/性・生殖機能障害
【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護②　栄養代謝機能障害【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護③　造血機能障害/免疫機能障害【メディカ出版】

身体防御機能の障害のある患者の看護②

ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護⑧　腎/泌尿器/内分泌・代謝【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護③　消化器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護④　血液/アレルギー・膠原病/感染症【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカEX　疾患と看護⑥　眼/耳鼻咽喉/歯・口腔/皮膚【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学③　セルフマネジメント【メディカ出版】
看護過程に沿った対症看護　第５版　【Ｇａkken】

長主

松雪

セルフマネジメント支援①

　　栗原　幸子　　　津留﨑　孝義
　　長主　貴大　　　松雪　友恵

慢性・長期的な健康障害を持つ患者の特徴と看護を学ぶ。

１．慢性的に経過する症状に応じた看護の特徴が理解できる。
２．慢性・長期的な健康障害を持つ患者の検査・治療に必要な看護が理解できる。

科目：成人看護学方法論Ⅰ
　　　　（慢性期看護）

内分泌機能障害のある患者の看護②

担当

栗原

栗原

授業計画

授業内容

内分泌機能障害のある患者の看護①

身体防御機能の障害のある患者の看護①

代謝障害のある患者の看護

消化・吸収機能障害のある患者の看護②

ストーマケア

栄養代謝機能障害のある患者の看護

腎機能障害のある患者の看護
排尿機能障害のある患者の看護

糖尿病患者の看護
　血糖測定、自己注射指導

消化・吸収機能障害のある患者の看護①

セルフマネジメント支援②

セルフマネジメント支援③

セルフマネジメント支援④

分野：専門分野 科目：成人看護学概論 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
ＧＷ

3 講義

4
講義
GW

5
講義
GW

6
講義
GW

7
講義
GW

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15
講義
ＧＷ

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎　亜矢子

現代社会を生きる成人期の特徴と健康問題を理解し、健康生活をはぐくむ看護援助を学ぶ。
成人期にある人とその家族を看護するうえで、必要な概念、理論を学修する。

１．成人期にある対象の特徴を理解できる。
２．成人期にある対象の健康レベルに応じた看護がわかる。
３．成人期にある対象に有用な理論や概念が理解できる。
４．成人期における現代社会の背景と生活状況から健康問題を理解し、健康の保持・増進の
    ために必要な知識を理解する。

担当

宮崎

授業計画

授業内容

成人期の対象の理解①

成人期の対象の理解②

成人の生活を理解する視点と方法②

成人への看護アプローチへの基本②

成人期にみられる健康障害③

成人期にみられる健康障害①

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴⑤
　終末期

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴③
　慢性期

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴④
　回復期

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴②
　急性期

成人期にみられる健康障害②

成人の生活を理解する視点と方法①

成人期の健康レベルに応じた看護の特徴①
　ヘルスプロモーション

成人への看護アプローチへの基本①

宮崎

予習、復習をして講義に臨みましょう

ナーシング・グラフィカ　成人看護学①　成人看護学概論　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康危機状態/セルフケアの再獲得　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学③　セルフマネジメント　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学⑤　臨床看護総論

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

系統看護学講座　専門分野　　成人看護学総論　　【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　　臨床看護総論　　　【医学書院】
国民衛生の動向　厚生統計協会

終講試験（筆記試験、レポート）

健康観の多様性と看護
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分野：専門分野 【　　１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11
講義
GW

12 講義

13 講義

14
講義
演習

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

宮地

宮地

予習、復習をして講義に臨みましょう

集中治療を受ける患者の看護

ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護①　呼吸器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護②　循環器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護⑨　女性生殖器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　血液/アレルギー・膠原病/感染症【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑥　緩和ケア【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康危機状況/セルフケアの再獲得【メディカ出版】
看護過程に沿った対症看護　第５版　【Ｇａkken】

ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護①　呼吸機能障害/循環機能障害【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護⑥　内部環境調節機能障害/性・生殖機能障害
【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護③　造血機能障害/免疫機能障害【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学⑤　臨床看護総論【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学①　看護学概論【メディカ出版】

終講試験（筆記試験、レポート）

宮崎

宮崎

救急看護　クリティカルケア①

救急看護　クリティカルケア③
医療機器の操作・管理

森

森

科目：成人看護学方法論Ⅱ
　　　　（急性期看護）

宮崎

がん患者への看護②

担当

森

森

宮崎

救急看護　クリティカルケア②

宮地　千加子　　林田　晶子
　森　さつき　　　　宮崎　亜矢子

健康の危機状況にある患者の特徴と看護を学ぶ。

１． 健康の危機状況にある症状に応じた看護の特徴が理解できる。
２． 健康の危機状況にある患者の検査・治療に必要な看護が理解できる。
３． 急性期にある患者や家族の倫理について考えることができる

宮崎

林田

林田

林田

宮地

授業計画

授業内容

呼吸機能障害のある患者の看護②

呼吸機能障害のある患者の看護③

循環機能障害のある患者の看護②

循環機能障害のある患者の看護③

がん患者への看護①

循環機能障害のある患者の看護①

呼吸機能障害のある患者の看護①

造血機能障害のある患者の看護

性・生殖・乳腺機能障害のある患者の看護

急性期看護と倫理
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分野：専門分野 【  １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
２年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9
講義
演習

10
講義
演習

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15
講義
試験

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

松雪

予習、復習をして講義に臨みましょう      

回復期にある患者の看護過程展開③

ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護⑤　脳・神経【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護⑦　運動器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑤　リハビリテーション看護【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護④　脳・神経機能障害/感覚機能障害【メディカ出
版】
看護過程に沿った対症看護　第５版　【Ｇａkken】

ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康危機状況/セルフケアの再獲得【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護④　脳・神経機能障害/感覚機能障害【メディカ出
版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護⑤　運動機能障害【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護⑥　眼/耳鼻咽喉/歯・口腔/皮膚【メディカ出版】

終講試験（筆記試験、レポート）

松雪

松雪

松雪

松雪

回復期にある患者の看護過程展開②

回復期にある患者の看護過程展開①

回復期にある患者の看護過程展開⑤

松雪

本川

本川

本川

成冨

岳

岳

岳

成冨

成冨

本川　満　　　　岳　弘子
成冨　耕治　　　　松雪　友恵

回復期の対象を理解し、障害の程度に応じた援助に必要な知識、技術を学ぶ。
回復期の対象と家族の生活行動の再獲得、社会復帰を目指した看護を学ぶ。

１． リハビリテーションの意味と看護師の役割について理解する。
２． 回復過程にある対象を理解し、社会復帰に必要な看護を理解する。

担当

科目：成人看護学方法論Ⅲ
　　　　（回復期看護）

授業計画

授業内容

脳・神経機能障害のある患者の看護②

脳・神経機能障害のある患者の看護③

運動機能障害のある患者の看護①

運動機能障害のある患者の看護②

リハビリテーション看護①

リハビリテーション看護②

リハビリテーション看護③
　自動・他動運動の援助

感覚機能障害のある患者の看護

脳・神経機能障害のある患者の看護①

回復期にある患者の看護過程展開④

運動機能障害のある患者の看護③

分野：専門分野 【　　１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11
講義
GW

12 講義

13 講義

14
講義
演習

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

宮地

宮地

予習、復習をして講義に臨みましょう

集中治療を受ける患者の看護

ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護①　呼吸器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護②　循環器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護⑨　女性生殖器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカＥＸ　血液/アレルギー・膠原病/感染症【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑥　緩和ケア【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康危機状況/セルフケアの再獲得【メディカ出版】
看護過程に沿った対症看護　第５版　【Ｇａkken】

ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護①　呼吸機能障害/循環機能障害【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護⑥　内部環境調節機能障害/性・生殖機能障害
【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　健康の回復と看護③　造血機能障害/免疫機能障害【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学⑤　臨床看護総論【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学①　看護学概論【メディカ出版】

終講試験（筆記試験、レポート）

宮崎

宮崎

救急看護　クリティカルケア①

救急看護　クリティカルケア③
医療機器の操作・管理

森

森

科目：成人看護学方法論Ⅱ
　　　　（急性期看護）

宮崎

がん患者への看護②

担当

森

森

宮崎

救急看護　クリティカルケア②

宮地　千加子　　林田　晶子
　森　さつき　　　　宮崎　亜矢子

健康の危機状況にある患者の特徴と看護を学ぶ。

１． 健康の危機状況にある症状に応じた看護の特徴が理解できる。
２． 健康の危機状況にある患者の検査・治療に必要な看護が理解できる。
３． 急性期にある患者や家族の倫理について考えることができる

宮崎

林田

林田

林田

宮地

授業計画

授業内容

呼吸機能障害のある患者の看護②

呼吸機能障害のある患者の看護③

循環機能障害のある患者の看護②

循環機能障害のある患者の看護③

がん患者への看護①

循環機能障害のある患者の看護①

呼吸機能障害のある患者の看護①

造血機能障害のある患者の看護

性・生殖・乳腺機能障害のある患者の看護

急性期看護と倫理
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分野：専門分野 科目：老年看護学概論 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義

演
習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
高齢者と会話をし
て参加する

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7
講義
演習

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12
GW
演習

5　高齢者のヘル
スプロモーション

13
GW
演習

14
GW
演習

15 GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

真田

真田

終講試験（筆記試験・レポート）

高齢者の疑似体験をします。身近におられる高齢者の方とお話ししてみましょう

「老いる」ということ

ナーシング・グラフィカ老年看護学①　高齢者の健康と障害　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ老年看護学②　高齢者看護の実践　　【メディカ出版】

真田

真田

系統看護学講座　専門基礎分野Ⅱ　　老年看護学　　【医学書院】
系統看護学講座　専門基礎分野Ⅱ　　老年看護　病態・疾病論　　【医学書院】
国民衛生の動向　財団法人　【厚生統計協会】

真田

真田

真田

真田

真田

真田

真田

真田

テキストを読む
1 高齢者の理

解

真田

テキストを読む
2 高齢者をとり

まく世界

テキストを読む
3 高齢者看護

の基本

テキストを読む
4 高齢者看護

の基本

真田

授業計画

授業内容

高齢者とは

高齢者をとりまく社会②
　高齢者を支える制度、社会資源

地域包括ケアシステムと多様な生活の場
における看護①

地域包括ケアシステムと多様な生活の場
における看護②

高齢者疑似体験 ②

高齢者看護の基本①
　高齢者看護の特性
　高齢者看護にかかわる諸理論

高齢者のヘルスプロモーション

高齢者看護の基本②
　高齢者看護における倫理

高齢者疑似体験 ①

高齢者看護の基本③
　高齢者と医療安全
　高齢者と災害看護

高齢者の加齢に伴う変化

高齢者の特徴と理解
高齢者にとっての健康

高齢者とQOL

高齢者をとりまく社会①
　高齢者の生活と家族、生活する場

真田　洋子

老年期の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな特徴を理解し、医療・保健・介護・福祉
の現状、高齢者保健医療福祉対策、高齢社会における課題と対策等を学修する。

１．老年期の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな特徴を説明することができる.。
２．高齢者を取り巻く社会の動向を理解し保健医療福祉制度や施策を理解する。
３．生活を支えるという視点で老年看護の役割を理解する。

担当

真田
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分野：専門分野

担当教員
年次・
開講時期

2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義 テキストを読んでくる

2 講義 テキストを読んでくる

3 講義 テキストを読んでくる

4 講義 テキストを読んでくる

5 講義 テキストを読んでくる

6 演習 テキストを読んでくる

7 講義 テキストを読んでくる

8 講義 テキストを読んでくる

9 演習 テキストを読んでくる

10 講義 テキストを読んでくる

11 講義 テキストを読んでくる

12 講義 テキストを読んでくる

13 演習
参考書・ネットを見てレ
クレーションを考えてく
る

14 演習 レクレーション準備

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

福田

福田

福田

福田

福田

授業計画

授業内容

高齢者の理解
　老年症候群・フレイル・サルコペニア

高齢者看護の基本
　フィジカルアセスメント

高齢者のヘルスプロモーション
　転倒予防

高齢者の生活を支える看護①
　コミュニケーション

高齢者の生活を支える看護②
　食生活

高齢者の生活を支える看護③
　嚥下・食事介助

高齢者の生活を支える看護⑤
　清潔・衣生活

高齢者の生活を支える看護⑥
　排泄・生活・衣生活の援助

高齢者の生活を支える看護⑦
　活動と休息

高齢者の生活を支える看護⑧
　歩行・移動

高齢者の生活を支える看護⑨
　呼吸・循環機能障害

高齢者の生活を支える看護④
　排泄

まとめ

レクレーション計画②
　実施

レクレーション計画①
　計画書作成・準備

老年期の患者さんにとって何をどこまでどのように援助する必要があるのか考えましょう

福田

ナーシング・グラフィカ老年看護学①　高齢者の健康と障害　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ老年看護学②　高齢者看護の実践　　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ成人看護学⑤　リハビリテーション看護【メディカ出版】
看護技術プラクティス　【学研】

福田

看護根拠と事故防止から見た老年看護技術【医学書院】

終講試験（レポート・筆記試験）

授業回数： 15回 】
（ADLに障害を有する高齢者の看護）

担当

福田　早苗　　　

高齢者の生活や家族を理解したうえで、生活を営むために不可欠な生活行動に着眼し、高齢者のもてる力を活用できる
ような老年看護に必要な技術を学修する。

ADLに障害を有する高齢者が営む生活状況を理解し、対象のもてる力を活用できる援助・関わりを理解することができ
る。

科目：老年看護学方法論Ⅰ 【１単位： 30時間

福田

福田

福田

福田

福田

福田

福田

福田

分野：専門分野 科目：老年看護学概論 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
1年後期 授業形態 講義

演
習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
高齢者と会話をし
て参加する

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7
講義
演習

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12
GW
演習

5　高齢者のヘル
スプロモーション

13
GW
演習

14
GW
演習

15 GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

真田

真田

終講試験（筆記試験・レポート）

高齢者の疑似体験をします。身近におられる高齢者の方とお話ししてみましょう

「老いる」ということ

ナーシング・グラフィカ老年看護学①　高齢者の健康と障害　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ老年看護学②　高齢者看護の実践　　【メディカ出版】

真田

真田

系統看護学講座　専門基礎分野Ⅱ　　老年看護学　　【医学書院】
系統看護学講座　専門基礎分野Ⅱ　　老年看護　病態・疾病論　　【医学書院】
国民衛生の動向　財団法人　【厚生統計協会】

真田

真田

真田

真田

真田

真田

真田

真田

テキストを読む
1 高齢者の理

解

真田

テキストを読む
2 高齢者をとり

まく世界

テキストを読む
3 高齢者看護

の基本

テキストを読む
4 高齢者看護

の基本

真田

授業計画

授業内容

高齢者とは

高齢者をとりまく社会②
　高齢者を支える制度、社会資源

地域包括ケアシステムと多様な生活の場
における看護①

地域包括ケアシステムと多様な生活の場
における看護②

高齢者疑似体験 ②

高齢者看護の基本①
　高齢者看護の特性
　高齢者看護にかかわる諸理論

高齢者のヘルスプロモーション

高齢者看護の基本②
　高齢者看護における倫理

高齢者疑似体験 ①

高齢者看護の基本③
　高齢者と医療安全
　高齢者と災害看護

高齢者の加齢に伴う変化

高齢者の特徴と理解
高齢者にとっての健康

高齢者とQOL

高齢者をとりまく社会①
　高齢者の生活と家族、生活する場

真田　洋子

老年期の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな特徴を理解し、医療・保健・介護・福祉
の現状、高齢者保健医療福祉対策、高齢社会における課題と対策等を学修する。

１．老年期の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな特徴を説明することができる.。
２．高齢者を取り巻く社会の動向を理解し保健医療福祉制度や施策を理解する。
３．生活を支えるという視点で老年看護の役割を理解する。

担当

真田
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分野：専門分野

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
GW

テキストを読む

2
講義
GW

テキストを読む

3
講義
GW

テキストを読む

4
講義
GW

テキストを読む

5
講義
GW

テキストを読む

6
講義
GW

テキストを読む

7
講義
GW

テキストを読む

8
講義
GW

テキストを読む

9
講義
GW

テキストを読む

10
講義
GW

テキストを読む

11
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

12
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

13
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

14
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

15
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

高齢者の特性や患者の個性、疾病の特性を理解し、心理・精神面機能面への影響を考慮しな
がら、高齢者に多い疾患の事例で看護過程を展開し、援助方法を考え、看護実践へつなげ
る。

福田

福田

深山

深山

深山

深山

深山

深山

健康逸脱からの回復を促す看護⑥
　インフルエンザ　肺炎

１．高齢者の健康障害・疾患の特徴と援助方法、看護の方法を理解する。
２．認知症患者を理解し、ケアの意味と技法について説明できる。
３．老年看護における看護過程を展開することができる。

担当

深山

深山

30時間 授業回数： 15回 】

深山　加寿代　福田　早苗

科目：老年看護学方法論Ⅱ

(疾病論 認知症を有する高齢者の看護）

【１単位：

健康逸脱からの回復を促す看護④
　脳卒中　心不全

健康逸脱からの回復を促す看護⑤
　糖尿病　慢性閉塞性肺疾患

老年看護学における看護過程の展開④
　看護計画

老年看護学における看護過程の展開⑤
　発表

ナーシング・グラフィカ老年看護学①　高齢者の健康と障害　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ老年看護学②　高齢者看護の実践　　【メディカ出版】
看護技術　プラクティス　【学研】

終講試験（筆記試験、レポート）

健康逸脱からの回復を促す看護⑦
　骨粗鬆症　骨折

健康逸脱からの回復を促す看護⑧
　うつ　せん妄

健康逸脱からの回復を促す看護⑨
　認知症①

老年看護学における看護過程の展開③
　関連図
　

深山

深山

福田

福田

福田

授業計画

授業内容

健康逸脱からの回復を促す看護⑩
　認知症②

老年看護学における看護過程の展開①
　情報収集

老年看護学における看護過程の展開②
　アセスメント

健康逸脱からの回復を促す看護①
　発熱　痛み　掻痒

健康逸脱からの回復を促す看護②
　脱水　嘔吐　浮腫

健康逸脱からの回復を促す看護③
　倦怠感　褥瘡・スキン-テア
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【  １単位： 30時間

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 ニュース調べ

2

3 GW発表

4
講義
GW

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 GW

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

西
小児とは（１）
　小児を取り巻く環境

分野：専門分野　　科目：小児看護学概論

授業計画

授業内容　 担当

小児看護で用いられる概念と理論（３）
　　小児看護で用いられる理論

西

小児看護で用いられる概念と理論（２）
　　小児看護と法律・施策

西

子ども成長・発達と看護（１）
　　成長発達の原則
　　乳児期の子どもの成長・発達と看護①

西

子ども成長・発達と看護（２）
　　乳児期の子どもの成長・発達と看護②

西

子ども成長・発達と看護（３）
　　幼児期の子どもの成長・発達と看護

西

ナーシンググラフィカ　小児看護学③　小児の疾病と看護　【メディカ出版】
国民衛生の動向

受講態度、グループワーク参加、小テスト、終講試験

西

西

子ども成長・発達と看護
　　まとめ

西

子ども成長・発達と看護（６）
　　学童期の子どもの成長・発達と看護

子ども成長・発達と看護（７）
　　思春期の子どもの成長・発達と看護

講義
GW

小児看護で用いられる概念と理論
　　まとめ

子ども成長・発達と看護（５）
　　幼児期の子どもの成長・発達と看護

授業回数： 15回   】

ナーシンググラフィカ　小児看護学①　小児の発達と看護Ⅰ【メディカ出版】

西

西

西

子ども成長・発達と看護（４）
　　幼児期の子どもの成長・発達と看護

西　恵美子

現在の子どもと家族の概況や倫理的視点から小児看護の役割と課題を学ぶ。
小児の成長・発達の基本的な知識を学ぶ。現代の子どもを取り巻く社会環境を学ぶ。

１．小児看護の特徴について理解する
２．小児の成長・発達について理解する
３．小児と小児を取り巻く環境について理解する

小児看護で用いられる概念と理論（１）
　　小児看護とは
　　小児看護の歴史と意義
　　子どもの権利と看護

西

西小児とは（２）

分野：専門分野

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
GW

テキストを読む

2
講義
GW

テキストを読む

3
講義
GW

テキストを読む

4
講義
GW

テキストを読む

5
講義
GW

テキストを読む

6
講義
GW

テキストを読む

7
講義
GW

テキストを読む

8
講義
GW

テキストを読む

9
講義
GW

テキストを読む

10
講義
GW

テキストを読む

11
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

12
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

13
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

14
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

15
講義
GW

基礎看護学実習
看護過程の復習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

高齢者の特性や患者の個性、疾病の特性を理解し、心理・精神面機能面への影響を考慮しな
がら、高齢者に多い疾患の事例で看護過程を展開し、援助方法を考え、看護実践へつなげ
る。

福田

福田

深山

深山

深山

深山

深山

深山

健康逸脱からの回復を促す看護⑥
　インフルエンザ　肺炎

１．高齢者の健康障害・疾患の特徴と援助方法、看護の方法を理解する。
２．認知症患者を理解し、ケアの意味と技法について説明できる。
３．老年看護における看護過程を展開することができる。

担当

深山

深山

30時間 授業回数： 15回 】

深山　加寿代　福田　早苗

科目：老年看護学方法論Ⅱ

(疾病論 認知症を有する高齢者の看護）

【１単位：

健康逸脱からの回復を促す看護④
　脳卒中　心不全

健康逸脱からの回復を促す看護⑤
　糖尿病　慢性閉塞性肺疾患

老年看護学における看護過程の展開④
　看護計画

老年看護学における看護過程の展開⑤
　発表

ナーシング・グラフィカ老年看護学①　高齢者の健康と障害　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ老年看護学②　高齢者看護の実践　　【メディカ出版】
看護技術　プラクティス　【学研】

終講試験（筆記試験、レポート）

健康逸脱からの回復を促す看護⑦
　骨粗鬆症　骨折

健康逸脱からの回復を促す看護⑧
　うつ　せん妄

健康逸脱からの回復を促す看護⑨
　認知症①

老年看護学における看護過程の展開③
　関連図
　

深山

深山

福田

福田

福田

授業計画

授業内容

健康逸脱からの回復を促す看護⑩
　認知症②

老年看護学における看護過程の展開①
　情報収集

老年看護学における看護過程の展開②
　アセスメント

健康逸脱からの回復を促す看護①
　発熱　痛み　掻痒

健康逸脱からの回復を促す看護②
　脱水　嘔吐　浮腫

健康逸脱からの回復を促す看護③
　倦怠感　褥瘡・スキン-テア
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分野：専門分野 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

授業内容

遺伝性疾患・染色体異常

呼吸器疾患

循環器疾患

腎・泌尿器疾患

免疫・アレルギー・膠原病

外科疾患

消化器疾患

終講試験（筆記試験）　　

血液・腫瘍疾患

神経・筋・精神疾患

感染症①

感染症②

感染症③

平田

平田

武谷

武谷

武谷

武谷

ナーシンググラフィカ　小児看護学③　小児の疾病と看護　【メディカ出版】

平田

感染症④

科目：小児看護学方法論Ⅰ
（疾病論）

ナーシンググラフィカ　小児看護学①　小児の発達と看護Ⅰ【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　健康の回復と看護①～⑦　【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　疾患と看護①～⑧　【メディカ出版】

平田

平田

平田

平田

平田

新生児疾患

代謝・内分泌疾患

平田

平田

武谷　茂　　　平田　宗　

小児の疾患を身体系統別または病態別に構成し、各疾患の病態・症状・診断・治療と看護を
学ぶ。

1．小児の各疾患の病態・症状・診断・治療と看護について理解する。
２．小児保健医療の課題について考えることができる。

担当

平田
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【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

学生の到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
講義
GW

2
講義
GW

3
講義
GW

4
講義
GW

5 講義

6 講義

7
講義
GW

8 講義

9 講義

10
講義
GW

11
講義
GW

12
講義
GW

13
講義
GW

14
講義
GW

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

分野：専門分野　　科目：小児看護学方法論Ⅱ
　　　　　　　　　　　（健康問題を有する小児の看護）

川原　千恵美

病気・障害を持つ子どもと家族の特徴と看護の役割を理解し、健康問題に応じた援助方法を
学ぶ

１．子どもの最良の健康状態を維持・増進するための援助を理解する
２．小児看護に特有な看護技術について修得し、状況に応じた援助方法がわかる

担当

川原

授業計画

授業内容

健康障害や入院が子どもと家族に及ぼす影響と
看護②

慢性期にある子どもと家族への看護

終末期にある子どもと家族への看護

検査・処置を受ける子どもと家族への看護

急性期にある子どもと家族の看護②
　呼吸困難時のアセスメントと看護
　嘔吐・下痢時のアセスメントと看護
　生命徴候が危険な状況のアセスメントと看護
　急性期にある子どもの家族への援助

川原

川原

川原

川原

川原

健康障害や入院が子どもと家族に及ぼす影響と
看護①

急性期にある子どもと家族の看護①
　発熱時のアセスメントと看護
　脱水時のアセスメントと看護
　けいれん時のアセスメントと看護

川原

災害を受けた子どもと家族への看護
被虐待児（虐待を受けている可能性のある子ど
も）と家族への看護

健康障害をもつ子ども・家族への看護過程の展
開①

健康障害をもつ子ども・家族への看護過程の展
開②

健康障害をもつ子ども・家族への看護過程の展
開④

健康障害をもつ子ども・家族への看護過程の展
開③

川原

川原

川原

川原

川原

川原

ナーシンググラフィカ　小児看護学①　小児の発達と看護Ⅰ【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　小児看護学②　小児看護技術　　　　【メディカ出版】

まとめ

ナーシンググラフィカ　小児看護学③　小児の疾病と看護　【メディカ出版】
系統看護学講座　専門分野　小児看護学概論　小児臨床看護総論　【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　小児臨床看護各論　【医学書院】
発達段階からみた小児看護過程　【医学書院】

受講態度、グループワーク参加、小テスト、終講試験　

外来における子どもと家族への看護
在宅における子どもと家族への看護

川原

川原

手術を受ける子どもと家族への看護

分野：専門分野 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

授業内容

遺伝性疾患・染色体異常

呼吸器疾患

循環器疾患

腎・泌尿器疾患

免疫・アレルギー・膠原病

外科疾患

消化器疾患

終講試験（筆記試験）　　

血液・腫瘍疾患

神経・筋・精神疾患

感染症①

感染症②

感染症③

平田

平田

武谷

武谷

武谷

武谷

ナーシンググラフィカ　小児看護学③　小児の疾病と看護　【メディカ出版】

平田

感染症④

科目：小児看護学方法論Ⅰ
（疾病論）

ナーシンググラフィカ　小児看護学①　小児の発達と看護Ⅰ【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　健康の回復と看護①～⑦　【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　疾患と看護①～⑧　【メディカ出版】

平田

平田

平田

平田

平田

新生児疾患

代謝・内分泌疾患

平田

平田

武谷　茂　　　平田　宗　

小児の疾患を身体系統別または病態別に構成し、各疾患の病態・症状・診断・治療と看護を
学ぶ。

1．小児の各疾患の病態・症状・診断・治療と看護について理解する。
２．小児保健医療の課題について考えることができる。

担当

平田
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分野：専門分野Ⅱ科目：母性看護学概論             【１単位： 30時間        授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

森

森

森

森

森

森

森

森

森

森

森

授業計画

授業内容

母性看護の基盤となる概念
母性看護実践を支える概念

リプロダクティブヘルスに関する概念
・リプロダクティブヘルス／ライツ
・セクシャリティとジェンダー
・ヒトの発生・性分化のメカニズム・性分化疾患
・性意識の発達・性同一障害

リプロダクティブヘルスに関する動向

リプロダクティブヘルスに関する倫理①　　　　　　　　　　　　　・
母性看護実践における倫理的・法的・社会的課題　　　　　　・
人工妊娠中絶に関する状況、倫理的・法的・社会的課題

リプロダクティブヘルスに関する倫理②　　　　　　　　　　　　　・
出生前診断に関する現況、倫理的・法的・社会的課題
・生殖補助医療に関する現況、倫理的・法的・社会的課題

リプロダクティブヘルスに関する法や施策と支援①
・子どもと女性の保護に関する法律
・女性の就労に関する法律

リプロダクティブヘルスに関する法や施策と支援②
・子育て支援に関する制度・施策
・暴力・虐待の防止に関する法律と支援

生殖に関する生理
・女性生殖器・男性生殖器
・第二次性徴・性周期・妊娠のメカニズム　　　　　　　　　　　　・
性行動・性反応

女性のライフステージ各期における看護

生殖における健康問題と看護
・月経異常
・性感染症
・女性生殖器の腫瘍

不妊症

森　真澄

母性の概念と女性のライフサイクルにおける健康課題や健康の保持・増進・疾病予防に必要な看護について学ぶ。

１．リプロダクティブ・ヘルス／ライツの概念を理解し、ライフステージ各期における発達段階や健康課題を
    捉え看護につなぐことができる。
２．セクシュアリティは、その人がその人らしく健康に生きるための概念であることが理解できる。
３．女性を取り巻く環境を理解し、母子保健施策の観点から母性看護の現状を理解することができる。

終講試験(筆記試験、レポート）

グループワークや演習を行いながら講義を進めていきます

加齢とホルモンの変化
・更年期の女性
・老年期女性

倫理的問題の実際

倫理的問題の実際

まとめ

ナーシング・グラフィカ　　母性看護実践の基本　【メディカ出版】

系統看護学講座　専門分野　母性看護学概論　【医学書院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

森

担当

森

森

森



− 73 −

分野：専門分野 【  １単位： 30時間授業回数： ##  】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態講義演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法
事前学

習

1 講義

2
講義
演習

3 講義

4 演習

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 演習

10 講義

11 講義

12 講義

13 演習

14 演習

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

科目：母性看護学方法論Ⅰ
(マタニティサイクルにおける看護）

林　桂子

マタニティサイクルにある対象の特性および家族を理解し、援助方法を学ぶ。

１．妊娠、分娩、産褥期の身体的、心理・社会的特徴を理解できる。
２．妊娠、分娩、産褥期の対象に必要な看護と家族への看護を理解できる。
３．妊娠、分娩、産褥期に必要な看護技術を修得する。
４．新生児期の特徴を理解し、必要な看護援助を修得する。

授業内容 担当

褥婦の看護①
　産褥期の定義
　産褥の生理

林
母乳育児と看護①
　母乳育児の歴史と特性
　乳房の構造と機能・乳汁分泌メカニズム

林

産褥期の異常
　乳頭・乳房のトラブル
　産後うつ病

妊婦の看護②
　出産を控えた妊婦と家族の心理社会的変化と看護

林

産婦の看護①
　　分娩期における看護師の役割
　　分娩の生理

林

産婦の看護②
　産婦のニーズと看護
　産婦と家族の心理

林

必ず予習をして臨んでください

授業計画

褥婦の看護における看護技術

林

林

林

新生児の看護②
　分娩期のストレス
　早産時・低出生体重児

林

新生児の看護①
　新生児の生理とアセスメント 林

林

新生児の看護③
　新生児の看護における看護技術

帝王切開における看護
　帝王切開による影響と術後の全身状態のアセスメントト
　術後合併症の予防のケア

特殊なニーズをもつ妊産婦と家族への支援

妊婦の看護①
　妊婦の生理
　妊婦と胎児のアセスメント

林

ナーシング・グラフィカ　母性看護技術　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　母性看護の実践　【メディカ出版】

終講試験(筆記試験、課題レポート）

林

褥婦の看護②
　褥婦のアセスメントと看護
　褥婦の日常生活とセルフケアを支える看護

母乳育児と看護②
　母親・新生児・授乳の観察と評価
　母乳育児支援に役立つ情報提供とケア

林

林

分野：専門分野Ⅱ科目：母性看護学概論             【１単位： 30時間        授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11
講義
演習

12
講義
演習

13
講義
演習

14
講義
演習

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

森

森

森

森

森

森

森

森

森

森

森

授業計画

授業内容

母性看護の基盤となる概念
母性看護実践を支える概念

リプロダクティブヘルスに関する概念
・リプロダクティブヘルス／ライツ
・セクシャリティとジェンダー
・ヒトの発生・性分化のメカニズム・性分化疾患
・性意識の発達・性同一障害

リプロダクティブヘルスに関する動向

リプロダクティブヘルスに関する倫理①　　　　　　　　　　　　　・
母性看護実践における倫理的・法的・社会的課題　　　　　　・
人工妊娠中絶に関する状況、倫理的・法的・社会的課題

リプロダクティブヘルスに関する倫理②　　　　　　　　　　　　　・
出生前診断に関する現況、倫理的・法的・社会的課題
・生殖補助医療に関する現況、倫理的・法的・社会的課題

リプロダクティブヘルスに関する法や施策と支援①
・子どもと女性の保護に関する法律
・女性の就労に関する法律

リプロダクティブヘルスに関する法や施策と支援②
・子育て支援に関する制度・施策
・暴力・虐待の防止に関する法律と支援

生殖に関する生理
・女性生殖器・男性生殖器
・第二次性徴・性周期・妊娠のメカニズム　　　　　　　　　　　　・
性行動・性反応

女性のライフステージ各期における看護

生殖における健康問題と看護
・月経異常
・性感染症
・女性生殖器の腫瘍

不妊症

森　真澄

母性の概念と女性のライフサイクルにおける健康課題や健康の保持・増進・疾病予防に必要な看護について学ぶ。

１．リプロダクティブ・ヘルス／ライツの概念を理解し、ライフステージ各期における発達段階や健康課題を
    捉え看護につなぐことができる。
２．セクシュアリティは、その人がその人らしく健康に生きるための概念であることが理解できる。
３．女性を取り巻く環境を理解し、母子保健施策の観点から母性看護の現状を理解することができる。

終講試験(筆記試験、レポート）

グループワークや演習を行いながら講義を進めていきます

加齢とホルモンの変化
・更年期の女性
・老年期女性

倫理的問題の実際

倫理的問題の実際

まとめ

ナーシング・グラフィカ　　母性看護実践の基本　【メディカ出版】

系統看護学講座　専門分野　母性看護学概論　【医学書院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

森

担当

森

森

森
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分野：専門分野 科目：
母性看護学方法論Ⅱ
（周産期の医療と看護）

【１単位： 30時間 授業回数：15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 演習

14 講義

15 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

山本
妊娠の異常②
　特定妊婦・妊娠高血圧症候群・妊娠糖尿病・妊
娠期の感染症

授業計画

授業内容

生殖の役割と機能
ジェンダー

遺伝と不妊

分娩の異常①
　産道の異常・微弱陣痛・帝王切開

異常分娩時の産婦の看護

産褥の異常と看護
新生児の異常と看護

異常のある妊婦のアセスメント

異常のある産婦のアセスメント

異常のある産婦の看護

分娩の異常②
　胎位の異常・前置胎盤

産褥の異常
　子宮復古不全・発熱・産褥血栓症・精神障害

新生児の異常
　新生児仮死・分娩外傷・低出生体重児・高ビリル
ビン血症・胎児機能不全

ハイリスク妊婦の看護

妊娠の異常①
　妊娠成立総編

井上　充　　山本　広子　　愛洲　紀子
林 桂子

周産期における異常とハイリスク状態の妊婦・産婦・褥婦と新生児の看護を学ぶ。

１．周産期の異常が理解できる。
２．ハイリスク状態の妊婦・産婦・褥婦と新生児の看護が理解できる。

担当

山本

山本

山本

ナーシンググラフィカ  母性看護技術【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　母性看護の実践【メディカ出版】

終講試験(筆記試験）

事前に予習をして臨むこと

井上

異常のある褥婦のアセスメント

井上

愛洲

林

林

林

井上

林

林

林

林
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分野：専門分野 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
精神看護学①
精神看護学②

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6
 

講義

7 講義

8 講義

9
 

講義

10 講義

11
講義

12
講義

13
講義

14
講義
演習

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

科目：精神看護学概論

終講試験（筆記試験）

家族とその支援
　家族を見る視点
　精神疾患と家族

ストレスマネジメントと精神科における看護師
の役割

ナーシング・グラフィカ　精神看護学①　情緒発達と精神看護の基本　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　精神看護学②　精神障害と看護の実践　　　　【メディカ出版】

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の基礎　【医学書院】
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の展開　【医学書院】
精神科でのコミュニケーションとケア【ナツメ社】

丸山

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

丸山

丸山

中尾博美　　　丸山千春

人間のこころと行動②
　こころの防衛機制
　こころの危機と危機介入　リカバリー

中尾

中尾

中尾

中尾

精神の健康概念と精神保健福祉に関する法制度、精神障害を有する対象を理解し、対象との関
り方の基礎を学ぶ。

１．精神看護の基本的概念を理解する。
２．精神看護の対象を理解する。
３  精神障害者に関わる法制度を理解する。
４．精神看護における治療的なコミュニケーションがわかる。

担当

中尾

中尾

精神保健医療福祉をめぐる法律
　精神保健福祉法・障害者総合支援法
　精神保健福祉に関連する他の法律・制度

授業計画

授業内容

精神障害についての基本的な考え方
　こころの健康とは
　障害のとらえ方
  「地域で暮らすを支える」①
　精神障害者と精神病床の現状
　「入院生活」から「地域社会」での生活へ

人間のこころと行動①
　こころの理解　　ストレスとコーピング

現代社会とこころ
　現代社会のこころの問題
　災害時のストレスと支援

人格の発達と情緒体験
　人生各期の発達課題

「地域で暮らす」を支える②
　地域生活を支える社会資源の活用

看護の倫理と人権擁護
　精神科医療における医療行為の特殊性
　と看護師の役割

「地域で暮らす」を支える③
　地域生活（移行）支援の実際（事例）

精神科看護における対象の理解
　疑似体験を通して対象をしる
  患者－看護師関係のプロセス
　プロセスレコードの活用

精神科看護におけるケアの方法①
　治療的関わり・コミュニケーション

精神科看護におけるケアの方法②
　治療的関わり・コミュニケーション

分野：専門分野 科目：
母性看護学方法論Ⅱ
（周産期の医療と看護）

【１単位： 30時間 授業回数：15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 演習

14 講義

15 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

山本
妊娠の異常②
　特定妊婦・妊娠高血圧症候群・妊娠糖尿病・妊
娠期の感染症

授業計画

授業内容

生殖の役割と機能
ジェンダー

遺伝と不妊

分娩の異常①
　産道の異常・微弱陣痛・帝王切開

異常分娩時の産婦の看護

産褥の異常と看護
新生児の異常と看護

異常のある妊婦のアセスメント

異常のある産婦のアセスメント

異常のある産婦の看護

分娩の異常②
　胎位の異常・前置胎盤

産褥の異常
　子宮復古不全・発熱・産褥血栓症・精神障害

新生児の異常
　新生児仮死・分娩外傷・低出生体重児・高ビリル
ビン血症・胎児機能不全

ハイリスク妊婦の看護

妊娠の異常①
　妊娠成立総編

井上　充　　山本　広子　　愛洲　紀子
林 桂子

周産期における異常とハイリスク状態の妊婦・産婦・褥婦と新生児の看護を学ぶ。

１．周産期の異常が理解できる。
２．ハイリスク状態の妊婦・産婦・褥婦と新生児の看護が理解できる。

担当

山本

山本

山本

ナーシンググラフィカ  母性看護技術【メディカ出版】
ナーシンググラフィカ　母性看護の実践【メディカ出版】

終講試験(筆記試験）

事前に予習をして臨むこと

井上

異常のある褥婦のアセスメント

井上

愛洲

林

林

林

井上

林

林

林

林
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分野：専門分野

担当教員
年次・
開講
時期

2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義 精神看護学①
精神看護学②

2 講義
精神看護学②

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

児玉英也

精神障害の成因・病態生理・診断・検査・治療を学び、対象の理解および精神看護の基盤
とする。

１．精神医療の歴史的変遷と近年における精神医療の動向と課題を理解する。
２．精神看護の基盤として、精神障害の病態・症状・診断・治療を理解する。

授業計画

精神症状と精神疾患⑪
　解離性障害・摂食障害の診断・症状・治療
　パーソナリティー障害の診断・症状・治療

精神症状と精神疾患⑫
　神経発達症の診断・症状・治療

まとめ

精神医療の歴史と動向

精神症状と精神疾患 ①
　意識・注意・知覚・記憶の障害
　知能・思考・感情の障害

授業内容

精神症状と精神疾患 ⑧
　認知症の診断・症状・治療②
　てんかんの診断・症状・治療

精神症状と精神疾患 ⑨
　睡眠ー覚醒障害・物質関連障害および
　嗜癖性障害群の症状・診断・治療

児玉

児玉

精神症状と精神疾患 ②
　意志・意欲・自我意識の障害
　精神疾患の診断

精神症状と精神疾患 ④
　統合失調症の診断・症状・治療②

精神症状と精神疾患 ⑥
　双極性障害の診断・症状・治療

精神症状と精神疾患 ⑦
　認知症の診断・症状・治療① 児玉

精神症状と精神疾患 ⑤
　抑うつ障害の診断・症状・治療

児玉

精神症状と精神疾患 ③
　統合失調症の診断・症状・治療①

30時間 授業回数：

精神症状と精神疾患⑩
　不安障害・強迫性障害・ ストレス因関連
　障害の診断・症状・治療

精神看護学①　ナーシンググラフィカ 情緒発達と看護の基本　【メディカ出版】
精神看護学②　ナーシンググラフィカ 精神障害と看護の実践　【メディカ出版】

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の基礎　【 医学書院】
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の展開　【医学書院】

終講試験（筆記試験）

医学的検査と心理検査
精神科での治療
　

科目：精神看護学方法論Ⅰ
(疾病論）

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

15回 】

担当

児玉

【１単位：
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分野：専門分野

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4
講義

5 講義

6 講義

7 講義

8
　

講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

授業内容

入院環境と治療的アプローチ①
　治療の場としての精神科病棟
　治療的環境を整える（安全をまもる）

入院環境と治療的アプローチ②
　治療の場としての精神科病棟
　治療的環境を整える（安全をまもる）

精神障害と看護②
　気分（感情）障害

精神障害と看護③
　依存症（アルコール・薬物）

事例による看護過程の展開⑤
　看護問題抽出
　看護計画立案

精神障害と看護⑤
　パーソナリティ障害　　適応障害

事例による看護過程の展開①
  データーベース分類

中尾　博美

対象の精神症状や回復過程に沿った援助、治療的な関係の築き方、セルフケア支援、
地域社会における生活支援や看護を学ぶ。

１．精神症状、回復過程に応じた生活援助のあり方を理解する。
２．対象への治療的な関係の築き方がわかる。
３．地域における精神看護を理解できる。
４．事例を用い看護過程の展開ができる。

科目：精神看護学方法論Ⅱ 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】
     (精神障害を有する対象の看護）

精神科看護におけるケアの方法①
　日常生活行動の援助（身体をケアする）

精神科看護におけるケアの方法②
　服薬治療に関わる援助

精神障害と看護①
　統合失調症

終講試験（筆記試験・レポート）

事例による看護過程の展開②
　アセスメント

精神障害と看護④
　発達障害　　　摂食障害

事例による看護過程の展開③
　アセスメント

事例による看護過程の展開④
　アセスメント

事例による看護過程の展開⑥
　看護計画立案

ナーシング・グラフィカ　精神看護学①　情緒発達と精神看護の基本　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　精神看護学②　精神障害と看護の実践　　　　【メディカ出版】

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の基礎　【 医学書院】
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の展開　【医学書院】
全人的視点にもとづく精神看護過程（第2版）【医歯薬出版株式会社】
精神看護の看護過程【サイオ出版】
エビデンスに基づく精神科ケア関連図【中央法規】

中尾

中尾

中尾

中尾

担当

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

中尾

分野：専門分野

担当教員
年次・
開講
時期

2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義 精神看護学①
精神看護学②

2 講義
精神看護学②

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

児玉英也

精神障害の成因・病態生理・診断・検査・治療を学び、対象の理解および精神看護の基盤
とする。

１．精神医療の歴史的変遷と近年における精神医療の動向と課題を理解する。
２．精神看護の基盤として、精神障害の病態・症状・診断・治療を理解する。

授業計画

精神症状と精神疾患⑪
　解離性障害・摂食障害の診断・症状・治療
　パーソナリティー障害の診断・症状・治療

精神症状と精神疾患⑫
　神経発達症の診断・症状・治療

まとめ

精神医療の歴史と動向

精神症状と精神疾患 ①
　意識・注意・知覚・記憶の障害
　知能・思考・感情の障害

授業内容

精神症状と精神疾患 ⑧
　認知症の診断・症状・治療②
　てんかんの診断・症状・治療

精神症状と精神疾患 ⑨
　睡眠ー覚醒障害・物質関連障害および
　嗜癖性障害群の症状・診断・治療

児玉

児玉

精神症状と精神疾患 ②
　意志・意欲・自我意識の障害
　精神疾患の診断

精神症状と精神疾患 ④
　統合失調症の診断・症状・治療②

精神症状と精神疾患 ⑥
　双極性障害の診断・症状・治療

精神症状と精神疾患 ⑦
　認知症の診断・症状・治療① 児玉

精神症状と精神疾患 ⑤
　抑うつ障害の診断・症状・治療

児玉

精神症状と精神疾患 ③
　統合失調症の診断・症状・治療①

30時間 授業回数：

精神症状と精神疾患⑩
　不安障害・強迫性障害・ ストレス因関連
　障害の診断・症状・治療

精神看護学①　ナーシンググラフィカ 情緒発達と看護の基本　【メディカ出版】
精神看護学②　ナーシンググラフィカ 精神障害と看護の実践　【メディカ出版】

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の基礎　【 医学書院】
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護の展開　【医学書院】

終講試験（筆記試験）

医学的検査と心理検査
精神科での治療
　

科目：精神看護学方法論Ⅰ
(疾病論）

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

児玉

15回 】

担当

児玉

【１単位：
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分野：専門分野 科目：看護管理 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
3年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
1年次の看護学
概論の復習

2 講義

3
講義

4 講義

5 講義

6
講義

7
講義

8 GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

ナーシング・グラフィカ　  看護管理　 【メディカ出版】

終講試験（筆記試験・レポート）

第3章　看護師の仕事とその管理
　マネジメントとは
　ヒト　　モノ　　カネ　　情報　　トキ　風土
　看護提供システム

第4章　看護の質向上
　看護管理と倫理
　医療安全
　医療・看護の質と評価

　

　管理に活用される理論
　　　　　変革理論

まとめ
　 理想の看護部・病棟創り

田中　圭子　　松家　貴美子
池末直子

第1章　人々の生活と看護の関わり
第2章　看護管理の基本となる者
　定義　　　看護管理のプロセス
　専門職とは

第6章　看護職とキャリア
　社会化
　看護職のキャリア発達

第7章　看護と経営
　　看護にかかわる医療・福祉制度
第8章　看護活動をとりまく法律・制度
　 保健医療福祉政策と看護管理
　 の実際

担当

田中

松家

田中

田中

田中

田中

池末

看護の統合と実践実習へ連携するので、実習目的など理解したうえで授業を受けること

１．質の高い看護を提供するための看護サービスの管理システムについて説明できる。
２．保健医療福祉チームにおける看護の責任と役割について説明できる。
３．目標達成のためのリーダーシップと”ヒト”のマネジメントの重要性について説明でき
　　る。

第5章　看護管理に求められる能力
　セルフマネジメント　　リーダーシップ
　人とかかるためのスキル

田中

チーム医療及び多職種との協働・連携、看護師としてのメンバーシップ・リーダーシップを理解
する。組織運営に必要な知識を学ぶことで看護のチームや組織・システムをマネジメントでき
る基礎的能力を養う。
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3-2)-(3)-⑧-B

分野：専門分野 科目：医療安全                                     【　　１単位：30時間

担当教員
年次・

開講時期
3年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1
GW
講義

2
GW
講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7
講義

8 講義

9
講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15
講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ 看護の統合と実践実習へ連携するので、実習目的など理解したうえで授業を受けること

終講試験(筆記試験・レポート）

系統看護学講座　　医療安全　　 【医学書院】

事故発生のメカニズムとリスクマネジメント

下河

下河

下河

下河

下河

下河

下河

下河

下河

１．事故防止の対策を述べることができる。
２．事例を通してインシデント・レポートの分析ができる。
３．組織で取り組む必要性を理解できる。

授業回数： 15回　　】

　医療事故の種類：その分析と対策③
　　転倒転落
　　誤認

看護学生の実習と安全

ナーシング・グラフィカ　看護の統合と実践②　医療安全　【メディカ出版】
医療安全ワークブック　【医学書院】

医療安全と看護の理念

医療事故後の対応

　医療事故の種類：その分析と対策⑤
　　医療機器のトラブル

　医療事故の種類：その分析と対策④
　　異物残存
　　皮膚障害

医療従事者の安全を脅かすリスクと対策

在宅看護における医療事故と安全対策

患者・家族との協同と安全文化の醸成 下河

医療安全の背景や経緯を学び、安全管理の仕組みや医療事故対策の基本を学ぶことで専門職業人としての
基盤を創る。
事例を通して事故の発生要因や防止対策について学び、危険を予防し、回避する能力を養う 。

 下 河　昇 一　 松雪　友恵

実習中のインシデント（ヒヤリハット）

担当

授業計画

授業内容

医療安全の取り組みと医療の質の評価

看護における医療事故と安全対策
　看護業務と自己発生要因
医療事故の種類：その分析と対策①
　誤薬
   コラム　輸血

医療事故の種類：その分析と対策②
　患者取り違え（誤認）
　針刺し

　医療事故の種類：その分析と対策⑤
　　チューブ類のトラブル
　　電子カルテ等情報伝達時のトラブル

松雪

松雪

松雪

松雪

松雪

分野：専門分野 科目：看護管理 【１単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
3年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
1年次の看護学
概論の復習

2 講義

3
講義

4 講義

5 講義

6
講義

7
講義

8 GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

ナーシング・グラフィカ　  看護管理　 【メディカ出版】

終講試験（筆記試験・レポート）

第3章　看護師の仕事とその管理
　マネジメントとは
　ヒト　　モノ　　カネ　　情報　　トキ　風土
　看護提供システム

第4章　看護の質向上
　看護管理と倫理
　医療安全
　医療・看護の質と評価

　

　管理に活用される理論
　　　　　変革理論

まとめ
　 理想の看護部・病棟創り

田中　圭子　　松家　貴美子
池末直子

第1章　人々の生活と看護の関わり
第2章　看護管理の基本となる者
　定義　　　看護管理のプロセス
　専門職とは

第6章　看護職とキャリア
　社会化
　看護職のキャリア発達

第7章　看護と経営
　　看護にかかわる医療・福祉制度
第8章　看護活動をとりまく法律・制度
　 保健医療福祉政策と看護管理
　 の実際

担当

田中

松家

田中

田中

田中

田中

池末

看護の統合と実践実習へ連携するので、実習目的など理解したうえで授業を受けること

１．質の高い看護を提供するための看護サービスの管理システムについて説明できる。
２．保健医療福祉チームにおける看護の責任と役割について説明できる。
３．目標達成のためのリーダーシップと”ヒト”のマネジメントの重要性について説明でき
　　る。

第5章　看護管理に求められる能力
　セルフマネジメント　　リーダーシップ
　人とかかるためのスキル

田中

チーム医療及び多職種との協働・連携、看護師としてのメンバーシップ・リーダーシップを理解
する。組織運営に必要な知識を学ぶことで看護のチームや組織・システムをマネジメントでき
る基礎的能力を養う。
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分野：専門分野 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
3年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13
講義
ＧＷ

14
講義
ＧＷ

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

服部

服部

担当

服部

服部

服部

伊達

服部

服部

国際的な視野を広げよう！！

災害直後から支援できる看護の役割について理解する。
国際社会において、広い視野に基づき看護師として活動できる基本を学ぶ。

山﨑　宏美　　　 伊達　卓二
藤田　千代子　　服部　道枝

災害看護学・国際看護学を学ぶにあたって

系統看護学講座　　災害看護学・国際看護学　 【医学書院】
中村哲著「医は国境を越えて」【石風社】　DVD

終講試験（筆記試験、レポート）

21世紀の看護職として国際的に活動する②

災害看護の基礎知識

グローバリゼーション、保健医療分野の国際
協力②

災害医療の基礎知識②

災害医療の基礎知識①

ナーシング・グラフィカ　看護の統合と実践③　災害看護
大橋一友/岩澤和子　国際化と看護【メディカ出版】

被災者特性に応じた災害看護の展開①

災害とこころのケア

グローバリゼーション、保健医療分野の国際
協力①

藤田

科目：災害看護学・国際看護学

授業計画

１．災害看護について説明できる。
２．諸外国の歴史、文化、政治、経済、社会システムを理解する。
３．グローバル化に対応し看護活動できる思考を養う。

授業内容

開発協力と看護

国際看護学とは

21世紀の看護職として国際的に活動する①

国際協力の課題

災害サイクルに応じた活動現場別の災害看
護

被災者特性に応じた災害看護の展開②

山﨑

山﨑

山﨑

山﨑

伊達

服部

演習
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分野：専門分野 科目：統合看護技術 　【  １単位： 15時間 　　授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
3年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ
事例を用いてシミュレーションを行います。
いろんな気づきから学びを広げていきましょう。

事例２　シミュレーション③
宮崎
森

事例３　シミュレーション①
宮崎
森

事例３　シミュレーション②
宮崎
森

事例３　シミュレーション③
宮崎
森

資料配布

阿部幸恵　看護基礎教育におけるシミュレーション教育の導入　 【日本看護協会出版会】

終講試験（レポート）で評価を行う

宮崎　亜矢子　　　森　真澄

臨地で新人看護師として円滑に適応できるよう、臨地実習で学んだ知識・技術・態度をも
とに統合演習を行う。コミュニケーション能力や臨床判断能力を客観的に評価することで
自己の課題を明確にする。

１．チームの一員としてコミュニケーションをとることができる。
２．患者の状態の変化(多重課題）に気づき、解釈し優先順位を考えて看護実践できる。
３．演習を省察し、自己の課題を明確化する。

授業計画

授業内容 担当

事例１　シミュレーション①
　（快適な療養環境の整備）

宮崎
森

事例１　シミュレーション②
　（バイタルサインの測定）

宮崎
森

事例２　シミュレーション②
　（患者の誤認防止策の実際）

宮崎
森

事例２　シミュレーション①
　（フィジカルアセスメント）

宮崎
森

分野：専門分野 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
3年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13
講義
ＧＷ

14
講義
ＧＷ

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

服部

服部

担当

服部

服部

服部

伊達

服部

服部

国際的な視野を広げよう！！

災害直後から支援できる看護の役割について理解する。
国際社会において、広い視野に基づき看護師として活動できる基本を学ぶ。

山﨑　宏美　　　 伊達　卓二
藤田　千代子　　服部　道枝

災害看護学・国際看護学を学ぶにあたって

系統看護学講座　　災害看護学・国際看護学　 【医学書院】
中村哲著「医は国境を越えて」【石風社】　DVD

終講試験（筆記試験、レポート）

21世紀の看護職として国際的に活動する②

災害看護の基礎知識

グローバリゼーション、保健医療分野の国際
協力②

災害医療の基礎知識②

災害医療の基礎知識①

ナーシング・グラフィカ　看護の統合と実践③　災害看護
大橋一友/岩澤和子　国際化と看護【メディカ出版】

被災者特性に応じた災害看護の展開①

災害とこころのケア

グローバリゼーション、保健医療分野の国際
協力①

藤田

科目：災害看護学・国際看護学

授業計画

１．災害看護について説明できる。
２．諸外国の歴史、文化、政治、経済、社会システムを理解する。
３．グローバル化に対応し看護活動できる思考を養う。

授業内容

開発協力と看護

国際看護学とは

21世紀の看護職として国際的に活動する①

国際協力の課題

災害サイクルに応じた活動現場別の災害看
護

被災者特性に応じた災害看護の展開②

山﨑

山﨑

山﨑

山﨑

伊達

服部





 
 

領域横断 
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分野：専門分野 【１単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・
開講時期

2年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5
講義
演習

6
講義
演習

7
講義
演習

8
講義
演習

9
講義
演習

10
講義
演習

11 講義

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

黒田裕子の看護研究StepbyStep　　【学研】
医療従事者のための情報リテラシー【日経ＢＰ社】

研究デザイン、研究計画書について
文献検索

ナーシンググラフィカ基礎看護学④　看護研究　　【メディカ出版】
看護学生スタディガイド2023　【照林社】

森

森

森

森

森

研究計画書の作成２

資料収集、資料のまとめ方
著作物の引用、文献の記載方法

研究における倫理

ケーススタディ（事例のまとめ）１

ケーススタディ（事例のまとめ）４

事例研究の進め方

森

森

森

１．研究に関する基礎知識が理解できる
２．研究の進め方が理解できる
３．研究の倫理的配慮について説明できる
４．パソコンを用いて文献検索ができる
５．ケーススタディにまとめることができる

ケーススタディ、受講態度

ケーススタディ（事例のまとめ）２

ケーススタディ（事例のまとめ）３

研究計画書の作成１

担当

森

森

森

森

森

研究の種類と特徴
調査方法の種類（アプリダウンロード）

科目：看護研究
　　　　（領域横断）

課題をみつけ研究テーマを絞り込む

研究の種類と特徴
研究デザイン　質的デザイン
質的研究と量的研究

事例研究の特徴
事例研究において重要なこと

授業計画

看護現象を客観的に捉え、その中に存在する疑問、あるいは問題を科学的に探究する能力を
養うと共に、看護研究の基礎を学ぶ。

授業内容

森

森

森　由紀

研究と実践活動
事例研究とは、研究課題について
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分野：専門分野 【１単位： 15時間 授業回数：　　8回 】

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
自分で思う家
族とは何かを
記述する

2 講義

家族のデータ
の読み取りな
どから家族の
多様性、機能
の変化を理解
する

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

　科目：家族看護
　　　　（領域横断）

授業計画

授業内容

家族を看護するということ
　家族とは
　家族のとらえ方（家族をどのようにとらえるのか）

家族の病気体験を理解する①
　家族の病気のとらえ方・理解
　家族の苦悩、情緒的反応

家族看護の実際②
　在宅で療養する高齢患者の事例
　在宅で終末期を迎える患者の事例

家族の病気体験を理解する②
　家族の生活への影響、療養マネジメント
　家族のニーズ
　病気・病者・家族の様相

家族看護の実際①
　急性期にある成人患者の事例
　急性期にある小児患者の事例

林　桂子　　　森　真澄

家族成員の疾患や障害及び家族を取り巻く外部環境が家族システムに及ぼす影響について学ぶ。
個々の家族特性に合わせた家族の力を引き出す看護の必要性と看護展開について学ぶ。

１． 家族成員の健康問題および社会が家族全体に及ぼす影響について理解できる。
２． 対象者としての家族の特性を理解できる。
３． ライフサイクルに応じた家族看護の実際を理解できる。

家族と援助関係を形成する
　援助関係とは
　看護者に求められる基本的姿勢
　家族とコミュニケーションにおける留意点

森

森

終講試験（筆記試験・レポート）

担当

林

林

林

林

森

森

系統看護学講座別巻　家族看護学　医学書院

ナーシング・グラフィカ　家族看護学　　【メディカ出版】

家族への看護アプローチ
　家族のセルフケアの支援

　家族の役割調整・強化、家族内コミュニケーションの活性化
　家族の対処行動や対処能力の強化
　社会資源の活用

家族看護の実際③
　精神疾患を抱える患者の事例
　被災した家族の事例
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分野：専門分野 【  １単位： 30時間 授業回数： 15回  】

担当教員
年次・

開講時期
2年通年 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

心不全患者の観察②

心不全患者の日常生活支援①

心不全患者の日常生活支援②

未告知がん患者のコミュニケーション②

半側空間無視のある患者の歩行介助①

科目：気づきのトレーニング
    　（領域横断）

宮崎　亜矢子　　松雪　友恵

臨床判断能力養うために、気づきのトレーニングを段階的に学修し、「気づく」から「解釈」「反
応」し行為から省察することで、臨床的な学びにつなげていく。

１. 今までの経験や学修に基づき、目の前の状況を知覚的に把握することができる。
２. 自己の気づきから、主体的に思考しながら行動に移すことができる。
３ シミュレーション学修を通し、臨床判断能力の向上をはかる。

授業内容 担当

系統看護学講座　専門分野　看護学概論　医学書院
系統看護学講座　専門分野　臨床看護総論　医学書院

終講試験（レポート）

予習、復習をして講義の臨みましょう

授業計画

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

心不全患者の観察①
宮崎
松雪

宮崎
松雪

ナーシング・グラフィカＥＸ　疾患と看護②　循環器【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　疾患と看護⑧　腎/泌尿器/内分泌・代謝【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　疾患と看護⑤　脳・神経【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　疾患と看護⑦　運動器【メディカ出版】

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

宮崎
松雪

脳梗塞患者の看護③

脳梗塞患者の看護①

半側空間無視のある患者の歩行介助②

未告知がん患者のコミュニケーション①

糖尿病患者に対するジレンマ①

糖尿病患者に対するジレンマ②

腰椎圧迫骨折のある患者の排泄支援②

脳梗塞患者の看護②

腰椎圧迫骨折のある患者の排泄支援①

分野：専門分野 【１単位： 15時間 授業回数：　　8回 】

担当教員
年次・

開講時期
２年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義
自分で思う家
族とは何かを
記述する

2 講義

家族のデータ
の読み取りな
どから家族の
多様性、機能
の変化を理解
する

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

　科目：家族看護
　　　　（領域横断）

授業計画

授業内容

家族を看護するということ
　家族とは
　家族のとらえ方（家族をどのようにとらえるのか）

家族の病気体験を理解する①
　家族の病気のとらえ方・理解
　家族の苦悩、情緒的反応

家族看護の実際②
　在宅で療養する高齢患者の事例
　在宅で終末期を迎える患者の事例

家族の病気体験を理解する②
　家族の生活への影響、療養マネジメント
　家族のニーズ
　病気・病者・家族の様相

家族看護の実際①
　急性期にある成人患者の事例
　急性期にある小児患者の事例

林　桂子　　　森　真澄

家族成員の疾患や障害及び家族を取り巻く外部環境が家族システムに及ぼす影響について学ぶ。
個々の家族特性に合わせた家族の力を引き出す看護の必要性と看護展開について学ぶ。

１． 家族成員の健康問題および社会が家族全体に及ぼす影響について理解できる。
２． 対象者としての家族の特性を理解できる。
３． ライフサイクルに応じた家族看護の実際を理解できる。

家族と援助関係を形成する
　援助関係とは
　看護者に求められる基本的姿勢
　家族とコミュニケーションにおける留意点

森

森

終講試験（筆記試験・レポート）

担当

林

林

林

林

森

森

系統看護学講座別巻　家族看護学　医学書院

ナーシング・グラフィカ　家族看護学　　【メディカ出版】

家族への看護アプローチ
　家族のセルフケアの支援

　家族の役割調整・強化、家族内コミュニケーションの活性化
　家族の対処行動や対処能力の強化
　社会資源の活用

家族看護の実際③
　精神疾患を抱える患者の事例
　被災した家族の事例
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3-2)-(3)-⑨-D

分野：専門分野 【   １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
GW

3
講義
GW

4
講義
GW

5
講義
GW

6
講義
GW

7
講義
演習

8
講義
GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

がん治療で薬物療法を受ける患者の看護
①

授業計画

睡眠薬を内服している患者の看護

多剤併用している患者の看護②

担当

真田
福田

真田
福田

真田
福田

真田
福田

真田
福田

真田
福田

がん治療で薬物療法を受ける患者の看護
②

多剤併用している患者の看護①

授業内容

真田　洋子　　福田　早苗

安全・安心な薬物療法を実践するために、薬物療法に必要な看護の知識を身につけること
ができる。

１．薬物療法が対象の生活に及ぼす影響について説明できる。
２．薬物療法を受けている対象に必要な看護が理解できる。

薬物療法時の看護師の役割①

科目：薬物療法と看護
　　　　（領域横断）

ナーシング・グラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術
系統看護学講座　専門分野　臨床看護総論　【医学書院】
系統看護学講座　専門基礎分野　薬理学　【医学書院】

終講試験（筆記試験・レポート）

副腎皮質ステロイド薬の与薬を受けている
患者の看護
経皮・外用薬の投与

薬物療法時の看護師の役割②

真田
福田

真田
福田

ナーシング・グラフィカ　疾病の成り立ち②　臨床薬理学　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑥　緩和ケア　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　老年看護学②　高齢者看護の実践　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　小児看護学③　小児の疾患と看護　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学⑤　臨床看護総論　【メディカ出版】
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分野：専門分野 【 １単位： 30時間 授業回数： 15回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年前期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5
講義
演習

6 講義

7 講義

8
講義
演習

9 講義

10 講義

11
講義
GW

12
講義
ＧＷ

13 講義

14 講義

15 講義

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

授業計画

授業内容

手術を受ける患者の術前術後の経過と
看護実践の流れ②

手術を受ける高齢者の看護

周術期の看護の概要

外科的侵襲から回復期の生体反応

術前の患者の看護

手術を受ける小児とその家族の看護

術中の患者の看護①

術中の患者の看護②
必要な防具用具の選択・着脱

術後の患者の看護①

術後の患者の看護③
点滴・ドレーン等を留置している患者の
寝衣交換

手術を受ける患者の術前術後の経過と
看護実践の流れ①

緊急手術を受ける患者の看護

機能障害のある患者への手術療法と
看護②

機能障害のある患者への手術療法と
看護①

岩本

岩本

岩本

岩本

岩本

ナーシング・グラフィカ　成人看護学④　周術期看護　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　老年看護学②　高齢者看護の実践　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　小児看護学①　小児の発達と看護　【メディカ出版】

系統看護学講座　別巻　臨床外科看護総論　【医学書院】

終講試験（筆記試験、レポート）で総合的に評価する

岩本　雅俊

科目：　周術期と看護
　　　　（領域横断）

周術期にある対象（あらゆる発達段階）の特徴を理解し、回復過程が円滑に進むための看
護の役割および援助を学修する。また、周術期にある対象および家族への看護の基盤とな
る主要概念や理論を学修する。

岩本

岩本

岩本

岩本

岩本

岩本

岩本

岩本

術後の患者の看護②

１．手術を受ける対象の身体的・精神的侵襲を把握し、周術期看護の知識と看護技術を
　　理解する。
２．手術を受けることに伴う身体的・精神的・社会的苦痛、スピリチュアルペインを理解する。

担当

岩本

岩本

3-2)-(3)-⑨-D

分野：専門分野 【   １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

回 授業方法 事前学習等

1 講義

2
講義
GW

3
講義
GW

4
講義
GW

5
講義
GW

6
講義
GW

7
講義
演習

8
講義
GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

がん治療で薬物療法を受ける患者の看護
①

授業計画

睡眠薬を内服している患者の看護

多剤併用している患者の看護②

担当

真田
福田

真田
福田

真田
福田

真田
福田

真田
福田

真田
福田

がん治療で薬物療法を受ける患者の看護
②

多剤併用している患者の看護①

授業内容

真田　洋子　　福田　早苗

安全・安心な薬物療法を実践するために、薬物療法に必要な看護の知識を身につけること
ができる。

１．薬物療法が対象の生活に及ぼす影響について説明できる。
２．薬物療法を受けている対象に必要な看護が理解できる。

薬物療法時の看護師の役割①

科目：薬物療法と看護
　　　　（領域横断）

ナーシング・グラフィカ　基礎看護学③　基礎看護技術
系統看護学講座　専門分野　臨床看護総論　【医学書院】
系統看護学講座　専門基礎分野　薬理学　【医学書院】

終講試験（筆記試験・レポート）

副腎皮質ステロイド薬の与薬を受けている
患者の看護
経皮・外用薬の投与

薬物療法時の看護師の役割②

真田
福田

真田
福田

ナーシング・グラフィカ　疾病の成り立ち②　臨床薬理学　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑥　緩和ケア　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　老年看護学②　高齢者看護の実践　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　小児看護学③　小児の疾患と看護　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　基礎看護学⑤　臨床看護総論　【メディカ出版】
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分野：専門分野 【  １単位： 15時間 授業回数： 8回 】

担当教員
年次・

開講時期
2年後期 授業形態 講義 演習

授業の概要

到達目標

授業方法 事前学習等

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5
講義
GW

6
講義
GW

7
講義
GW

8
講義
GW

使用テキスト等

主たる参考図書・文献

評価方法

学生へのメッセージ

松延　薫

科目：エンド・オブ・ライフ・ケア
　　     （領域横断）

１．人生の最期のときを過ごしている対象と家族の特徴に応じた看護援助を理解する。
２．死生観について考える。

緩和ケア②

エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的課題
②

エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的課題
①

　その人らしい生を支える看護としてとらえ、身体的苦痛・精神的苦痛・社会的苦痛・スピリ
チュアルな苦痛の緩和やコミュニケーション、家族ケア、臨死期のケア、倫理的問題の基本
的な知識や考え方を養うとともに、人生の最期のときを過ごしている対象と家族の持つ力を
支える看護について学ぶ。

松延

松延

松延

担当

松延

松延

ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑥　緩和ケア　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　小児看護学①　小児の発達と看護　【メディカ出版】
ナーシング・グラフィカ　老年看護学②　高齢者看護の実践　【メディカ出版】

系統看護学講座　専門分野　小児看護学概論　小児臨床看護総論　【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　成人看護学総論　【医学書院】
系統看護学講座　専門分野　老年看護学　【医学書院】
系統看護学講座　別巻　がん看護学　【医学書院】
経過別成人看護学　終末期看護：エンド・オブ・ライフ・ケア　【メヂカルフレンド】

終講試験（筆記試験・レポート）で評価を行う

授業計画

授業内容

エンド・オブ・ライフ・ケアとは
対象者の理解①

対象者の理解②

緩和ケア①

家族のケア

松延

松延

松延

臨死期のケア


